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〉
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論

i
問

題

の
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在

|

本

論

|
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ル
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論

一

℃
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O
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目
5
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主
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同
)
吋
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口

B
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a
2
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と
そ
れ
以
外
の
法
源
と
の
関
係

(
一
)
キ
ケ
ロ
の
用
語
法

呈ム
凶倒

(
二
)
古
典
期
の
用
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法

(
一
)
胃
ou江
口

HH二
5
2
1
Z
の
外
延

(
二
)
官
。
官
E
g
E田
2
i
g
の
内
包

(
三
)
『
弁
論
家
論
』

四

同

U

円。育
5
5
5
m
a〈
戸
市
の
通
用
領
域

(
一
)
「
法
学
」
と
い
う
意
味
で
の

E
凹
丘
三
芯

〈
二
)
「
法
曹
法
」
と
い
う
意
味
で
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E
m
n
E
-∞

(
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「
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習
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」
と
い
う
意
味
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田

2
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t
5
5
と

2
i
z
m

(
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)
相
続
法
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)
訴
権
法

(
三
)
婚
姻
法
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同
U
吋
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U
H
e
E
S
E
m
a
-
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前
史
推
定
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/¥ 

呂
田
丘
三
Z
と
呂
田
y
o
ロ
O
円
白
H
・2
5
-
-
そ
の

九

吉
田

n
-
2
Z
と

E
m
r
oロ
O
円
釦
H
・5
5
1
1
そ
の
こ

O 

トロ-寸申ロ-早
0
7
H円
H田
口
恥
〈

H口町

古
典
期
以
降
の
発
展

古
田
空
H
E
F
n
c
B
と
宮
田
匂
門
守
同
E
B

対
立
の
始
ま
り
|
|

訴
権
法
と
相
続
法

1

1

「
国
家
組
織
法
」
な
い
し
「
国
家
制
定
法
」
と
し
て
の
古
田
宮
一
E
H
2
5

四五

z
m
丘
三
日
夕
呂
田
宮

σロ
2

5
と

E
m
胃
守
巳
ロ

B

「
呂
田
宮
ヴ
ロ
2

B
は
私
人
の
合
意
に
よ
っ
て
は
変
更
さ
れ
え
な
い
」

ム

ノ、

ロ
ー
マ
以
降
の
発
展

七

私
法
と
公
法

結
論
|
本
稿
の
成
果
と
今
後
の
課
題
|
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説

序

論

|

問

題

の

所

在

|

論

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
『
法
源
論
』
は
『
自
由
な
法
発
見
と
自
由
法
学
』
と
と
も
に
「
彼
の
思
想
の
基
本
的
性
格
を
示
す
も
の
」
と
し
て
そ
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
研
究
が
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
磯
村
哲
の
エ

i
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
に

お
い
て
は
そ
の
内
容
が
要
約
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
レ

i
ビ
ン
ダ
l
も
『
法
源
論
』
を
あ
ま
り
評
価
し
な
い
。

し
か
し
、
史
料
を
読
ま
ず
に
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
の
法
源
論
を
正
し
く
理
解
で
き
る
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
を
別
に
し
て
も
、
従
来
の
研
究

に
は
次
の
よ
う
な
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
い
か
に
ロ

l
マ
法
学
の
伝
統
を
重
ん
じ
た
学
者
か
、
が
見
落

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
彼
の
自
由
法
学
の
構
想
が
い
わ
ゆ
る
法
律
実
証
主
義
と
の
対
決
・
克
服
と
い
う
一
面
で
の
み
捉
え
ら
れ
、
実
は
そ
れ

が
時
代
を
越
え
た
伝
統
的
・
普
遍
的
な
(
実
用
)
法
学
(
含
ユ
名
門

Eos-匂
E

仏

8
5
C
の
再
興
と
い
う
一
面
を
も
つ
こ
と
が
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
主
に
法
曹
法
。
5
2
4己
由
)
か
ら
成
り
立
つ
教
示
的
法
源
を
通
し
て
法
(
判
決
、
正
し
い
解
決
)
を
認
識
す
る

と
い
う
動
的
・
立
体
的
な
法
学
を
彼
が
ロ

i
マ
法
に
み
た
こ
と
が
見
落
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
彼
の
法
源
論
は
静
的
・
平
面
的
に
し
か
捉
え

ら
れ
ず
、
自
由
法
学
と
の
関
連
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
三
に
、
法
(
律
)
問
題
を
扱
う
法
学
者
で
は
な
く
弁
論
家
と
し
て
事
実
問
題
を
扱

う
キ
ケ
ロ
こ
そ
が
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
の
理
想
像
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
見
落
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
実
用
法
学
と
理
論
法
学
(
同

osz'

i
g
g田
口
町
民
グ
田

nFOEE)
を
峻
別
し
、
後
者
を
学
問
的
に
基
礎

a

つ
け
よ
う
と
い
う
彼
の
課
題
の
真
の
意
味
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
実

用
法
学
に
お
け
る
彼
の
課
題
が
法
(
判
決
、
正
し
い
解
決
)
の
認
識
の
方
法
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
理
論
法
学
に
お
け
る
彼
の
課
題
は
、
キ
ケ

ロ
と
同
様
、
事
実
(
「
生
け
る
法
」
)
そ
の
も
の
に
で
は
な
く
、
そ
の
認
識
の
方
法
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
『
法
源
論
』
|
|
過
去
の
偉
大
な
法
学
者
が
そ
う

し
た
よ
う
に
、
彼
が
ロ

l
マ
法
と
対
決
し
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
書
物
、
彼
の
仕
事
の
根
底
で
あ
り
、
ま
た
根
底
で
あ
り
続
け
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た
書
物
1
1を
ロ

l
マ
法
史
料
に
即
し
て
検
討
し
、

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
ロ

l
マ
法
と
ど
の
よ
う
に
対
決
し
彼
が
そ
の
中
に
何
を
み
た
か
、
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
法
史
料
の
翻
訳
に
際
し
て
は
、
い
ち
い
ち
引
用
は
し
な
い
が
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
、
本
稿
の
性
質
上
エ

l
ル

リ
ッ
ヒ
の
読
み
方
で
史
料
を
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
訳
語
は
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
文
献
に
従
っ
て
い
な
い
。

末
松
謙
澄
訳
『
ユ
ス
チ
i
ニ
ア
1
ヌ
ス
帝
欽
定
羅
馬
法
学
提
要
(
訂
正
増
補
第
三
版
)
』
(
有
斐
閣
、
大
正
五
年
)

末
松
謙
澄
訳
『
ウ
ル
ピ
ア
i
ヌ
ス
羅
馬
法
範
(
訂
正
増
補
第
三
版
)
』
(
大
雄
閣
、
大
正
二
二
年
)

春
木
一
郎
訳
『
ユ

i
ス
テ
ィ

l
ニ
ア
l
ヌ
ス
帝
学
説
集
纂
プ
ロ

l
タ
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
二
二
年
)

な
お
、

原
田
慶
吉
『
ロ

l
マ
法
(
改
訂
版
)
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
三
O
年
)

京
都
大
学
西
洋
法
史
研
究
会
訳
「
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
学
説
嚢
纂
第
二

O
巻
1
第
二
八
巻
邦
訳
」
『
法
学
論
叢
』
六
三
巻
六
号
(
昭
和
三

年
)
1八
三
巻
六
号
(
昭
和
田
三
年
)

泉
井
久
之
助
訳
『
キ
ケ
ロ

l

義
務
に
つ
い
て
』
(
岩
波
文
庫
、
昭
和
三
六
年
)

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

船
田
享
二
訳
『
ガ
イ
ウ
ス

法
学
提
要
(
新
版
)
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
四
二
年
)

船
田
享
二
『
ロ

i
マ
法
(
改
訂
版
)
』
全
五
巻
(
岩
波
書
居
、
昭
和
四
三
年
1
四
七
年
)

中
村
善
也
訳
「
キ
ケ
ロ

法
律
に
つ
い
て
」
『
世
界
の
名
著
⑭
(
キ
ケ
ロ
/
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
/
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
)
』
(
中
央
公

論
社
、
昭
和
四
三
年
)
所
収

柴
田
光
蔵
『
ロ

l
マ
裁
判
制
度
研
究
』
(
世
界
思
想
社
、
昭
和
四
三
年
)

柴
田
光
蔵
「
ロ

l
マ
法
に
お
け
る
特
示
命
令
訴
訟
の
一
考
察

'
l
キ
ケ
ロ

I
C円
向
。
の
『
カ
エ
キ
l
ナ
弁
護
論
育

O
E
3
5』

を
め
ぐ
っ
て

l
」
『
法
学
論
叢
』
九
四
巻
三
・
四
号
(
昭
和
四
九
年
)

二
七
頁
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説

(
l
)
悶
・
同
町
己
目
白
}
グ
切
目
立
円
位
向
叩
一

Nロ
吋
寸
}
戸
冊
。
叶
同
但
門
円
。
門
別
2
V仲間門戸己巾
-
z
p
H
・↓
2
ケ門
F
m
呂
田
口
比
三
T
Y
E
m
u己
v
-
5
E
P
吉
田
宮
・
守
主
c
g
-
図。ユ
E
-

EON-
な
お
、
以
下
の
叙
述
に
お
い
て
は
、
こ
の
書
物
は
頁
数
だ
け
を
引
用
す
る
。

(
2
)
開
・
巴
三
日
ロ
F
司

2
5
同
S
Z
m
m
E
C
H
H
m円
己
ロ
門
ご
吋
巴
担
問
団
n
F
2
3回目
g
m
n
y阻止・「伯仲間
UNF肉

-zou・
本
講
演
の
邦
訳
と
し
て
、
西
本
辰
之
助
訳

「エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
の
『
自
由
な
る
法
律
発
見
及
び
自
由
法
学
』
(
一
)
(
二
完
ど
『
法
学
研
究
(
慶
応
大
学
)
』
七
巻
一
号
(
昭
和
三
年
〉
一
一
八
頁
、

同
四
号
(
昭
和
三
年
)
一
二
二
頁
、
法
学
理
論
研
究
会
訳
「
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
・
自
由
な
法
発
見
と
自
由
法
学

(
l
)
(
2
完
)
」
『
西
南
学
院
大
学
法

学
論
集
』
一
四
巻
三
号
(
昭
和
五
七
年
)
六
三
頁
、
同
四
号
(
昭
和
五
七
年
)
二
一
頁
、
拙
訳
「
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
『
自
由
な
法
発
見
と
自
由
法
学
』
」

『
北
大
法
学
論
集
』
三
九
巻
一
号
(
昭
和
六
三
年
)
一
五
三
頁
が
あ
る
。

(
3
)
磯
村
哲
『
社
会
法
学
の
展
開
と
構
造
』
(
日
本
評
論
社
、
昭
和
五

O
年
。
初
出
は
「
エ

i
ル
リ
ッ
ヒ
の
法
社
会
学
」
『
法
律
学
体
系
・
法
学
理
論

篇
』
(
日
本
評
論
社
、
昭
和
二
八
年
)
所
収
)
一
七
一
頁
。

(
4
)
従
来
の
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
に
つ
い
て
は
、
河
上
倫
逸
「
時
代
史
と
し
て
の
エ

i
ル
リ
ッ
ヒ
個
人
史
の
可
能
性
と
資
料
状
況
」
『
法
学
論
叢
』

一
二
四
巻
三
・
四
号
(
平
成
元
年
)
一
四
九
頁
以
下
が
詳
し
い
。
ち
な
み
に
、
同
著
者
は
最
近
精
力
的
に
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
を
発
表
し
て
い
る

が
、
『
法
源
論
』
は
そ
の
研
究
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
著
者
の
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
に
つ
い
て
も
、
以
下
で
述
べ
る
批
判
が
あ

て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
後
山
山
注

mも
参
照
。
河
上
論
文
が
出
た
後
の
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
と
し
て
は
、

M
・
レ
l
ビ
ン
ダ
l

(吉
野
正

三
郎
・
水
野
五
郎
訳
)
「
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
か
ら
見
た
裁
判
官
に
よ
る
法
形
成
」
『
立
命
館
法
学
』
二

O
一
・
二

O
二
号
(
平
成
元
年
)
六
七
O
頁、

大
津
享
「
法
社
会
学
に
お
け
る
『
国
家
と
法
』

l
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
l
ル
リ
ッ
ヒ
を
出
発
点
と
し
た
一
試
論
l
l」
『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』

三
一
巻
一
号
(
平
成
二
年
)
三
五
頁
が
あ
る
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
エ
l
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
で
は
な
い
が
『
法
源
論
』
を
部
分
的
に
扱
っ
て
い
る
文
献

と
し
て
、
恒
藤
恭
『
緩
馬
法
に
於
け
る
慣
習
法
の
歴
史
及
理
論
』
(
弘
文
堂
、
大
正
一
三
年
)
が
あ
る
。
と
く
に
、
第
一
章
第
二
節
一
(
一
七
頁
以

下
)
お
よ
び
第
二
章
第
二
節
四
(
一

O
七
頁
以
下
)
を
参
照
。

(
5
〉
磯
村
・
前
掲
書
(
注
3
)
一
七
七
頁
以
下
。

(
6
)
冨
・
河
申
F
Eロ門
Y
w
ア
一
旦
恒
国
由
開
ブ
ユ
ロ
島
区
HHm円円四申吋図。ロ宮田町
ONHo-omF由
【
山
口
吋
各
国
ロ
mHS
四
宮
ユ
片
}
Y
H
・〉
ZE--
∞
R
E
H
Y
E
S
-
∞・

8
・N

・〉己ロニ

】∞∞∞-∞・∞
M
-

こ
の
箇
所
で
レ
l
ビ
ン
ダ
l
は
「
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
の
『
法
源
論
』
は
誤
っ
た
方
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
書
物
で
あ
り
、
否
定
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
シ
ュ
ル
ツ
の
文
章
(
吋
・
∞
岳
巳
N・
0
0
2
E
n
y
g
門戸句『
0
5
3
n
y田
口
周
2
F
Z
3
m
m
g
m
n
y匝
戸
当
伯
仲
B
m
F
E
E
-
∞・ョ・

〉ロ
5
・ω
・
民
主
0
4
0『
M
H
o
g
g
宮
内
包
∞
2
3
2
・
。
ぇ
o
E
・
5
怠・同
u
・寸
M-
ロ
o
g
m
)
を
引
用
し
て
『
法
源
論
』
を
評
価
し
な
い
。
こ
の
シ
ユ

ヨ子'Aa岡
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法曹法の歴史的基礎づけ(1)

ル
ツ
の
文
章
が
出
て
く
る
前
後
の
脈
絡
か
ら
判
断
す
る
と
、
シ
ュ
ル
ツ
が
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
を
否
定
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
ロ
ー
マ
法
の
見
方
に

関
し
て
、
シ
ュ
ル
ツ
が
、
法
学
(
法
律
家
)
と
弁
論
術
(
弁
論
家
)
の
相
違
点
を
強
調
す
る
の
に
対
し
て
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
法
学
の
原
点
を
共

和
政
期
の
弁
論
術
(
キ
ケ
ロ
)
に
み
て
、
両
者
の
共
通
点
を
強
調
す
る
か
ら
、
第
二
に
、
個
別
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ル
ツ
に
よ
れ
ば

E
m

at-o
は
「
ロ

l
マ
市
民
間
の
法
」
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
「
法
曹
法
」
を
意
味
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
が

ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
現
代
の
代
表
的
ロ

l
マ
法
学
者
で
あ
る
ネ
ル
の
研

究
(
ロ

-Z青
ア

U
2
2
5
E丘
司
印
ユ

E
0・
∞
∞
ユ
2
・
54N)
に
お
い
て
は
、
古
典
期
の
法
学
者
の
観
念
の
原
型
と
し
て
共
和
政
期
の
キ
ケ
ロ
(
し

か
も
『
国
家
論
』
や
『
法
論
』
で
は
な
く
『
ト
ピ
カ
』
や
『
案
出
論
』
な
ど
の
修
辞
学
の
文
献
)
を
分
析
す
る
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
手
法
は
カ
l
ザ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
も
基
本
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
(
冨
・
問
問
S
F
N
E
a
p
a
o
E∞
自
己
安
仏

R
5
5
2
n
y
g
m
z
z
m
4

円山口⑦】戸申己申
V
2
・
5
一
吋
∞

m
g岳
江
口

E
円
当
・
ヨ
ロ

B
叩

N
C
5
4
0・c
s
z
Z間枠内
wm-
∞仏
-
f
同

o
z・
5
4
3
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
法
学
と
弁
論
術
の

相
異
点
を
強
調
す
る
シ
ュ
ル
ツ
流
の
ロ

i
マ
法
研
究
は
通
説
的
な
地
位
を
失
い
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
シ
ュ
ル
ツ
を
(
脈
絡
を
度

外
視
し
て
)
引
用
し
て
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
の
『
法
源
論
』
を
否
定
す
る
と
い
う
レ
l
ビ
ン
ダ
l
の
評
価
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
内
容
的
に
も
『
法

源
論
』
に
は
、
ネ
ル
の
用
い
る
「
慣
習
法
」
の
概
念
は
エ

1
ル
リ
ッ
ヒ
が
ロ

l
マ
法
に
み
た
呂
田
口
F
i
z
に
ほ
か
な
ら
な
い
な
ど
、
ネ
ル
の
研
究

を
先
取
り
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
も
い
え
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
『
類
型
論
』
の
原
点
」
と
題
す
る
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
)
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
意
味
で
は
本
稿
の
意
図
す
る
『
法
源
論
』
の
再
評
価
は
、
従
来
の
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
ロ

l
マ
法
学
に
と
っ
て

も
有
意
義
な
も
の
と
な
ろ
う
。
な
お
、
現
代
ロ

l
マ
法
学
の
『
法
源
論
』
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、

ζ
・
民
日
間
申
ア

-
F由
H
.
E
H円山

aEm

n
E
-∞
J
Fロ
い
〉

5
m
o
d
Z
E
Z
F
}
5
P
E
-
-
E
4∞
を
参
照
。

(
7
)
「
法
律
実
証
主
義
」
と
は
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
自
身
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
判
決
に
お
け
る
三
段
論
法
の
大
前
提
と
な
る
命
題
は
法
命
題
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
法
命
題
へ
の
拘
束
性
」
と
、
す
べ
て
の
法
命
題
は
国
家
に
由
来
す
る
は
ず
だ
と
い
う
「
国
家
的
法
観
念
」
と
、
す
べ
て
の

法
命
題
は
一
体
だ
と
い
う
「
法
の
一
体
性
」
と
を
前
提
と
す
る
、
ロ
ー
マ
法
を
継
受
し
た
国
々
に
特
徴
的
な
論
理
で
あ
る
。
〈
m

円】・回・閏}戸吋
z
n
F
W

口
広
言
円
仲
間
江
田
口

}MoromF-
〉

2
F
Z
E円
仏

5
2
5
-
H
Z
H田町}戸但

HUEHFm-
四円凶

-H5・∞
-HN印
L
2
4
・

N-〉
巳
-
-
-
叶
，

CHUF口間四
H
f
E
N印・∞
-N『
・
本

書
の
邦
訳
と
し
て
、
法
学
理
論
研
究
会
訳
「
法
的
論
理
川

1
附
」
『
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
』
九
巻
二
号
(
昭
和
五
一
年
)
1
一
三
巻
三
号
(
昭

和
五
五
年
)
お
よ
び
河
上
倫
逸
H
フ
l
ブ
リ
ヒ
ト
訳
『
法
律
的
論
理
』
(
み
す
ず
書
房
、
昭
和
六
二
年
)
が
あ
る
。

(
8
)
磯
村
・
前
掲
書
(
注
3
)
二
九
七
頁
。
い
う
ま
で
も
な
く
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
全
面
的
に
否
定
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(
9
)
来
栖
三
郎
「
法
の
解
釈
に
お
け
る
制
定
法
の
意
義
ー
そ
の
一
法
と
法
源

l
」
『
法
学
協
会
雑
誌
』
七
三
巻
二
号
(
昭
和
三
一
年
)
一
三
三
頁

::l~法41(3 ・ 7)1057



説舌ム
ロ"旬

の
用
語
法
に
従
っ
た
。
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
来
栖
の
問
題
提
起
(
「
注
の
解
釈
と
法
律
家
」
『
私
法
』
一
一
号
一
六
頁
を
参
照
)
に
始
ま
る

い
わ
ゆ
る
法
解
釈
論
争
に
対
す
る
来
栖
自
身
の
最
初
の
解
答
が
本
論
文
で
示
さ
れ
、
法
源
は
法
(
判
決
、
正
し
い
解
決
)
を
認
識
す
る
た
め
の
手

段
(
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
)
で
あ
る
と
い
う
こ
の
見
解
は
、
「
モ
デ
ル
と
擬
制

l
『
法
に
お
け
る
擬
制
』
論
の
準
備
の
た
め
の
学
習
ノ
l
卜

l
」
『
法

協
百
年
論
集
一
巻
』
(
昭
和
五
八
年
)
四
九
頁
、
「
文
学
に
お
け
る
虚
構
と
真
実
|
『
法
に
お
け
る
擬
制
』
論
の
準
備
の
た
め
の
学
習
ノ

l
ト
の
つ

づ
き
|
」
国
家
学
会
百
年
記
念
『
国
家
と
市
民
』
第
三
巻
(
昭
和
六
二
年
)
二
八
八
頁
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
維
持
さ

れ
、
深
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
来
栖
の
「
法
源
論
」
に
つ
い
て
は
、
屋
野
英
一
「
日
本
民
法
典
に
与
え
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
」
『
民
法
論

集
第
一
巻
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
五
三
年
。
初
出
は
『
日
仏
法
学
』
三
号
(
昭
和
四
O
年
)
所
収
)
七
九
頁
で
は
、
来
栖
説
は
「
単
に
用
語
の
問
題
に

す
ぎ
な
い
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
同
「
民
法
の
解
釈
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
の
中
間
的
覚
書
」
『
民
法
論
集
第
七
巻
』
(
有
斐
閣
、
平
成
元
年
。
初

出
は
『
民
法
・
信
託
法
理
論
の
展
開
(
四
宮
和
夫
先
生
古
希
記
念
論
文
集
)
』
(
弘
文
堂
、
昭
和
六
一
年
)
所
収
)
八
八
頁
で
は
、
判
決
(
法
)
と

判
例
(
法
源
)
を
厳
密
に
区
別
す
る
来
栖
説
な
い
し
来
栖
が
引
用
す
る
グ
レ
イ
や
フ
ラ
ン
ク
の
説
が
「
判
例
を
法
と
す
る
考
え
方
」
と
し
て
引
用

さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
擬
制
論
」
に
つ
い
て
も
、
「
法
源
論
」
な
い
し
法
解
釈
論
争
と
の
関
連
で
は
理
解
さ
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
例
外
的
な
文

献
と
し
て
、
瀬
川
信
久
「
民
法
の
解
釈
」
星
野
英
一
一
編
集
・
代
表
『
民
法
講
座
』
別
巻
l
(有
斐
閣
、
平
成
二
年
)
二
二
頁
以
下
が
あ
る
。
な
お
、

「
法
」
と
「
法
源
」
の
一
般
的
な
用
語
法
に
つ
い
て
は
、
川
島
武
宜
『
民
法
総
則
』
(
有
斐
問
、
昭
和
四

O
年
)
一
六
頁
以
下
を
参
照
。

(
叩
)
磯
村
・
前
掲
書
(
注
3
)

一
七
七
頁
以
下
お
よ
び
二
九
七
頁
以
下
に
お
い
て
、
法
源
論
は
「
法
の
構
造
・
形
成
・
発
展
の
理
論
」
と
し
て
、
自

由
法
学
は
「
実
用
法
学
の
方
法
論
」
と
し
て
無
関
係
に
論
じ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
磯
村
・
同
書
は
「
自
由
な
法
発
見
」

Q
2
5
H
N
2
F
E
Z音
ロ
肉
)
を
、
「
自
由
な
注
規
創
造
」
(
一
七
一
頁
)
あ
る
い
は
「
規
範

創
造
を
行
う
」
(
三

O
O頁
)
と
い
う
よ
う
に
、
(
制
定
法
に
明
確
な
規
定
が
な
い
場
合
の
)
法
曹
に
よ
る
制
定
法
か
ら
自
由
な
裁
判
規
範
創
造
と

し
て
、
(
つ
ま
り
「
自
由
な
法
源
発
見
」
と
し
て
)
理
解
す
る
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
前
掲
(
注
2
)
拙
訳
で
示
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と

も
『
自
由
な
法
発
見
と
自
由
法
学
』
に
お
い
て
は
、
「
法
発
見
」
は
概
し
て
「
判
決
発
見
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
法
発
見
」
に
は
、
あ

ら
ゆ
る
判
決
を
法
学
的
構
成
に
よ
っ
て
制
定
法
か
ら
演
律
す
る
「
技
術
的
法
発
見
」
と
、
命
令
的
法
源
で
あ
る
制
定
法
に
明
確
な
規
定
が
あ
る
場

合
は
そ
の
と
お
り
判
決
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
法
の
欠
敏
」
の
場
合
は
制
定
法
か
ら
自
由
に
、
し
か
し
教
示
的
法
源
で
あ
る
「
法
学
的
伝
承
」
(
学

説
・
判
例
H
法
曹
法
)
を
通
し
て
判
決
を
発
見
す
る
「
自
由
な
法
発
見
」
と
が
あ
る
。
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
主
眼
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
技
術
的
法

発
見
」
の
批
判
に
あ
る
が
、
同
時
に
、
法
発
見
の
規
準
(
法
源
)
と
し
て
法
曹
法
を
据
え
た
点
に
お
い
て
俗
流
自
由
法
学
と
一
線
を
画
す
る
も
の

が
あ
り
、
こ
の
意
味
で
も
彼
の
漆
源
論
は
重
要
で
あ
る
。

j七法41(3・8)1058



(
日
)
回

-
E
E
F
n
y
o
E
E
Z宮
口
問
宕
円
∞

ONEo柱
。
宕
印
刷
凶

2
Z
P
富
合
戸
口

F
B
E
E
F
G
N同

m・
5
5・∞・
5
・
本
書
の
邦
訳
と
し
て
、
川
島

武
宜
訳
『
法
社
会
学
の
基
礎
理
論
(
第
一
分
冊
)
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
二
七
年
)
お
よ
び
河
上
倫
逸
H

フ
l
ブ
リ
ヒ
卜
訳
『
法
社
会
学
の
基
礎
論
』

(
み
す
す
書
房
、
昭
和
五
九
年
)
が
あ
る
。

(
ロ
)
本
稿
の
主
た
る
対
象
が
法
源
論
(
正
・
不
正
の
認
識
)
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
「
結
論
」
を

参
照
。

法曹法の歴史的基礎づけ(1)
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説

本
論
|
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
の
法
源
論

l

吾b.
a附

同
)
円

O
M
M

吋
ル
ロ
ロ
同
ル
己
∞
の
め
〈
己

ω

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
法
源
論
の
出
発
点
に
な
る
の
は
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
の
次
の
法
文
で
あ
る
。

り
い
い
い
ふ
る
ゐ
い
N
(
H
U
O
B
H
V
O
ロ
呂
田
)
一
こ
れ
ら
の
法
律
〔
十
二
表
法
〕
が
制
定
さ
れ
た
結
果
、
法
廷
に
お
け
る
討
論
が
必
要
に
な
っ
た
(
解
釈
に
法

学
者
逮
の
権
威
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
)
が
、
こ
の
討
論
お
よ
び
制
定
さ
れ
ず
法
学
者
達
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
法
は
、
そ

の
ほ
か
の
法
領
域
が
自
己
の
名
で
、
す
な
わ
ち
そ
の
領
域
に
与
え
ら
れ
て
い
る
固
有
の
名
で
表
示
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
固
有
の
名
を
も
た
ず
吉
田

2
2
Z
と
い
う
共
通
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
こ
れ
ら
の
法
律
か
ら
い
く
つ
か
の
訴
権
が
つ
く
ら
れ
た
。
:
:
:
こ
の
法
領
域
は

法
律
訴
訟
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
訴
権
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
こ
れ
ら
三
つ
の
法
が
生
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま

ず
十
二
表
法
が
制
定
さ
れ
、
続
い
て
十
二
表
法
か
ら
三
国
巳
丘
芯
が
流
れ
出
し
、
十
二
表
法
か
ら
法
律
訴
訟
が
つ
く
ら
れ
た
。
:
:
:
そ
の
後
口

l
マ

国
で
十
二
表
法
、
呂
田

2
i
z、
法
律
訴
訟
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
き
、
平
民
と
貴
族
の
聞
に
争
い
が
生
じ
た
。
:
:
:
こ
う
し
て
ロ

l
マ
国
で
は
、
法

律
、
同
月
。
耳
2
5
5
m
丘
三
宮
、
す
な
わ
ち
制
定
さ
れ
ず
た
だ
法
学
者
逮
の
解
釈
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
浴
、
法
律
訴
訟
、
す
な
わ
ち
訴
訟
の

形
式
を
決
め
て
い
る
法
、
平
民
会
議
決
、
す
な
わ
ち
貴
族
の
同
意
な
し
に
成
立
す
る
法
、
政
務
官
告
示
、
す
な
わ
ち
名
誉
法
が
そ
こ
か
ら
出
て
く
る

法
、
元
老
院
議
決
、
す
な
わ
ち
平
民
会
議
決
に
よ
ら
ず
元
老
院
の
決
定
に
よ
る
だ
け
で
定
め
ら
れ
る
法
、
皇
帝
の
勅
法
、
す
な
わ
ち
皇
帝
自
身
が
定

め
た
こ
と
が
法
律
に
代
わ
っ
て
守
ら
れ
る
法
、
に
よ
っ
て
裁
判
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、

E
m
i
i
r
と
は
明
ら
か
に
「
制
定
さ
れ
ず
法
学
者
達
の
解
釈
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
法
」
で
あ
り
、

で
あ
る
が
、
通
説
は
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
の
叙
述
に
後
か
ら
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る

「
制
定
さ
れ
ず
法
学
者
達
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
法
」

こ
と
、
そ
し
て

E
田
丘
三
Z
に
か
か
わ
る
他
の
史
料
と
矛
盾
す
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
の
叙
述
は
信
用
で
き
な
い
、
と
す
る
。
こ
れ
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に
対
し
て
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
は
非
常
に
古
い
共
和
政
期
の
観
念
を
手
本
に
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
の
叙

述
は
十
分
信
用
で
き
る
、
と
す
る
。
そ
の
証
左
と
し
て
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
論
』
、
『
カ
エ
キ
ナ
弁
護
論
』
お
よ
び
『
案

出
論
』
を
検
討
し
、
キ
ケ
ロ
に
と
っ
て
も
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
の
意
味
で
の

E
m
n
F
i
z
が
唯
一
・
自
明
の
用
語
法
で
あ
っ
た
、
と
結
論
す
る
。

(
一
)
『
義
務
論
』

のいの申吋
0
・仏申

O
B
2
2
5
2・2
一
不
動
産
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
わ
が
国
で
は

E
田
丘
三
宮
に
よ
っ
て
、
売
主
は
不
動
産
を
売
却
す
る
際
に
自
分

が
知
っ
て
い
る
回
収
庇
を
買
主
に
通
知
す
る
義
務
が
あ
る
、
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
二
表
法
に
よ
れ
ば
、
売
主
が
買
主
に
明
示
的
に
通

知
し
た
暇
庇
に
つ
い
て
は
売
主
は
そ
の
額
を
支
払
え
ば
足
り
、
明
示
的
に
否
定
し
た
回
収
庇
に
つ
い
て
は
二
倍
額
の
罰
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
法
学
者
達
に
よ
っ
て
さ
ら
に
秘
匿
の
罰
金
が
決
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
不
動
産
の
い
か
な
る
回
収
庇
も
売
主
が
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
秘
匿
し

た
場
合
に
は
、
売
主
は
そ
の
回
収
疲
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
法
学
者
逮
は
決
め
た
の
で
あ
る
。
・
:
・
:
こ
の
種
の
不
正
な
秘
匿
は
そ
の
す
べ

て
を
呂
田

2
1
Z
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
把
握
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
注
意
深
く
把
握
さ
れ
て
い
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
キ
ケ
ロ
は
吉
田
丘
三
ぽ
と
い
う
表
現
を
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
と
同
じ
意
味
で
使
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ケ
ロ
は

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

法
学
者
達
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
秘
匿
の
罰
金
を
ま
ず
十
二
表
法
の
規
定
に
対
置
し
、
こ
の
罰
金
は
苫
田
口
守
口
叩
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
と

い
い
、
そ
し
て
こ
の
種
の
秘
匿
の
す
べ
て
を

E
田
口
守
口
帽
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
キ
ケ
ロ

が
吉
田

a
i
u
と
い
う
表
現
で
十
二
表
法
を
考
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
法
学
者
達
が
決
め
た
こ
と
以
外
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
可
能
性
は

ま
っ
た
く
な
い
。

(
二
)
『
カ
エ
キ
ナ
弁
護
論
』

Q
S円
0

・
耳
o
c
g
n
E
m
H
2・04・
s・g
・40H
君
の
全
弁
論
の
中
で
私
に
も
っ
と
も
大
き
な
驚
き
を
与
え
た
の
は
、
法
学
者
逮
の
権
威
に
従
う
必
要
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説

は
な
い
、
と
君
が
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
:
:
:
君
が
こ
の
事
件
で
不
適
当
な
時
期
に
、
し
か
も
こ
の
事
件
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
反
す
る
こ
と

な
の
に
、
法
学
者
逮
の
意
見
に
従
う
必
要
は
な
く
呂
田

i
i
z
が
さ
ま
ぎ
ま
な
事
件
に
お
い
て
つ
ね
に
通
用
す
る
必
要
も
な
い
、
と
い
っ
た
考
え
方

を
弁
護
し
た
こ
と
に
私
は
驚
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
法
廷
で
よ
く
主
張
さ
れ
、
時
に
は
賢
明
な
人
々
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
る
こ

と
は
、
私
に
は
い
つ
も
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
者
逮
が
、
助
言
を
与
え
た
者
〔
法
学
者
〕
は
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
正
し
く
定
め
て
い
な
い
、
と
主
張
す
る
場
合
、
彼
ら
は
、
愚
か
な
人
達
の
い
う
こ
と
に
従
う
必
要
は
な
い
、
と
述
べ
る
べ
き
で
あ
っ

て
、
法
学
者
逮

(
V
0
5
版
で
は
呂
田

2
i
z
)
に
従
う
必
要
は
な
い
、
と
述
べ
る
べ
き
で
は
な
く
、
も
し
彼
ら
が
、
法
学
者
逮
が
正
し
く
解
答
し
て

い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
解
答
と
は
別
の
判
決
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
不
当
に
判
決
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
、
彼
自
身
が
百
人
官
法
廷
に
訴
訟
を
提
起
し
た
と
き
、
法
学
者
逮
の
意
見
に

反
す
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
は
な
く
、
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
が
弁
論
し
た
こ
と
は
正
で
は
な
い
、
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
自
分
の
議
論
に

説
得
力
を
も
た
せ
た
だ
け
で
な
く
、
彼
の
義
父
で
あ
る
ク
イ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
を
は
じ
め
多
数
の
非
常
に
経
験
豊
か
な
人
々
を
権
威
と
し
て
引

用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

E
m
n同
〈
己
申
は
軽
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
者
は
、
裁
判
の
緋
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
全
体
の
利
益
と
生
活
の

緋
を
引
き
裂
く
者
で
あ
る
。
あ
る
者
が
法
の
解
釈
者
逮
を
非
難
し
て
、
彼
ら
は
法
に
熟
達
し
て
い
な
い
、
と
主
張
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
解
釈

者
個
人
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
呂
田

2
i
z
を
非
難
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
法
に
熟
達
し
て
い
る
人
に
従
う
必
要
は
な
い
、
と

考
え
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
解
釈
者
個
人
を
非
難
し
て
い
る
の
で
は
な
く
法
律
と
呂
田

i
i
z
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
君
達
は
、
こ
の
国

で
は
呂
田
巳
i
z
以
上
に
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
堅
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
何
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

吾ぷ注
目閥

後
に
キ
ケ
ロ
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
問
題
は
特
示
命
令
の
文
言
の
解
釈
で
あ
る
。
相
手
方
が
特
示
命
令
の
厳
格
な
文
言

解
釈
を
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
キ
ケ
ロ
は
自
由
な
解
釈
を
主
張
し
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
は
自
分
が
弁
護
し
て
い
る
も
の
を
法
学
者
お
よ

び
法
の
解
釈
者
に
よ
る
解
釈
の
行
為
と
い
い
、
同
時
に
そ
れ
を
宮
田
丘
三
ぽ
と
呼
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ケ
ロ
は
両
者
を
区
別
せ
ず
、

同
一
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
相
手
方
も
ま
た
両
者
を
区
別
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
キ
ケ
ロ
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
こ
と
ば

を
費
や
し
て
そ
の
拘
束
力
を
弁
護
す
る
必
要
が
あ
っ
た
吉
田
丘
三
Z
と
は
い
っ
た
い
何
か
。
法
律
や
告
示
の
拘
束
力
の
こ
と
な
ら
、
キ
ケ
ロ

は
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
弁
論
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し

E
田
口
三
芯
が
法
律
あ
る
い
は
特
示
命
令
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
キ
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ケ
ロ
は
法
学
者
の
こ
と
ば
か
り
い
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
相
手
方
も
法
律
や
特
示
命
令
の
拘
束
力
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
争
っ
て
お
ら
ず
、

た
だ
、
ま
ず
い
解
釈
を
否
定
し
文
言
ど
お
り
の
解
釈
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
の
主
張
す
る
特
示
命
令
の
自
由
な
解
釈
こ
そ
が

呂
田
丘
三
宮
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
ま
た
呂
田
口
守
口
∞
は
法
学
者
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
に
お
け
る
「
制
定
さ
れ
ず
た
だ
法

解
釈
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
法
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

ロ2『
0
・

u
g
の
宮
口

gmwE・
g
-
s・
g
・-oo
一
た
し
か
に
、
ス
ラ
は
法
律
を
制
定
し
た
。
:
:
:
し
か
し
、
私
が
君
に
問
う
の
は
、
民
会
が
私
に
君
の

奴
隷
に
な
れ
と
命
じ
た
場
合
、
あ
る
い
は
君
に
私
の
奴
隷
に
な
れ
と
命
じ
た
場
合
、
こ
の
命
令
は
有
効
で
確
実
な
も
の
で
あ
る
と
君
が
考
え
る
か
ど

う
か
、
で
あ
る
。
こ
の
命
令
は
無
効
で
あ
る
と
君
は
考
え
、
そ
の
こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
ま
ず
最
初
に
、
民
会
が
命
じ
た
こ
と
す
べ

て
が
有
効
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
君
は
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
自
由
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
に
何
故
市
民
権
を
奪
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
君
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
さ
ら
に
私
は
問
う
。
祭
記
官
が
敵
に
引
き
渡
し
た
者
、
家
長
が
売
却

し
た
者
、
民
会
が
売
却
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
理
由
で
市
民
権
を
失
う
の
か
、
と
。
ま
ず
第
一
に
、
国
家
が
宗
教
的
な
罪
か
ら
免
れ
る
た

め
に
、
あ
る
ロ
!
マ
市
民
が
敵
に
引
き
渡
さ
れ
、
敵
が
彼
を
受
け
入
れ
た
場
合
に
、
彼
は
敵
の
物
に
な
る
。
し
か
し
、
ヌ
マ
ン
テ
ィ
ア
人
が
マ
ン
キ

ヌ
ス
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
敵
が
彼
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
彼
は
ロ

l
マ
市
民
と
し
て
完
全
な
地
位
と
身
分
を
も
っ
。
第
二
に
、

家
長
が
自
分
の
支
配
下
に
あ
っ
た
者
を
売
却
し
た
場
合
に
、
彼
は
家
長
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
第
三
に
、
軍
務
に
つ
く
こ
と
を
拒
否
し
た
者
を

民
会
が
売
却
し
た
場
合
に
は
、
民
会
は
彼
の
自
由
を
奪
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
自
由
で
い
る
た
め
に
危
険
に
入
り
込
む
こ
と
を
拒
否
す
る

者
は
自
由
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
民
名
簿
へ
の
記
載
を
拒
否
し
た
者
を
売
却
し
た
場
合
に
は
、

民
会
は
、
法
的
に
奴
隷
で
あ
っ
た
者
で
も
市
民
名
簿
へ
の
記
載
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
自
由
で
あ
る
者
が
市
民
名
簿
へ
の
記
載
を
拒
否

す
る
こ
と
は
自
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
、
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
通
常
は
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て

自
由
な
い
し
市
民
権
を
奪
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
想
起
す
れ
ば
、
父
祖
逮
は
、
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
自
由
な
い
し
市
民
権
を
奪

う
こ
と
が
で
き
る
と
決
定
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
欲
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
自
由
な
い
し
市
民
権
が
奪
わ

れ
る
理
由
を
父
祖
達
は

Z
田
2
i
z
か
ら
取
り
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
や
り
方
で
、
誰
が
法
律
や
命
令
に
よ
っ
て
市
民
権
な
い
し
自
由

を
奪
わ
れ
た
の
か
、
を
示
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
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ロ
ー
マ
市
民
が
市
民
権
を
失
う
の
は
法
律
に
よ
る
の
で
は
な
く

E
m
n
-
i
z
に
よ
る
、
と
キ
ケ
ロ
は
考
え
る
。

ロ
ー
マ
市
民
が
市
民
権
を
失



5見

う
場
合
と
し
て
キ
ケ
ロ
が
掲
げ
て
い
る
ケ

l
ス
は
、
確
認
で
き
る
限
り
で
は
す
べ
て
古
来
の
慣
習
法
、
す
な
わ
ち
「
制
定
さ
れ
ず
法
学
者
逮

;::，6.， 
日間

れに
てよ
L 、つ

る主て
。ま

と
め
り

れ
た
法

百
印
丘
三
円
。
は
こ
こ
で
は
も
っ
と
も
厳
格
な
意
味
で
法
律
な
い
し
命
令
に
対
置
さ

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

会
己
『
案
出
論
』

色

白

骨

吋

0

・
宏

5
2
E
5
5
-
E
H
我
々
が
性
質
の
論
点
(
口

O
S
E
E
-
o
m
B
o
z
-
a
)
と
呼
ぶ
論
点
に
は
、
』
Z
円

F
E
n
S】

H聞
と
ロ
品
。

E
E
m
と
い

う
二
つ
の
部
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Y
E門
rap-z
で
は
、
何
が
公
平
で
何
が
公
正
か
、
あ
る
い
は
報
酬
や
罰
金
は
い
く
ら
か
、
が
問
題
に
な

る
。
ロ
∞
肉

otmw-Z
で
は
、

2
i
-
2
5
2
2
2
ρ
5た
お
か
ら
み
て
何
が
法
(
正
し
い
関
係
)
か
、
が
考
察
さ
れ
る
。
わ
が
国
で
は
、
宮
内
otmw-2

を
注
意
深
く
取
り
扱
う
の
は
法
学
者
逮
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
o

C
2
5・
仏
三
口

Z
口
氏
。
ロ
冊
目
目
白
N

・2
い
あ
る
事
実
が
発
生
し
た
こ
と
と
そ
の
名
称
に
つ
い
て
争
い
が
な
く
、
そ
れ
が
い
か
な
る
訴
訟
に
も
ち
こ
ま
れ

る
か
、
に
つ
い
て
も
異
論
が
な
い
場
合
、
そ
の
行
為
自
体
の
本
質
、
性
質
、
種
類
が
問
題
に
な
る
。
我
々
は
そ
れ
を
性
質
の
論
点
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に

は

Y
ユ
E
2色
広
と

gm叫

0
5長
田
と
い
う
二
つ
の
主
要
な
部
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
。
口
。
伺
O
丘町凶

-
2
と
は

E
由

江
己
]
帽
の
不
断
の
創
造
と
密
接
に
か
か
わ
る
論
点
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
:
:
:
ヨ
ユ
丘
ロ
S
E
m
で
は
、
何
が
公
平
で
何
が
不
公
平
か
、
報
酬
や
罰
金

は
い
く
ら
か
、
が
問
題
に
な
る
。

キ
ケ
ロ
は
第
一
の
箇
所
で
行
な
っ
た
吉
コ

E
2
9
-
2
と

g
m
o
t
m
r
の
概
念
規
定
を
第
二
の
箇
所
で
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
前
者
に
つ

い
て
は
ほ
ぼ
同
語
を
反
復
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
同
義
語
を
用
い
て
い
る
。
口
守
口

2
5
2
と
宮
田
口
守
口
巾
が
別
の
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
キ
ケ
ロ
ほ
ど
の
人
物
が
両
者
を
区
別
し
な
い
は
ず
は
な
い
。
つ
ま
り
、
キ
ケ
ロ
は
両
者
を
同
一
物
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
キ
ケ
ロ
は
、
口

E
-
2
5
0田
市
ご
お
門
主

E
g
を
注
意
深
く
取
り
扱
う
の
は
法
学
者
達
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。

丘
三
ロ
回
目
。
∞

2
2
ρ
己
主
目
と

E
m
丘
三
日
巾
が
同
一
物
で
あ
る
と
す
れ
ば

E
田
丘
三

Z
に
法
律
が
含
ま
れ
る
余
地
は
な
く
、
こ
の

E
田
2〈

己
申

も
「
制
定
さ
れ
ず
法
学
者
達
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
法
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
『
案
出
論
』
の
基
本
に
あ
る
修
辞
学
(
同
}
5
5
1
w
)
の
体
系
を
検
討
し
て
み
る
と
、
キ
ケ
ロ
が

呂田

2
i
z
と
い
う
表
現
で
制
定
法
を
除
外
し
法
曹
法
だ
け
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

さ
ら
に
、

す
な
わ
ち
、
弁
論
家
は
、
弁
論
に
か
か
わ
る
主
要
問
題
を
「
事
件
の
論
点
」

(
8
5
t
E
t
o
n
m
5
2
)
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
、
事
実
問

題
か
解
釈
問
題
(
法
命
題
で
あ
れ
当
事
者
の
意
思
表
示
で
あ
れ
〉
か
、
の
ど
ち
ら
か
に
か
か
わ
る
。
事
件
の
論
点
は
、
事
実
問
題
の
場
合
は

肉
3
5
2
t
oロ
m
F
に
、
解
釈
問
題
の
場
合
は
宮
口

5

Z
宮
宮
に
属
す
る
。
こ
の
学
説
の
創
始
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス

は
、
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
(
書
か
れ
た
)
法
律
あ
る
い
は
当
事
者
の
書
面
に
よ
る
意
思
表
示
だ
け
が
解
釈
の
対
象
と
な
り
う
る
と
い

う
こ
と
を
出
発
点
に
し
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
、
事
件
の
論
点
は
、
事
実
問
題
で
な
い
場
合
に
は
必
ず
書
面
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
事
件
の
論
点
を
解
釈
問
題
と
事
実
問
題
と
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
弁
論
の
対
象
を
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
書
か
れ
て
い
な
い
も

の
と
に
分
類
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、

へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
は
問
団
ロ
ロ
国
司
∞
-toロ
m
Z
(
H
E
ロ
Oロ
田
口
口
三

O)
を
四
つ
の
∞

E
E
m
(の
Oロ
丹
市
立
ロ
吋

m-U円
。
冒
ι
2
2・可
mwロ中

ztow
円以ロ丘公

mm)
に
分
類
す
る
。

円
O
E
2
E
E
で
は
、
あ
る
こ
と
が
生
じ
た
か
ど
う
か
、

円)円

O
H
U
Z
2
2
で
は
、
そ
れ
が
あ
る
特
定
の

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

概
念
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、

可

g
m
g丘
o
で
は
、
原
告
は
訴
権
を
も
つ
か
ど
う
か
、
被
告
は
当
事
者
(
適
格
を
も
っ
)
か
ど
う
か
、

訴
訟
提
起
の
時
期
は
正
し
い
か
ど
う
か
、
そ
の
訴
権
を
用
い
る
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
か
、

G
E
E
S∞
で
は
、
生
じ
た
こ
と
は
正
か
不
正

か
、
が
問
題
と
な
る
。
門
心
嗣
古
戸
ロ
HE釦巳-ロE肝

ε什E岱g田
の
論
点
は
さ
、
ら
り
に
四
つ
の
部
分
(
♀
仏
宕
目
巴
-
ロ
仲
Fσ
∞耳叶
E釦巳仲丘仲守
4gm∞凶
.-E釦己史《
ι凶宮印巳仲丘5肝

7守4
〈=吋d戸内伊Pwグ.ロ
5叩肉。什丘5仲ピ内

類
さ
れ
る
。
門
含
凶r巾戸ロ仲皆ゲ巾号吋旦
2m伊W
で
は
、
あ
る
こ
と
、
が
か
努
力
に
値
す
る
か
ど
う
か
、

F
C門z
t
4
m
で
は
、
あ
る
人
物
が
賞
賛
に
値
す
る
か
ど
う
か
、

が
問
題
に
な
り
、
ロ
恒
例
。
丘
町
長
田
で
は
、
正
か
不
正
か
、
が
特
定
の
場
合
を
念
頭
に
お
く
こ
と
な
く
一
般
的
に
論
じ
ら
れ
、

E
E門凶
HOE-仲
間
で

は
、
正
か
不
正
か
、
が
特
定
の
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り

g
m
o江
巳
広
と

E
コE
n
z
r
は
、
問
題
を
抽

象
的
に
把
握
す
る
か
具
体
的
に
把
握
す
る
か
、
に
よ
っ
て
の
み
区
別
さ
れ
る

o
m
S
5
2丘
g

m

z

m

州

2
5
z
m巴巾

(
H
E

と
同
様
に
、
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説

m
q
H
E
O
)
も
四
つ
の
回
冨
吉
田
(
由
。
吋
G
E
E
S
-ロ
E
E
5・
2
5
)の
E
E守口
B
W
Eロ
E
m
E
H
H
H
y
z
m
c
E
n
o
E
E江
m
w
E
E
)
に
分
類
さ

(幻〕

れ
る
。

吾.A
a問

と
こ
ろ
で
、

へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
の
体
系
に
お
い
て
法
学
の
問
題
と
し
て
と
く
に
重
要
と
さ
れ
る
の
は
、
書
か
れ
た
法
お
よ
び
当
事
者
の
書
面

に
よ
る
意
思
表
示
の
解
釈
官
E
E
m
-恒
例
由
民
団
)
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
重
要
と
さ
れ
る
の
が
、
あ
る
ケ

l
ス
が
一
般
的
な
い
し
個
別

的
に
正
か
不
正
か
、
禁
じ
ら
れ
る
か
許
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題

(
g
S
E
E
-
o
ロ∞
m
0
5長
田
伯
仲

E
ユ
丘
三
mロ
田
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

(
幻
)

て
、
当
事
者
の
口
頭
に
よ
る
意
思
表
示
あ
る
い
は
不
文
法
の
解
釈
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
の
体
系
と
は
異
な
る
考
え
方
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
は
事
件
の
論
点
を
事
実

問
題

(
8
2
2
z
z
-
5
)、
書
面
(
法
律
な
い
し
意
思
表
示
)
の
解
釈

Q
o
m
E
E
m
)
、
正
か
不
正
か
、
の
問
題

(
F
R
E
E
m
H
U
)
と
い
う

三
つ
の
部
分
に
分
類
す
る
。
さ
ら
に
第
三
の
部
分
で
は
、
法
は
六
つ
の
部
分
(
自
然
、
法
律
、
慣
習
、
先
例
、
衡
平
、
合
意
)
か
ら
成
り

立
つ
と
さ
れ
る
。

キ
ケ
ロ
の
『
案
出
論
』
は
、
大
略
に
お
い
て
は
へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
の
体
系
に
従
っ
て
い
る
が
、
キ
ケ
ロ
と
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
の
作

者
が
共
通
に
模
範
に
し
て
い
る
も
の
も
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
問
題
が
書
面
に
か
か
わ
る
(
吉
田
口
江
草
O
)

か
書
面
で
な
い
も
の
に
か

か
わ
る
(
古
吋
巳
5
ロ
申
)
か
、
を
キ
ケ
ロ
は
へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
に
従
っ
て
区
別
す
る
が
、
キ
ケ
ロ
が
書
面
の
解
釈
の
問
題

(
m
g
z
m
Z官
注
目
)

を
事
件
の
論
点
の
問
題
と
し
な
い
点
、
ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
が
門
官

m
E
g
を
四
つ
の
部
分
に
分
類
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
キ
ケ
ロ
が
へ
ル
マ

ゴ
ラ
ス
の
宮
巴
住
凶
由
に
対
応
す
る
性
質
の
論
点
守
Oロ
凹
辛
口
氏
。
内
巾
E
E
Z田
)
で

E
m
o丘
阻
止
は
と

E
ユ
去
の
』
巴
ぽ
だ
け
を
区
別
し
て
い
る

(
叩
}点

で
キ
ケ
ロ
と
へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
は
異
な
っ
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
に
と
っ
て
は
、
正
か
不
正
か
、
の
事
実
問
題
を
判
断
す
る
際
に
法
の
問
題
が

な
に
が
し
か
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
と
も
、
法
の
問
題
は
解
釈
問
題
と
し
て
事
実
問
題
と
は
独
立
に
論
じ
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ

(
叩
)

と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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ロロ
2
0・
含

5
2己
5
5【

円

2
・4
H

一
三
円
丹
念
江
戸
-
Z
は
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
一
方
を
与

g
z
zと
、
他
方
を

2
2自
立
Z
P
と
我
々
は

呼
ぶ
。
同

Z
o
Z
Z
で
は
、
正
か
不
正
か
、
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
が
、
富
市
町
o
p
E
m
の
よ
う
に
暗
黙
の
う
ち
に
不
明
確
に
行
な
う
の
で
は
な
く
、
よ

り
明
示
的
に
、
よ
り
明
瞭
に
行
な
う
。

:
:
:
2
2
5写
守
P

と
は
、
あ
る
事
実
の
存
在
が
そ
の
事
実
自
体
か
ら
は
証
明
で
き
な
い
が
、
そ
れ
と
密
接

に
関
連
す
る
状
況
の
論
証
に
よ
っ
て
弁
護
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

こ
の
キ
ケ
ロ
の
区
別
が
不
明
確
で
維
持
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
が
指
嫡
し
て
い
る
が
、

ル
リ
ッ
ヒ
は
、
キ
ケ
ロ
の
錯
誤
の
理
由
は
ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
が
考
え
て
い
る
の
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
が
吉
田

ロ
三
宮
の
問
題
を
考
え
る
際
に
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ケ
ロ
は
へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
に
従
っ
て
事
件
の
論
点

を
事
実
問
題
と
解
釈
問
題
に
分
類
し
、
後
者
を
書
か
れ
た
法
と
書
面
に
よ
る
意
思
表
示
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
キ
ケ
ロ
に

と
っ
て
書
か
れ
た
法
と
は
法
律
以
外
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
書
か
れ
た
も
の
の
解
釈
を
論
じ
て
い
る
部
分
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
法
律
の
解
釈
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
明
ら
か
に
キ
ケ
ロ
は
、
こ
れ
で
は
不
文
法
た
る
吉
田
口
守
口
申
が
落
ち
て
い
る
と
い
う
認

識
に
眼
を
つ
ぶ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は

E
m
n
H
S
U
を
事
実
問
題
の
中
で
論
じ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
彼
が

E
m
O丘
町
長
田

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

の
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
は
、

へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
が
こ
れ
を
法
学
の
問
題
と
い
っ
て
い
る

ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
が
推
定
し
て
い
る
よ
う
に
、

こ
と
に
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
キ
ケ
ロ
は
ロ
申
向
。
江
色
は
の
中
で
法
源
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
『
へ

レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
と
同
じ
こ
と
を
文
字
ど
お
り
に
い
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
間
接
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
キ
ケ
ロ
は
再

び
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
の
作
者
と
同
じ
模
範
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
キ
ケ
ロ
は
法
律
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

法
律
は
法
律
か
ら
知
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
。
し
か
し
、
法
律
は
キ
ケ
ロ
と
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
の
作
者
と
で
は

ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
を
も
つ
は
ず
で
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
正
か
不
正
か
、
の
問
題

(
8
2吾
E
F
o
E
Z
E
n
E
-
2
)
の
中
で
法
律

が
論
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
キ
ケ
ロ
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
書
面
で
な
い
も
の
に
か
か
わ
る
問
題

Z
E
B白
色

0
5
ロ
O
ロ
m
q
G
E
O口
市

)

1二
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と
し
て
法
律
が
論
じ
ら
れ
る
余
地
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
の
場
合
、
書
面
で
な
い
も
の
に
か
か
わ
る
の
は

E
田
丘
三
芯
で
あ
る
。
こ

こ
で
『
案
出
論
』
に
よ
く
み
ら
れ
る
キ
ケ
ロ
の
軽
率
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
仮
説
も
成
り
立
つ
。

す
な
わ
ち
、
キ
ケ
ロ
は
「
法
律
は
法
律
か
ら
知
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
文
章
で
『
案
出
論
』
の
中
の
法
律
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
他
の
場
所
を
示
そ
う
と
し
た
だ
け
で
は
な
い
か
、
と
。
こ
の
こ
と
は
、
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
で
は
法
律
が
第
二
の
場
所
で

主主活h

剛司

で
は
最
後
の
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
こ
で
は
、
他
の
法
源
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
法
律
に
つ
い
て
は
何
も
い
わ
れ
て
い
な
い
に
等
し
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

論
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

『
案
出
論
』

『
案
出
論
』
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
若
き
キ
ケ
ロ
が
成
文
法
と
不
文
法
を
共
通
の
視
点
で
統
一
的
に
論
じ
る
こ
と

l

こ
れ
は
後

に
キ
ケ
ロ
自
身
お
よ
び
彼
の
後
継
者
達
が
企
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
!
を
ぜ
ん
ぜ
ん
思
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

E
田
丘
三
芯
は

不
文
法
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
キ
ケ
ロ
に
は
深
く
根
づ
い
て
い
た
の
だ
が
、

し
て
考
察
す
る
こ
と
は
キ
ケ
ロ
に
と
っ
て
縁
の
遠
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
、
法
律
を

E
田
丘
三
ぽ
の
亜
種
と

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
の
意
味
で
の

E
m
a
-
-
m
は
、
『
義
務
論
』
、
『
カ
エ
キ
ナ
弁
護
論
』
、
『
案
出
論
』
だ
け
で
は

な
く
、
法
学
提
要
、
学
説
集
纂
、
パ
ウ
ル
ス
の
『
断
案
録
』
、
キ
ケ
ロ
の
『
法
論
』
、
『
弁
論
術
区
分
論
』
、
ス
エ
卜
ニ
ウ
ス
の
『
ユ
リ
ウ
ス
・

カ
エ
サ
ル
』
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
ト
ピ
カ
』
に
も
み
ら
れ
る
。
吉
田
円
F
i
z
は
、
解
釈
の
対
象
で
は
な
く
そ
の
結
果
で
あ
っ
た
。

(
日
)
エ
l
ル
リ
ッ
ヒ
の
『
法
源
論
』
の
主
た
る
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
通
説
」
は
、
彼
が
『
法
源
論
』
の
序
文
の
中
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
そ
し
て
本
稿
に
お
い
て
具
体
的
に
み
て
い
く
よ
う
に
、
直
接
的
に
は
、
現
在
で
も
な
お
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
(
〈
包
-
Z
O円ア

P
釦・
0
・

∞・∞・〉ロ
5
・S
)
ウ
ラ
サ
ク
の
『
法
源
論
』
(
呂
・
当

F
回
目
白
}
♂
関
ユ
江
田
口
y
o
g
g
門芦田ロ

NE-寸
F
8
2由
島
常
河

2
Z
Z己申ロ叩ロト
g
N
2
5
z
o『
円
四
角

E
g
m
F
R宮
口

h
E・H
a
g
-
C
E
N
-
-∞
∞
品
)
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
ウ
ラ
サ
ク
説
の
基
本
的
テ
ー
ゼ
を
筆
者
な
り
に

一
言
で
要
約
す
る
な
ら
ば
、
後
述
す
る
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
文
(
ロ
-
H

・H

・4
・
本
稿
第
八
節
を
参
照
)
に
み
ら
れ
る
法
源
論
、
す
な
わ
ち
「
古
来
の

Z
田

北法41(3・18)1068



法曹法の歴史的基礎づけ(1)

口
肝
〈
己
申
(
制
定
法
お
よ
び
法
曹
法
)
と
そ
れ
を
補
充
・
修
正
す
る
法
務
官
法
の
対
立
」
と
い
う
法
源
論
が
共
和
政
末
期
か
ら
古
典
期
ま
で
み
ら
れ

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ラ
サ
ク
は
、
硬
直
し
た
日

5
2丘
芯
(
英
米
法
に
お
け
る
白

g
z
z
g
d『
と

8
5
5
0目
Z44
に
相

当
す
る
)
で
は
な
く
、
法
務
官
法
(
英
米
法
に
お
け
る

Z
E々
に
相
当
す
る
)
に
創
造
的
な
法
学
を
み
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
エ
ー

ル
リ
ッ
ヒ
は
、
本
文
で
み
る
よ
う
に
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
文
を
出
発
点
と
し
、
宮
田
口
守
口
申
(
英
米
法
に
お
け
る

8
8
5
0ロ
E
さ
に
相
当
す
る
)

そ
の
も
の
の
中
に
創
造
的
な
法
学
を
み
よ
う
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
ウ
ラ
サ
ク
に
よ
れ
ば
、
彼
が
史
料
に
即
し
て
再
確
認
し
よ
う
と
す
る
右
述
の
テ

i
ゼ
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ

l
や
プ
フ
タ
に
よ
っ
て
確

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ゥ
ラ
サ
ク
説
を
批
判
す
る
エ

i
ル
リ
ッ
ヒ
の
『
法
源
論
』
は
、
間
接
的
に
は
サ
ヴ
ィ
ニ

l
や
プ
フ
タ

を
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
年
エ
l
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
周
知
の
よ
う
に
自
ら
を
歴
史
法
学
派
の
「
後
継
者
」
な
い

し
「
完
成
者
」
と
位
置
づ
け
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ

l
や
プ
フ
タ
の
説
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
(
た
と
え
ば
『
法
社
会
学
の
基
礎
づ
け
』
第
一
九

節
「
慣
習
法
の
理
論
」
を
参
照
)
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
法
学
派
を
高
く
評
価
す
る
エ
l
ル
リ
ッ
ヒ
と
、
こ
れ
ま
た
サ
ヴ
ィ
ニ
l
や
プ
フ
タ
以
来
の

通
説
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
ウ
ラ
サ
ク
が
、
古
典
ロ

l
マ
法
の
見
方
に
関
し
て
根
本
的
に
対
立
し
、
あ
る
意
味
で
は
正
反
対
の
見
解
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
さ
し
あ
た
り
、
一
九

O
二
年
の
『
法
源
論
』
の
段
階
で
は
、
ェ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
ウ
ラ
サ
ク
を
直
接
的
な
批
判
の

対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
サ
ヴ
ィ
ニ

l
や
プ
フ
タ
以
来
の
通
説
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
が
、
後
年
、
『
法
源
論
』
に
お
い
て
自
ら

ロ
l
マ
法
を
史
料
に
即
し
て
検
討
し
て
得
た
も
の
(
伝
統
的
・
普
遍
的
な
法
学
〉
に
よ
っ
て
、
初
め
て
サ
ヴ
ィ
ニ

l
や
プ
フ
タ
の
真
の
価
値
が

理
解
で
き
た
た
め
で
あ
る
、
と
考
え
て
お
き
た
い
。

(
は
)
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
日
団
側

g
'
H
E
-
2
2門
虫
色

R
5
0
に
よ
り
原
則
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
法
律
訴
訟
を
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
が
法

源
に
数
え
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
は
民
会
決
議
の
拘
束
力
を
正
当
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
時
代
に
は
す
で
に
解
決
済
み

の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
は
共
和
政
期
の
観
念
を
模
範
に
し
て
い
る
、
と
す
る

3
・N
)
。
も
っ
と
も
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
が
古

い
観
念
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
限
ら
ず
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
日
)
∞
・
ω『・

(
日
山
〉
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
次
の
史
料
を
参
照
。

Q
g円
0
・
2
a
2
5
Nい
私
が
カ
エ
キ
ナ
を
弁
護
し
た
事
件
は
、
全
体
と
し
て
、
特
示
命
令
の
文
言
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々
は
、

定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
錯
綜
し
た
事
柄
を
整
理
し
、

E
m
i
t
-
o
を
賞
賛
し
、
暖
昧
な
こ
と
ば
を
区
別
し
た
の
で
あ
る
。

(η)
∞-ARR-
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説論

(
日
)
∞
・
4

『・

(
叩
)
∞
・
∞
-

(
却
)
以
下
の
叙
述
は
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
主
に
心
巳
己
E
匝ロ

5
・
吉
田
辛
口

E
o
o
E
Z江
戸
同
日
目
に
依
拠
し
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
筆
者
が
要
約
し
た

も
の
で
あ
る
。

(
引
)
∞
・
申
・

(
泣
)
∞
・
忠
・

(
岱
)
∞
・

5
・

(
但
)
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
史
料
を
掲
げ
て
い
な
い
が
、
参
考
の
た
め
関
係
部
分
を
翻
訳
し
て
お
く
。

同州
}H20ユ
2
・匝円四回目円四ロロ
E
B
ご∞・

5
・N

品
川
上
述
の
よ
う
に
、
ロ
O
ロ
2
F
E
E
o
に
は

gロ
F
R
E
E
-
-回
L
o也
氏
自
内
w
・
2
1
E
n
gロ
?
と
い
う

三
つ
の
部
分
が
あ
る
。

S
E
R
E
Z
-
2
は
争
点
が
事
実
に
か
か
わ
る
場
合
で
あ
る
。

:
:
:
z
m円
E
5
9
は
何
ら
か
の
争
点
が
書
面
に
お
い
て

あ
る
い
は
書
面
か
ら
生
じ
る
場
合
で
あ
る
。
:
:
:
日
ユ
円
四

E
丘
仲
間
は
、
何
が
生
じ
た
か
、
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
正
し
く
行

な
わ
れ
た
か
、
不
正
に
行
な
わ
れ
た
か
、
が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
論
点
に
は
二
つ
の
部
分
が
あ
り
、
一
方
は
与

m
o
Z
Z
と
、
他

方
は

2
2目
立
を
同
と
呼
ば
れ
る
。

(
部
)
前
注
と
同
趣
旨
で
、
関
係
部
分
を
翻
訳
し
て
お
く
。

同州
V
2
0
2
2
旦
同
R
E
E
E
H
H
ロ
5
・8
H
我
々
が
の

O
B吾戸注目
0
5ユ
E
n
s
-
U
与

m
o
z
z
を
用
い
る
の
は
、
外
的
な
防
禦
手
段
を
用
い
な

い
で
、
自
分
が
そ
れ
を
行
な
っ
た
と
自
白
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
正
し
く
行
な
わ
れ
た
、
と
主
張
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
論
点
で
は
、
あ
る

こ
と
が
正
し
く
行
な
わ
れ
た
か
否
か
、
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
事
件
が
発
生
し
た
と
き
に
、
法
(
正
・
不
正
を
認
識
す
る
規
準
)
は

ど
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
あ
る
こ
と
が
正
し
く
行
な
わ
れ
た
か
否
か
、
を
弁
論
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
法
は
次

の
部
分
か
ら
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
自
然
、
法
律
、
慣
羽
円
、
先
例
、
衡
平
、
合
意
で
あ
る
。
自
然
に
お
い
て
は
、
血
縁
や
愛
情
に
よ
っ
て
守

ら
れ
る
も
の
が
法
で
あ
る
。
こ
の
法
に
よ
り
親
は
子
を
、
子
は
親
を
扶
養
す
る
。
法
律
に
お
い
て
は
、
民
会
の
命
令
で
制
定
さ
れ
た
も
の
が
法

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
汝
が
法
廷
に
召
喚
さ
れ
た
と
き
は
、
汝
は
出
頭
す
べ
し
」
と
い
う
〔
十
二
表
法
の
〕
規
定
の
よ
う
に
。
慣
習
に
お
い

て
は
、
法
律
は
な
い
が
あ
た
か
も
法
律
が
あ
る
か
の
ご
と
く
用
い
ら
れ
る
も
の
が
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
汝
は
汝
が
両
替
商
に
寄
託
し
た
金

銭
を
彼
の
仲
間
に
正
当
に
請
求
し
う
る
、
と
い
う
法
の
よ
う
に
。
あ
る
法
に
つ
い
て
〔
審
判
人
の
下
で
〕
判
決
が
下
さ
れ
あ
る
い
は
〔
法
廷
手

続
で
〕
裁
決
さ
れ
た
場
合
は
、
先
例
が
法
で
あ
る
。
判
決
や
裁
決
は
し
ば
し
ば
相
違
す
る
。
審
判
人
、
法
務
宮
、
執
政
官
、
護
民
官
が
そ
れ
ぞ

北法41(3・20)1070



法曹法の歴史的基礎づけ(1)

れ
異
な
る
決
定
を
行
な
っ
た
と
い
う
よ
う
に
。
し
か
も
、
同
種
の
事
件
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
異
な
る
裁
決
や
判
決
が
な
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、

市
民
係
法
務
官
マ
ル
ク
ス
・
ド
ゥ
ル
ス
ス
は
相
続
人
に
対
し
て
委
任
〔
反
対
訴
権
〕
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
許
し
た
が
、
セ
ク
ト
ゥ
ス
・
ユ
リ

ウ
ス
は
許
さ
な
か
っ
た
、
同
様
に
、
審
判
人
ガ
イ
ウ
ス
・
カ
エ
リ
ウ
ス
は
詩
人
ル
キ
リ
ウ
ス
を
舞
台
で
名
指
し
で
侮
辱
し
た
者
を
名
誉
段
損
の

訴
権
か
ら
解
放
し
た
が
、
プ
ブ
リ
ウ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
は
詩
人
ル
キ
ウ
ス
・
ア
ッ
キ
ウ
ス
を
舞
台
で
名
指
し
し
た
者
を
有
罪
と
し
た
、
と
い
う
よ

う
に
。
し
た
が
っ
て
、
同
種
の
事
件
に
別
々
の
先
例
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
用
い
る
場
合
は
、
審
判
人
と
審
判
人
、
判

決
の
時
と
時
、
判
決
の
数
と
数
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
真
実
と
共
通
の
利
益
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
法
は
、
衡
平
か
ら
成
り
立
つ
。

た
と
え
ば
、
六

O
才
以
上
で
病
気
の
者
に
は
訴
訟
代
理
人
が
与
え
ら
れ
る
べ
し
、
と
い
う
よ
う
に
。
新
し
い
法
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、

あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
状
況
や
人
間
の
地
位
か
ら
決
め
ら
れ
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
法
が
合
意
に
由
来
す
る
の
は
、
両
当
事
者
が
あ
る
こ
と
を

約
定
し
た
場
合
、
あ
る
こ
と
が
両
当
事
者
間
で
一
致
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
合
意
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
合
意
が
あ
る
場
合
、
当
事
者
は
そ
の
旨
を
陳
述
す
べ
し
。
合
意
が
な
い
場
合
、
当
事
者
は
午
前
中
に
民
会
ま
た
は
法
廷

で
事
件
の
概
要
を
陳
述
す
べ
し
」
と
い
う
〔
十
二
表
法
の
規
定
の
〕
よ
う
に
。
同
様
に
、
法
律
な
し
に
約
定
し
た
こ
と
自
体
か
ら
守
ら
れ
る
合

意
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
法
廷
で
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
合
意
で
あ
る
。

(
却
)
前
々
注
、
前
注
と
同
趣
旨
で
、
関
係
部
分
を
翻
訳
し
て
お
く
。

r
z
g耳目
05-HO--プ
弁
論
や
審
理
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
何
ら
か
の
争
点
を
内
包
す
る
す
べ
て
の
事
柄
が
も
っ
問
題
は
、
事
実
、

名
称
、
性
質
、
訴
権
の
何
れ
か
に
か
か
わ
る
Oi---
争
点
が
事
実
に
か
か
わ
る
場
合
は
、
推
測
に
よ
っ
て
主
張
が
確
か
な
も
の
に
な
る
の
で
、

8
5吾
5
5
8
E
g
E
z
-
-聞
と
呼
ば
れ
る
。
争
点
が
名
称
に
か
か
わ
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
で
表
さ
れ
る
事
柄
の
本
質
が
こ
と
ば
で
定
義
さ

れ
る
の
で
、

g
S
E
E
-
o
仏
え
訂
正
Z
P
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
事
柄
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
が
問
題
と
な
る
場
合
は
、
争
点
は
そ
の
本
質
や

性
質
に
か
か
わ
る
の
で
、

8
5
5
5
H
o
m
s
Rと
5
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
者
は
原
告
と
な
り
え
な
い
、
こ
の
者
は
被
告
と
な
り
え
な
い
、
裁
判

管
轄
が
異
な
る
、
訴
訟
提
起
の
時
期
が
異
な
る
、
ま
ち
が
っ
た
法
律
、
犯
罪
、
罰
金
を
用
い
て
い
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
場
合
は
、

訴
権
を
移
転
し
た
り
変
更
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

g
g
t
z
z
o
可
自
由

F
t
g
と
呼
ば
れ
る
。
:
:
:
〔
書
面

に
か
か
わ
る
争
点
釘

S
E
H恒
例
色
申
)
が
生
じ
る
の
は
〕
書
面
の
文
言
が
起
草
者
の
意
図
と
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
二
つ
な

い
し
複
数
の
法
律
が
一
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
書
か
れ
た
こ
と
が
二
つ
な
い
し
複
数
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
書

か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
書
か
れ
た
こ
と
か
ら
発
見
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、

8
5
E己
目
。
仏
丘
町
巳

E
Z
の
よ
う
に
、
文
言
、
が
い
か
な
る

意
味
で
書
か
れ
た
か
、
が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
我
々
は
第
一
の
も
の
を
肉

S
E
仏
申
凹
ロ
ユ
三

0
2
m
g
g
E
5
と
、
第
二
の
も
の
を

Z
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説論

S
E
E
-
a
-申
告
げ
C
m
と
、
第
三
の
も
の
を
印

B
E
m
g
c
g
と
、
第
四
の
も
の
を

E
t
o
n宮町三回
2
5
と
、
第
五
の
も
の
を
仏

R
E
E
g
B

と
呼
ぶ
。

(
幻
)
エ
!
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
次
の
史
料
を
参
照
。

【凶冊目ロ〈
S
E
O
ロ
∞
ご
∞
一
こ
れ
〔
書
面
に
か
か
わ
る
争
点
〕
に
対
し
て

E
P
)
〔
に
か
か
わ
る
争
点
〕
と
は
、
す
べ
て
の
問
題
が
、
書
面
に
で

は
な
く
何
ら
か
の
関
連
づ
け
(
号
官

5
8
5
2
0
)
に
あ
る
場
合
で
あ
る
。

門戸伯仲ロ〈

g
t
o
g
-
-
回
目
白
川
書
碩
の
性
質
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
場
合
は
、
争
点
は
書
面
に
か
か
わ
る
。

(
泊
)
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
次
の
史
料
を
参
照
。

門戸叩

5
S
E
F
Oロ冊目
H

プ
続
い
て
考
察
さ
れ
る
の
は
、
争
点
が
書
面
に
か
か
わ
る
の
か
、

E
F
U
に
か
か
わ
る
の
か
、
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

争
点
が
書
面
に
か
か
わ
る
の
は
、
書
面
の
性
質
か
ら
争
点
が
生
じ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
五
つ
の
種
類
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
事
件
の
論

点
と
は
区
別
さ
れ
る
。

(
却
)
前
掲
門
問
。

5
2ロ江

os--少
ロ

g
・2
を
参
照
。

(叩

)ω
・呂町・

(
出
)
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
次
の
史
料
を
参
照
。

B
5
E
E
g
g
-
2
m
E
5
5
0
2
Z円
g
E
少
詔
一
こ
れ
ら
の
(
へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
の
〕
書
物
に
つ
い
て
彼
〔
キ
ケ
ロ
〕
自
身
の
判
断
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
我
々
は
上
で
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
青
年
が
も
っ
て
い
た
ノ
l
ト
に
〔
キ
ケ
ロ
の
〕
講
義
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
誤
り
が
あ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
〔
キ
ケ
ロ
が
誤
っ
た
の
は
〕
へ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
が
法
の
問
題
に
つ
い
て
の
最
初
の
例
を
こ
の

場
所
に
置
い
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
法
の
解
釈
者
の
こ
と
を
「
実
務
家
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
キ
ケ
ロ
が
影
響
さ
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
犯
)
と
く
に

r
s
gロ丘
g
p
H
H
E
N
t
H
E
を
参
照
。

(
犯
)
注
泊
、
目
、
加
と
同
趣
旨
で
、
関
係
部
分
を
翻
訳
し
て
お
〈
。

内回申

E
S己
目
。
ロ
タ
ロ

2
・2
・8
一
こ
こ
で
、
こ
の
種
の
論
点
〔
ロ
恒
例
。
丘
町

E
由
〕
を
論
じ
る
場
合
の
も
の
さ
し
(
官

2
2℃
Z
B
)
を
考
え
て
み

よ
う
。
両
当
事
者
の
弁
論
家
は

i

複
数
の
当
事
者
が
訴
訟
に
関
係
し
て
い
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
各
弁
論
家
は
す
べ
て

l
、
法
(
正
・
不
正

を
認
識
す
る
規
準
)
が
何
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
は
自
然
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
法
の
う
ち
の
明
確
な
も
の
あ
る
い
は
暖
昧
な
も
の
が
有
用
性
の
観
点
か
ら
慣
習
法
と
な
り
、
そ
の
後
、
慣
習
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
法
、

北法41(3・22)1072 



法曹J去の歴史的基礎づけ(1)

あ
る
い
は
真
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
法
が
法
律
と
し
て
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
自
然
法
と
は
、
〔
後
天
的
な
〕
知
識
で

は
な
く
い
わ
ば
先
天
的
な
本
性
が
我
々
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
敬
神
、
義
務
、
恩
顧
、
復
讐
、
尊
敬
、
真
実
と
い
っ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る

0

・
:
:
し
か
し
、
自
然
法
自
体
は
こ
の
論
点
に
関
し
て
は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
法
は

2
m
丘
三
芯
に
は
含
ま
れ
ず
、
ま

た
、
普
通
の
人
の
知
識
か
ら
比
較
的
遠
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
比
較
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
あ
る
論
点
を
強
調
す
る
た
め
に
、

弁
論
家
は
自
然
法
を
も
ち
だ
す
必
要
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
慣
習
に
お
い
て
は
、
制
定
さ
れ
て
い
な
い
が
万
人
の
意
思
に
お
い
て

長
時
間
承
認
さ
れ
た
も
の
が
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
万
人
の
意
思
の
中
に
は
、
長
時
間
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
自
体
が
す
で
に

確
実
な
法
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
そ
う
で
な
い
も
の
も
多
く
、
そ
の
大
部
分
は
法
務
官
に
よ
っ
て
告
示
さ
れ
る
習
わ

し
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
法
の
中
で
慣
習
法
と
し
て
す
で
に
確
実
な
法
と
な
っ
た
も
の
は
、
合
意
、
衡
平
、
先
例
の
三
種
類
で
あ
る
。
合
意
と

は
、
両
当
事
者
間
で
約
定
さ
れ
た
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
法
廷
で
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
法
で
あ
る
。
衡
平
と
は
、

万
人
に
と
っ
て
公
平
な
法
で
あ
る
。
先
例
と
は
、
一
人
の
人
間
の
あ
る
い
は
複
数
の
人
聞
の
判
決
に
よ
っ
て
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
る
法
で
あ

る
。
法
律
は
法
律
か
ら
知
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
M
)
∞・口氏・

(
お
)
∞
・

5
・

以
上
の
よ
う
に
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
キ
ケ
ロ
が
E
m
2
〈
己
申
を
書
面
の
解
釈
問
題
で
は
な
く
事
実
問
題
会
主
5
に
か
か
わ
る
問
題
)
の
中
で

扱
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

E
E
o
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
英
米
法
に
お
い
て
判
決
文
の
中
で
先
例
と
し
て
拘
束
力
を
も
っ
部
分
が

円
伊
丹

5
e
n
E
S
E
と
呼
ば
れ
る
こ
と
、
大
陸
法
に
お
い
て
継
受
さ
れ
た
ロ

l
マ
法
が

E
t
o
m
n丘
三
回
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
考
え
た
だ
け
で
も

重
大
で
あ
り
、
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
本
稿
で
は
法
源
論
と
の
関
係
で
さ
し
あ
た
り
『
法
論
』
を
参
考
に
し
て
『
巳
写

の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

門戸申

Z
m
Fゲ
ロ
∞
ご
タ
コ
・

5
・5
一
マ
ル
ク
ス
一
こ
れ
ら
の
〔
人
聞
が
自
然
か
ら
分
け
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
、
人
間
の
心
が
も
っ
最
高

の
賜
物
の
力
が
い
か
に
大
き
い
か
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
遂
行
し
達
成
す
る
た
め
に
我
々
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
人
間
の
結
び
つ

き
と
は
何
か
、
人
間
の
自
然
的
な
結
合
体
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
〕
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
法

(
Z
H
Z
呂
田
)
の
起
源
を
探

究
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
ア
ッ
テ
ィ
ク
ス
一
そ
う
す
る
と
、
現
在
多
く
の
人
が
考
え
て
い
る
よ
う
に
法
務
官
の
告
示
か
ら
で
は
な
く
、

ま
た
、
品
目
の
人
が
考
え
て
い
た
よ
う
に
十
二
表
法
か
ら
で
も
な
く
、
も
っ
と
も
深
遠
な
哲
学
か
ら
法
学
が
引
き
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
お

考
え
な
の
で
す
ね
。
マ
ル
ク
ス
一
そ
の
と
お
り
。
つ
ま
り
、
こ
の
討
論
に
お
い
て
は
、
法
廷
手
続
で
通
用
す
る
証
書
を
ど
の
よ
う
に
作
成
す

北法41(3・23)1073



説
吾A
呂田

べ
き
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
相
談
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
解
答
す
べ
き
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
重
要
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
現
に
重
要
な
の
だ
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
は
多
く
の
非
常
に
優
秀
な
人
々
が
、
現

在
は
あ
る
人
物
〔
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ス
ル
ピ
キ
ウ
ス
・
ル
フ
ス
〕
が
最
高
の
権
威
と
学
識
を
も
っ
て
行
な
っ
て
い
る
仕
事
だ
。
し
か
し
、
こ
の

討
論
で
我
々
は
普
遍
的
な
法
(
吉
田

R
F
H
)
の
問
題
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
が
吉
田
丘
己
目
。

呼
ん
で
い
る
法
は
小
さ
く
狭
い
場
所
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
:
:
:
だ
が
、
そ
れ
〔
H
g
田
口
守
口
四
〕
は
後
回
し
に
し
て
、
法
の
起
源

を
考
え
て
み
よ
う
。
さ
て
、
非
常
に
優
れ
た
学
者
逮
は
、
法
は
旋

(
-
o
H
)

に
由
来
す
る
と
考
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
定
義
し
て
い
る

よ
う
に
、
錠
が
自
然
に
内
在
す
る
最
高
の

z
t
o
で
あ
り
、
な
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
な
す
べ
か
ら
、
さ
る
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

お
そ
ら
く
正
し
い
。
こ
の

z
z
o
が
人
間
の
心
の
中
で
確
実
な
も
の
と
な
り
完
成
し
た
と
き
、
そ
れ
は
錠
と
な
る
の
だ
。
彼
ら
が
、
錠
と
は
賢

慮

(
U
E
P
E
5
)
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
正
し
く
行
為
す
る
こ
と
を
命
じ
不
正
に
行
為
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
旋
の
本
質
は
賢
慮
に
ほ
か
な
ら
な

い
、
と
考
え
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
錠
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
「
各
人
に
各
人
の
物
を
分
け
与
え
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
そ

う
呼
ば
れ
る
、
と
彼
ら
は
考
え
る
が
、
私
の
考
え
で
は
、
ラ
テ
ン
語
で
は
「
〔
正
な
る
も
の
、
真
な
る
も
の
を
〕
選
択
す
る
」
と
い
う
意
味
か

ら
そ
う
呼
ば
れ
る
。
つ
ま
り
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
公
平
と
い
う
意
味
が
、
ラ
テ
ン
語
で
は
選
択
と
い
う
意
味
が
提
に
は
付
与
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
両
方
と
も
錠
に
固
有
の
性
質
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
こ
と
が
正
し
け
れ
ば
|
ギ
リ
シ
ア
人
が
い
っ
た
こ
と
の
大
部
分
は
正
し
い
、
と

私
は
い
つ
も
思
う
の
だ
が

l
、
こ
の
旋
に
法
の
起
源
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
錠
と
は
自
然
の
力
で
あ
り
、
賢
者
の

心
と

z
t
o
で
あ
り
、
正
・
不
正
を
分
別
す
る
規
準
公
認
己
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
我
々
の
討
論
全
体
は
一
般
的
な
も
の
の
見
方
を
扱
う

の
だ
か
ら
、
時
に
は
通
俗
的
な
い
い
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
命
じ
た
り
あ
る
い
は
禁
じ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
自
ら
が
欲
す
る

と
こ
ろ
を
制
定
す
る
成
文
法
も
、
皆
が
そ
う
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
綻
と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
法
の
起
源
は
、

成
文
法
が
制
定
さ
れ
あ
る
い
は
国
家
が
成
立
す
る
よ
り
ず
っ
と
以
前
に
誕
生
し
た
こ
の
至
上
の
錠
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

こ
こ
で
キ
ケ
ロ
は
、
成
文
法
(
法
務
官
告
示
、
十
二
表
法
〉
と
吉
田

s
i
z
(証
書
作
成
、
解
答
活
動
)
を
超
え
た
普
遍
的
な
法
の
問
題
を
論

じ
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
は
法
の
起
源
を
錠

(
Z
H
)

に
求
め
る
。
錠
と
は
、
人
間
の
心
の
中
に
あ
っ
て
正
・
不
正
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
錠
は

z
t
o
に
置
き
換
え
ら
れ
、
さ
ら
に
匂

E
宕
E
5
や
円
高
己
凹
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

E
江
O

と
は
、
人
間
の
心
の
中
に
あ
る
、
正
-

不
正
を
分
別
す
る
規
準
を
意
味
し
、
同
時
に
そ
の
規
準
に
よ
っ
て
正
・
不
正
を
分
別
す
る
営
み
(
学
)
を
も
意
味
す
る
。

な
お
、
吋
同
氏
。
に
つ
い
て
は
小
川
浩
三
「
F
・
コ
ナ
ン
の
契
約
理
論
(
二
)
」
『
北
大
法
学
論
集
』
三
八
巻
一
号
(
昭
和
六
二
年
)
三
七
頁
(
と

く
に
注
8
)
を
参
照
。
ま
た
、
弁
論
術
と
法
学
に
関
す
る
学
説
史
、
と
り
わ
け
『
案
出
論
』
の

m
g
c目
Z
肉

P
Z
の
部
分
が
古
典
期
の
法
学
者
に

:Iti:去41(3・24)1074



与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
真
田
芳
憲
「
共
和
政
末
期
に
お
け
る
弁
論
術
出

Z
Z
コE
と
法
学
の
解
釈
方
法
」
『
法
学
新
報
』
七
四
巻
二
・
三
号

(
昭
和
四
二
年
)
一
二
七
頁
を
参
照
。
さ
ら
に
、
事
実
問
題
と
解
釈
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
節
で
扱
う
キ
ケ
ロ
の
『
弁
論
家
論
』
も
参
照
。

(
お
〉
同
・
ω-Mω-f
同MPACEm--〈
∞
-
N
0
・
。
芯
叩
吋
0
・
仏
@
戸
血
性
ゲ
ロ
田
w

回目印
N
・印
MY
の
お
由
同
0
・
仏
叩
支
出
-ttoロ
冊
。
ロ
w
Z
2
n
H
O
O
-
U
-
N
∞・日・
4

印
(
「
仲
江
口
口
広
田

同
耐
え
自
己
目
)
・
∞
S
E
E
S
-
白
戸
ニ
ト
ロ
目
。

g
g円
怠
・
回
0
2
F
E
m
-
z
↓o匂
-
H
U
-
U
N
H

。
『
・
を
参
照
。
こ
の
中
か
ら
、
法
学
提
要
に
関
す
る
エ

l
ル

リ
ッ
ヒ
の
見
解
を
み
て
お
こ
う
。

-・
ω
・5
・T
[
O
E
F何
回
酔
ル

O
ロ恒国〕

i
i
-
g
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も

E
m
a
i
u
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

。
E
仲間円巳
5
ロ
g
n守口
g
が
発
生
す
る
の
は
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
場
合
か
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
呂
田
丘
三
Z
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
た
場
合
か
、
で
あ
る
。
「
承
認
す
る
」
だ
け
で

o
E
H肉
m
E
oロ
叩
田
口
守
口

g
の
成
立
に
法
的
な
根
拠
を
与
え
る
こ
の

E
凹
丘
4
F
Z
は
、
「
制
定

さ
れ
ず
法
学
者
逮
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
法
」
に
ほ
か
な
ら
な
い

3
・5
)。

(
幻
)
∞
・

5
・

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

北法41(3・25)1075



説

官
。
匂
江
口

B
E
ω
巳
己
】
の
と
そ
れ
以
外
の
法
源
と
の
関
係

E命

(
一
)
キ
ケ
ロ
の
用
語
法

次
の
史
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
ケ
ロ
は

E
田
丘
三
日
申
又

Z
m沼
田
と
い
う
表
現
を
非
常
に
し
ば
し
ば
用
い
る
。

Q
n
R
0・
号

0
3
5吋冊目
H

印
由
一
習
得
さ
れ
る
べ
き

E
m
i
i
z
と
知
ら
れ
る
べ
き
法
律
:
:
:
。

Q
n
R
0・
0
2許
可
足
。
ぃ
君
は
、
法
律
や
宮
田
丘
三
-o
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
に
、
法
律
や
[
呂
田
]
丘
三
芯
に
か
か
わ
る
訴
訟
を
弁
論
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
恥
ず
べ
き
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

Q
B円0
・品。

o
g
Z『
叩

HhSH
君
が
若
い
頃
負
か
し
た
カ
ル
ボ
l
は
法
律
を
知
ら
ず
、
父
祖
逮
が
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
た
め
ら
い
を
み
せ
、
宮
田

己
ユ
Z
に
つ
い
て
は
習
熟
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
:
:
:
私
は
思
い
出
す
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
キ
ケ
ロ
は
同
義
語
を
並
置
し
て
い
る
の
で
は
な
く
呂
田

2
4
H
E
と
法
律
を
対
立
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

エ
l
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
ま
ず
「
習
得
さ
れ
る
べ
き

E
凹

2
2
U
と
知
ら
れ
る
べ
き
法
律
」
あ
る
い
は
「
法
律
を
知
ら
ず
吉
田
口
守
口
市
に
つ
い

て
は
習
熟
し
て
い
な
い
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
続
い
て
次
の
史
料
を
検
討
す
る
。

Q
S『
0
・
母
O
問
問

EU--
印
】
一
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
聞
に
も
っ
と
も
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
人
聞
が
共
同
で

利
用
す
る
た
め
に
自
然
が
生
ん
で
く
れ
た
物
は
す
べ
て
共
有
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
法
律
と

E
田
口
守
口
由
に
よ
っ
て
〔
個
人
に
〕
分
配
さ
れ
た
物

に
つ
い
て
は
、
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
物
に
つ
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
諺
に
あ
る
よ

う
に
「
友
人
達
が
も
っ
て
い
る
物
は
す
べ
て
友
人
達
の
共
有
で
あ
る
」
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
法
律
と
苫
田
円
守
口
巾
に
よ
っ
て

〔
個
人
に
〕
分
配
さ
れ
た
物
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
部
分
は
、
法
律
と
吉
田
丘
丘
目
。
が
同
一
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
あ
る
規
定

北法41(3・26)1076



は
法
律
の
中
に
含
ま
れ
て
い
よ
う
と

E
田
丘
三
宮
の
中
に
含
ま
れ
て
い
よ
う
と
少
な
く
と
も
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
守

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
、
と
す
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
同
義
語
反
復
の
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な

い
。
法
律
の
規
定
と

E
田
丘
三
宮
の
規
定
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
キ
ケ
ロ
は
、
法
学
者
の
解
釈
(
吉
田

丘
己
目
叩
)
は
法
律
の
意
味
を
越
え
て
及
ん
で
は
な
ら
な
い
制
限
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

。2吋0
・円円叩
O
『
『

H
2
2
・
ロ
目
白
由
一
私
の
考
え
で
は
二
般
の
風
習
が
乱
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
〔
校
滑
な
や
り
方
〕
を
人
は
見
苦
し
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
な
い
し
、
法
律
に
よ
っ
て
も
呂
田
口
F
t
z
に
よ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
然
法
が
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。

「
法
律
に
よ
っ
て
も
古
田
丘
三
宮
に
よ
っ
て
も
」

(gニ
叩
哲

g
仲
2
2
丘
三
ロ
)
と
い
う
二
者
択
一
的
な
表
現
に
よ
っ
て
、
同
義
語

反
復
の
可
能
性
は
完
全
に
排
除
さ
れ
る
。

'-
の(

二
)
古
典
期
の
用
語
法

z
m
g
$
苫
田
口
守
口
。
と
い
う
表
現
は
キ
ケ
ロ
以
降
み
ら
れ
な
く
な
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
元
老
院
議
決
や
勅
法
が

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

法
律
と
同
等
の
効
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
こ
の
表
現
が
現
行
法
全
体
を
表
わ
す
も
の
で
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
告
示
は
キ
ケ

ロ
の
時
代
に
は
す
で
に
実
務
上
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
が
、

r
m
g
伯
仲
吉
田
口
守
口
。
と
い
う
伝
来
の
表
現
に
取
っ
て
代
わ
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、

z
m
S
E
E
m
丘
三
目
。
と
い
う
表
現
が
キ
ケ
ロ
以
降
み
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
で
は
な
く
、

次
の
史
料
が
示
す
よ
う
に
、
古
典
期
の
法
学
者
達
が
宮
田
口
守
口
∞
の
規
定
を
法
律
、
元
老
院
議
決
、
勅
法
と
対
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

①
吉
田
口
守
口
∞
と
法
律

。mt己
目
・
ロ
ロ
。
い
さ
ら
に
彼
ら
〔
兵
士
〕
は
、
外
国
人
お
よ
び
ロ
l
マ
人
を
相
続
人
に
指
定
し
あ
る
い
は
遺
贈
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
そ
れ
以
外
の
者
の
場
合
に
は
、
門
田
丘
0
2
2
r
m

に
よ
っ
て
、
ロ
l
マ
人
は
ユ
ニ
ア
法
に
よ
っ
て
、
遺
産
を
相
続
す
る
こ
と
も
遺
贈
を

北法41(3・27)1077



説

受
け
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

0
3
5
・ロ

N
S一
〔
共
同
受
遺
者
の
一
人
が
〕
持
分
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
持
分
は
、
債
権
遺
贈
の
場
合
は
相
続
財
産
の
中
に
留
ま
り
、

物
権
遺
贈
の
場
合
は
〔
そ
れ
以
外
の
〕
共
同
受
遺
者
に
添
加
さ
れ
る
、
と
我
々
は
述
べ
た
が
、
古
田

nF
ゴ
Z
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い

た
の
は
パ
ピ
ア
法
制
定
以
前
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ピ
ア
法
制
定
以
後
は
、
そ
の
持
分
は
顛
落
財
産
と
な
る
。

②

E
印
丘
三
-m
と
元
老
院
議
決

論

O
E
5
・ロ

E
4・5
∞
い
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
〔
遺
言
者
に
帰
属
し
て
い
な
い
物
を
対
象
と
す
る
遺
贈
は
無
効
で
あ
る
と
〕
規
定
し
て
い
る
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く

E
m
丘
三
ぽ
で
あ
る
。
そ
の
後
ネ
ロ
帝
の
提
案
に
よ
「
一
て
元
老
院
議
決
が
制
定
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

あ
る
者
が
自
分
に
帰
属
し
て
い
な
か
っ
た
物
を
遺
贈
し
た
場
合
は
、
こ
の
遺
贈
は
最
良
の
状
態
で
〔
債
権
遺
贈
と
し
て
〕
遺
贈
さ
れ
た
も
の
と
し
て

有
効
で
あ
る
、
と
Oi---
し
か
し
、
あ
る
者
が
自
分
の
物
を
遺
贈
し
遺
言
作
成
後
に
そ
の
物
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
大
多
数
の
法
学
者
は
、
こ
の

遺
贈
は
宮
田
氏
三
芯
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
元
老
院
議
決
に
よ
っ
て
も
有
効
と
な
ら
な
い
、
と
考
え
る

0

0
白
d
p

目
円

NEu
家
外
相
続
人
に
対
し
て
〔
先
取
〕
遺
贈
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
遺
贈
は
無
効
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
サ
ビ
ヌ
ス
は
、

こ
の
遺
贈
は
ネ
ロ
帝
の
〔
提
案
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
〕
元
老
院
議
決
に
よ
っ
て
〔
有
効
な
遺
贈
に
〕
転
換
し
え
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
サ
ビ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
用
語
の
取
庇
の
故
に
呂
田
ロ
ユ
Z
上
無
効
で
あ
る
遺
贈
だ
け
が
こ
の
元
老
院
議
決
に
よ
っ
て
有
効
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

・
:
こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
と
セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
も
遺
贈
は
元
老
院
議
決
に
よ
っ
て
有
効
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ

も
用
語
の
暇
庇
に
よ
っ
て

E
∞
a
i
g
上
遺
贈
が
無
効
に
な
る
場
合
、
だ
か
ら
で
あ
る
。

③
呂
田
丘
三
宮
と
勅
法

ロ

-g-H・8
七円・

(
Z
R巴
2
5
)
い
誤
っ
た
表
示
は
受
遺
者
に
対
し
て
も
信
託
遺
贈
受
遺
者
に
対
し
て
も
損
害
を
与
え
な
い
:
:
:
と
規
定
し
て
い
る

の
は
、

E
F
t
o
E
Z目

n
Z
E
m
と
セ
ウ
ェ
ル
ス
帝
、
ア
ン
卜
ニ
ウ
ス
帝
の
勅
法
で
あ
る
。

ロN

∞・∞・

8
・胃・

(HMmwc-EY
皇
帝
の
意
図
を
推
察
す
れ
ば
、
そ
の
子
が
同
じ
健
康
状
態
で
あ
る
限
り
で
そ
れ
〔
父
が
唖
の
成
年
者
の
代
理
人
に
な

る
こ
と
の
許
可
〕
を
与
え
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
呂
田

2
2
Z
に
よ
れ
ば
、
被
後
見
人
の
遺
言
は
彼
が
成
年
に
達
す

る
こ
と
に
よ
り
終
了
す
る
が
、
病
弱
さ
の
ゆ
え
に
遺
言
を
作
成
で
き
な
い
者
に
つ
い
て
も
そ
れ
と
同
様
に
扱
う
の
が
正
し
い
、
と
皇
一
帝
は
考
え
て
い

る。
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ウ
ラ
サ
ク
は
、
こ
れ
ら
の
法
文
に
は
比
較
的
新
し
い
法
と
比
較
的
古
い
法
の
比
較
と
い
う
考
え
方
が
根
本
に
あ
る
、
と
す
る
が
、

ル
リ
ッ
ヒ
は
ウ
ラ
サ
ク
説
に
反
対
す
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
法
律
、
元
老
院
議
決
、
勅
法
が

E
m
a
i
z
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
ら
の
制
定
法
と
比
較
す
る
た
め
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
比
較
的
古
い
法
が

E
m
丘
三
Z
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
吉
田
丘
三
戸
市
は
ま
っ
た
く
別
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
専
門
用
語
(
ウ
ラ
サ
ク
に
よ
れ
ば
名
誉
法
以
外
の
す
べ
て
の
法
を
意
味
す
る
)
で

あ
る
。
ガ
イ
ウ
ス
や
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
と
い
っ
た
法
学
者
が
専
門
用
語
を
こ
の
よ
う
に
ミ
ス
リ

l
デ
ィ
ン
グ
な
や
り
方
で
何
度
も
用
い
る
こ
と
、

そ
れ
が
元
老
院
議
決
の
よ
う
な
公
的
な
声
明
に
ま
で
入
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
た
し
か
に
、

の
代
わ
り
に
「
古
法
」
(
呂
田

E
5
5
5
5
f
E
m
g
E白
)
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
吉
田
丘
三
Z
が

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
説
に
よ
っ
て
も

E
m
2
1
Z
の
多
く
は
「
古
法
」
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

ル
ロ
由
。
門
戸
、
戸
田

「
古
法
」
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
ウ
ラ
サ
ク
説
に
対
す
る
反
証
と
し
て
次
の
法
文
を
掲
げ
る
。

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

d
-
1
9ロ
5
・M

内

υ

ハコー
N
少
N

斗
一
原
形
を
損
な
わ
な
い
で
使
用
・
収
益
し
う
る
物
に
つ
い
て
は
、

Z
目
立
三
日
叩
に
よ
っ
て
そ
の
物
の
用
益
権
を
遺
贈
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
:
:
:
元
老
院
議
決
に
よ
れ
ば
、
消
費
を
内
容
と
す
る
物
に
つ
い
て
も
そ
の
物
の
用
益
権
を
遺
贈
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
物
は

受
遺
者
に
引
き
渡
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
用
益
権
が
受
遺
者
に
帰
属
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
そ
の
物
を
相
続
人
に
返
還
す
る
旨
の
担
保
問
答
契
約
を

結
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

H

・M
-

十
円
用
益
権
は
、
土
地
、
建
物
だ
け
で
な
く
奴
隷
、
役
畜
、
そ
の
ほ
か
の
物
に
も
設
定
さ
れ
う
る
が
、
使
用
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
る
物
は
除
か

れ
る
の
な
ぜ
な
ら
、
ロ
巳

CEi--四円回一色
O

に
よ
っ
て
も
の
守
口
仲
間
円
曲
、
t
o

に
よ
っ
て
も
、
〔
消
費
〕
物
に
は
用
益
権
を
設
定
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る

O

i
-
-
-
し
か
し
、
元
老
院
は
一
般
の
利
益
を
考
慮
し
て
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
〔
消
費
〕
物
に
も
用
益
権
を
設
定
し
う
る
、
た
だ
し
、
〔
受

遺
者
は
〕
自
己
の
名
で
相
続
人
と
担
保
問
答
契
約
を
結
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
法
文
は
、
形
式
上
も
内
容
上
も
完
全
に
対
応
し
て
お
り
、
後
者
が
古
典
期
に
起
源
を
も
っ
法
文
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
者
に
お
け
る

E
立
O

丘
三
-
2
は
前
者
に
お
け
る

E
田
丘
三
ぽ
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
た
と
え

1二

北法41(3・29)1079



説

ば

z
t
o
Eユ印

g
t
ρ
E
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

2
i
z聞
が
通
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
吋
巳

5

2江田

吾b.a冊

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
法
文
を
掲
げ
る
。

。
巳
ロ
タ
ロ
呂
町
・

5
吋
一
物
権
遺
贈
の
客
体
に
な
り
う
る
の
は
、
呂
田

C
Eユ
江
口
自
に
よ
っ
て
遺
贈
者
自
身
に
帰
属
す
る
物
だ
け
で
あ
る
O
i
-
-
-
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
宮
∞
丘
三
Z
で
あ
る
。
そ
の
後
ネ
ロ
帝
の
提
案
に
よ
っ
て
元
老
院
議
決
が
制
定
さ
れ
:
:
:
。

。
mw
呂
田
・
口
H
N
∞-
H
N
申
い
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
卑
属
に
つ
い
て
は
、
男
性
た
る
と
女
性
た
る
と
を
問
わ
ず
相
続
か
ら
包
括
的
に
排
除
し
う
る

・
:
・
と
規
定
し
て
い
る
の
は

E
m
2
2
F
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
務
官
は
す
べ
て
の
男
性
卑
属
を
:
:
:
。

ウ
ラ
サ
ク
説
に
立
て
ば
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
法
文
で
は
、
ガ
イ
ウ
ス
は

E
目
。
守
口
∞
で
は
な
く

E
m
m
g
Z古
己
目
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
、
第
二
の
法
文
で
は
、

E
m
F
Oロ
O
E
Z己
目
と
対
立
す
る
意
味
で
の
吉
田
丘
三
ぽ
を
考
え
て
い
た
、

と
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
法
文
で
吉
田
口
守
口
。
が
何
故
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
異
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
、
を
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
史
料
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
制
定
法
の
規
定
で
は
な
く
、
確
定
し
う
る
限
り
で
は
ほ
と
ん
ど
が

法
曹
法
、
す
な
わ
ち
「
制
定
さ
れ
ず
法
学
者
達
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
法
」

の
規
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

古
田
丘
三
ぽ
は
「
古
法
」

(
と
り
わ
け
古
い
制
定
法
)
で
は
な
く
、
か
つ
て
キ
ケ
ロ
が
こ
れ
を
十
二
表
法
と
対
置
し
た
の
と
ま
っ
た
く
同
様
に
、
古
典
期
に
お
い
て
も

(
叩
)

法
律
、
元
老
院
議
決
、
勅
法
と
対
置
さ
れ
る
法
で
あ
る
。

(
泊
)
∞
・
コ
・
ェ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る

Q
g円
0

・
門
回
目
】
申
包
ぴ
己
回
目

g-
門戸申

O
E
g
g
-
H∞ω
・
HME-G窓
口
出
国
咽
円
以

HOL--
∞
B
o
n
n
-
乱。

σ申
口
氏
芯
仲
O

ロ
N
0

・N

も
参
照
。

(
羽
)
∞
・

5
・

(
的
)
∞

-H2・

(“)∞
E
・

北法41(3・30)1080



(
位
)
す
べ
て
の
法
源
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
呂
田
F
O
ロ
R
R
E
S
E
-
g
a
s
-
o
と
い
う
表
現
を
用
い
た
最
初
の
法
学
者
は
、

よ
れ
ば
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
で
あ
る
。
本
稿
第
八
節
を
参
照
。

(
m
M
)
E
m
a
t
-
o
と
告
示
に
つ
い
て
は
本
稿
第
八
節
、
第
九
節
を
参
照
。

(
H
H
)

次
の
法
文
の
ほ
か
に
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
り
・

5
・ω
・臼
-hu
円
・
(
寸
ミ
U
F
O口
三
回

)-U-E-N・=
-
U
吋・

(
g
u
Eロロ由
)-c-1但
ロ
ロ
タ

M

内
〈
ロ
グ
U

内M
H
H
5
・U

内M
内〈

HNLω
も
参
照
。

(
釘
)
次
の
法
文
の
ほ
か
に
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
の
色
ロ
タ
ロ

NN0・
N
8・
自
?
ロ
・
包
・
∞
・

8
・ω(HUE-5)
・
d
-
u
gロロ凹

-U内M
ロ
〈

8
・N4・ロ・

8
・H

・
白
色

E
E
m〉
も
参
照
。

(
M
W
)

次
の
法
文
の
ほ
か
に
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
り
・

8
・5
・5
(
E
1担ロロ凹
)
-
U
・s
-
E・コ・耳・
(
E
O
B
)も
参
照
。

(
釘
)
冨

-
g
E田
E
F
関
門

F
E
E
Z
Eロ
全

g-
∞
g
・

(

同

叩

)

∞

-Nω
・

(

品

目

)

∞

-E-

(
印
)
∞
-
N
え・

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に

法曹法の歴史的基礎づけ(1)
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3見

同

ug育
2
5
2
ω
巳
己
目
。
の
外
延
と
内
包

三子必h
a岡

(
一
)
耳
O
匂
『

E
E
E
m
2
i
r
の
外
延

E
田
口
守
口
市
は
成
立
の
仕
方
に
特
徴
が
あ
る
(
非
制
定
法
、
法
施
司
法
)
だ
け
で
な
く
、
そ
の
対
象
が
限
ら
れ

て
い
る
法
で
あ
っ
た
。
ま
ず
最
初
に
、
あ
る
法
領
域
が

E
∞
口
三
Z
に
数
え
ら
れ
な
い
と
き
百
回
丘
三
宮
は
消
極
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
る

O

E
m
g
n
E
B
-
E
印
吉
E
F
2
B
-
E
E
n
E
宮

E
F
g
に
か
か
わ
る
法
が
百
田
口
守
口
叩
に
属
さ
な
い
こ
と
は
次
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、

Q
2
5唱門広
O
吋
伊
丹

O
円

曲

目

H
8・
ア
エ
リ
ア
ヌ
ス
の
こ
の
研
究
〔
通
称
「
ア
エ
リ
ウ
ス
法
」
〕
が
人
を
魅
了
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
宮
町

2
2
Z
に
お
い
て
も
、
神
宮
の
書
物
に
お
い
て
も
、
十
二
表
法
に
お
い
て
も
、
古
来
の
模
範
が
も
っ
と
も
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

Q
g円
0
・
円
四
四

O
E
Z
Z
H
N
O
T
私
的
な
事
柄
に
か
か
わ
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
自
由
口

E
Z
か
ら
弁
論
を
取
り
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
弁
論
家
に
は

z
m
z
i
z
の
知
識
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
同
様
に

E
門出口

E
B
Uロぴロ
2
5、
民
会
、
元
老
院

に
か
か
わ
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
弁
論
家
は
公
的
な
事
柄
を
扱
う
の
で
あ
る
か
ら
、
古
い
事
柄
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
記
憶
、

E
田
宮
-
E
F
2
5
の
権

威
、
国
家
を
支
配
し
て
い
る
道
理
や
原
理
、
そ
れ
に
準
じ
る
重
要
な
事
柄
を
熟
知
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

会

己

育

o
胃
E
S
E田
口
守
口
叩
の
内
包

吉
田
の
守
口
m
の
外
延
と
同
様
、
そ
の
内
包
に
つ
い
て
も
キ
ケ
ロ
の
著
作
が
手
掛
り
と
さ
れ
る
。
次
の
史
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

キ
ケ
ロ
に
お
い
て
は
、
法
学
者
が
私
的
な
事
件
に
お
い
て
適
用
す
る
法
、
法
務
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
る
法
廷
手
続
で
通
用
す
る
法
、
法
律

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
法
領
域
で
発
展
し
た
法
曹
法
だ
け
が
吉
田
口
守
口
叩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

次
に
、

行
為
の
証
書
を
作
成
す
る
際
に
通
用
す
る
法
、

ロ
ロ
申
円
0

・号。同町

E
z
-
-
g一
法
廷
手
続
で
通
用
す
る
証
書
を
作
成
し
、
〔
法
的
な
問
題
に
つ
い
て
助
言
し
、
〕
こ
の
種
の
知
識
に
よ
っ
て
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
の
役
に
立
つ
こ
と
は
、
自
分
の
勢
力
を
増
し
他
人
の
好
意
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
父
祖
逮
の
立
派
な
行
な
い
が
た

北法41(3・32)1082



法曹法の歴史的基礎づけ(1)

く
さ
ん
あ
る
中
で
、
最
良
に
決
め
ら
れ
た

E
m
2
5
Z
の
知
識
と
解
釈
に
つ
ね
に
最
高
の
尊
敬
が
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

の
お
申
吋
0
・

【

r
z包
ぴ
己
目
ご
デ
コ
一
い
わ
ゆ
る

[
E
m
〕
ロ
守
口
∞
を
彼
ら
が
用
い
た
の
は
、
彼
ら
が
そ
れ
を
国
家
の
た
め
に
役
立
て
よ
う
と
望
ん
だ
と
き

だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
は
、
実
際
上
は
必
要
で
あ
る
が
学
と
し
て
は
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
君
は
私
に
い
っ
た
い
何
を
い
い
、
私
に
何
を
い

わ
せ
た
い
の
か
。
雨
水
役
権
や
壁
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
本
を
書
け
、
と
い
う
の
か
。
そ
れ
と
も
、
問
答
契
約
や
訴
訟
の
方
式
書
を
作
成
し
ろ
、
と

い
う
の
か
O
i
-
-
-
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
よ
、
こ
の
討
論
に
お
い
て
は
、
法
廷
手
続
で
通
用
す
る
証
書
を
ど
の
よ
う
に
作
成
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ

れ
の
法
律
相
談
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
解
答
す
べ
き
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
重

要
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
現
に
重
要
な
の
だ
。
:
:
:
し
か
し
、
こ
の
討
論
で
我
々
は
普
遍
的
な
法
の
問
題
を
論
じ
よ
う
ど
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
が
呂
田

2
1
Z
と
呼
ん
で
い
る
法
は
小
さ
く
狭
い
場
所
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

c
g円

O

叫向山申同)白
H
t
t
oロ申

0
2
5吋
5
S
L
C
C一
原
告
は
〔
そ
も
そ
も
〕
訴
権
を
も
つ
か
ど
う
か
、
原
告
は
ま
だ
そ
の
訴
権
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

原
告
は
そ
の
訴
権
を
放
棄
し
た
か
ど
う
か
、
当
該
法
律
は
〔
原
告
に
〕
訴
権
を
認
め
て
い
る
か
ど
う
か
、
原
告
は
〔
法
律
の
定
め
る
〕
文
言
を
用
い

て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
よ
う
に
訴
権
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、
裁
判
の
前
で
も
、
そ
の
裁
判
の
争
点
を
決
定
す
る
た
め
の
討
論
が
行
な
わ
れ

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
裁
判
の
前
に
論
じ
ら
れ
ず
判
断
さ
れ
ず
決
定
さ
れ
な
く
て
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
法
廷
で
し
ば
し
ば

非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
。
す
な
わ
ち
、
「
汝
の
請
求
は
多
す
ぎ
た
」
「
汝
の
請
求
は
遅
す
ぎ
た
」
「
汝
は
原
告
で
は
な
か
っ
た
」
「
我
は
被
告
で
は

な
か
っ
た
」
「
汝
の
請
求
は
法
律
に
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
」
「
汝
の
請
求
は
法
律
の
定
め
る
文
言
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
一
」
「
汝
の
請
求
は
そ
の
判
決

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
事
件
の
性
質
を
決
め
る
の
は
、
私
的
な
〔
そ
し
て
公
的
問
〕
事
柄
に
つ
い
て
定
め
て

い
る
法
律
ま
た
は
習
律
に
基
礎
を
お
く
呂
田

2
i
z
で
あ
る
。

H
C
m
2
i
z
の
知
識
を
ほ
と
ん
ど
の
弁
論
家
は
軽
ん
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
弁
論
家

が
弁
論
す
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
我
々
は
考
え
る
。

(
三
)
『
品
升
払
制
{
家
浩
一
酬
』

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、

E
田口
F
i
z
の
積
極
的
な
内
容
を
知
る
上
で
と
り
わ
け
示
唆
的
な
の
が
『
弁
論
家
論
』
で
あ
る
。

。

百

四

円

0

・
含

O
E
Z円
冊

目

目

白

4
L
4
N
L
a
-
-
a
L
8
・-44
・5
0
一
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
続
け
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
弁
論
家
に
雄
弁
さ
が
欠
け
て
い
た
の
で

は
な
い
。
弁
論
の
方
法
が
ま
ず
か
っ
た
の
で
も
内
容
が
な
か
っ
た
の
で
も
な
い
。
彼
ら
は

z
m
n
F
i
z
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
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説ラA
a冊

彼
ら
の
う
ち
の
あ
る
者
は
、
法
律
訴
訟
に
お
い
て
十
二
表
法
が
規
定
し
て
い
る
以
上
の
こ
と
を
訴
求
し
、
そ
の
よ
う
な
請
求
を
し
た
と
い
う
理
由
で

敗
訴
し
た
。
ま
た
あ
る
者
は
、
訴
権
に
お
い
て
決
め
ら
れ
て
い
る
以
上
の
こ
と
が
自
分
に
訴
求
さ
れ
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
は
考
え
た
が
、
そ
の
よ

う
な
訴
訟
を
提
起
す
れ
ば
相
手
方
は
敗
訴
す
る
で
あ
ろ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
:
:
:
彼
〔
ア
ン
卜
ニ
ウ
ス
〕
を
除
外
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
ほ
か

の
人
々
に
対
し
て
は
、
私
は
跨
踏
せ
ず
有
罪
の
判
決
を
下
す
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
怠
慢
の
罪
に
よ
っ
て
、
第
二
に
恥
知
ら
ず
の
罪
に
よ
っ
て
。
な
ぜ

な
ら
、
彼
ら
は
法
廷
で
た
じ
ろ
ぎ
、
法
廷
手
続
や
法
務
官
の
法
廷
で
呆
然
と
し
て
立
ち
練
み
、
重
要
な
事
柄
を
扱
う
民
事
裁
判
|
こ
こ
で
は
、
事

実
で
は
な
く
衡
平
と
法
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
を
避
け
て
通
り
、
百
人
官
法
廷
|
ー
こ
こ
で
は
、
使
用
取
得
、
後
見
、
同
族
、
宗
族
、
寄
洲
、

沖
積
地
、
拘
束
行
為
、
奴
隷
、
壁
、
窓
、
雨
水
役
権
、
遺
言
の
有
効
・
無
効
、
そ
の
他
無
数
の
権
利
関
係
が
取
り
扱
わ
れ
る
で
動
揺
し
た
か
ら

で
あ
る
。
何
が
自
分
の
物
で
何
が
他
人
の
物
か
、
ロ
ー
マ
市
民
と
外
国
人
を
ど
の
よ
う
に
区
別
す
る
か
、
あ
る
者
は
奴
隷
か
自
由
人
か
、
と

い
っ
た
こ
と
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
〔
で
法
廷
に
立
つ
〕
こ
と
は
恥
知
ら
ず
の
証
拠
で
あ
る
O
i
-
-
-
呂
田
丘
三
Z
は
決
し
て
些
細
な
事
件
で
は
な
く

し
ば
し
ば
き
わ
め
て
重
要
な
事
件
で
問
題
に
な
る
が
、

E
m
口
守
口
帽
に
つ
い
て
い
か
な
る
知
識
も
な
く
訴
訟
を
引
き
受
け
る
弁
論
家
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
顔
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
兵
士
が
死
亡
し
た
と
い
う
誤
っ
た
知
ら
せ
が
軍
隊
か
ら
故
郷
に
届
い
た
と
き
、
そ
の
兵
士
の
家
長
は
そ
の

知
ら
せ
を
信
じ
て
遺
言
を
変
更
し
、
自
分
が
適
当
だ
と
考
え
た
者
を
相
続
人
に
指
定
し
て
死
亡
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
兵
士
は
故
郷
に
生
還
し
て
、

遺
言
に
よ
っ
て
相
続
か
ら
排
除
さ
れ
た
息
子
に
法
律
上
与
え
ら
れ
て
い
る
父
の
相
続
財
産
に
対
す
る
訴
権
に
基
づ
い
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
こ
の
事

件
は
百
人
宮
法
廷
に
も
ち
こ
ま
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
件
よ
り
重
要
な
事
件
が
ほ
か
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
事
件
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
い
う

ま
で
も
な
く
呂
田
口
H
i
z
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
長
が
遺
言
の
中
で
名
を
挙
げ
て
相
続
人
に
指
定
す
る
と
も
排
除
す
る
と
も
い
っ
て
い
な
い
息
子

は
相
続
財
産
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
か
否
か
、
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
マ
ル
ケ
ル
ス
家
と
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
家
の
あ
い
だ
の
争
い
に
つ
い

て
、
百
人
官
法
廷
は
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
か
。
マ
ル
ケ
ル
ス
側
が
、
〔
相
続
財
産
は
〕
直
系
卑
属
関
係
の
故
に
そ
の
自
由
人
の
息
子
の
も
の
で
な
く

な
る
、
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
側
は
、
そ
の
自
白
人
の
相
続
財
産
は
氏
族
関
係
の
故
に
彼
の
息
子
の
も
の
に
な
る
、
と
主
張

し
た
。
双
方
の
弁
論
家
は
、
こ
の
事
件
で
は
直
系
卑
属
と
氏
族
の

ι

止
し
い
関
係
に
つ
い
て
弁
論
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら

に
、
百
人
官
法
廷
で
は
次
の
よ
う
な
争
い
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
に
追
放
さ
れ
、
あ
た
か
も
自
分
の
家
長
で
あ
る
か
の
よ
う
に
あ

る
者
に
従
う
と
い
う
条
件
で
ロ

l
マ
に
住
む
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
外
国
人
が
無
遺
言
で
死
亡
し
た
、
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、

従
来
先
例
が
な
く
不
明
瞭
だ
っ
た
隷
従
関
係
を
百
人
官
法
廷
で
弁
論
家
が
明
ら
か
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
:
:
:
さ
ら
に
、
か
つ
て
百
人
官
法
廷
で

争
わ
れ
た
マ
ニ
ウ
ス
・
ク
リ
ウ
ス
と
マ
ル
ク
ス
・
コ
ポ
ニ
ウ
ス
の
有
名
な
事
件
で
〔
法
廷
に
〕
集
め
ら
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
か
。

彼
ら
の
弁
論
は
ど
れ
ほ
ど
期
待
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
:
:
:
我
々
は
ど
ち
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
威
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
例
、
遺
言
の
方
式
と
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い
っ
た

E
m
丘
三
Z
の
中
心
問
題
を
こ
の
事
件
で
取
り
扱
う
こ
と
を
忘
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
叙
述
の
後
に
続
く
の
が
、
本
節
の
最
初
で
引
用
さ
れ
た
次
の
箇
所
で
あ
る
。

。FEE-
号

0
5
5円
冊
目

NCH
い
弁
論
家
に
は
国
家
と
統
治
に
固
有
な
呂
田
宮

E
F
E
E
や
古
い
事
柄
の
記
憶
、
古
来
の
先
例
が
必
要
で
あ
る
と
私
が

考
え
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
長
い
弁
論
は
い
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
私
的
な
事
柄
に
か
か
わ
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば

E
四
三
己
Z
か

ら
弁
論
を
取
り
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
弁
論
家
に
は
呂
田
口
守
口
∞
の
知
識
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

同
様
に

E
E江
口
日
吉
ゲ
ロ

2
5、
民
会
、
元
老
院
に
か
か
わ
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
弁
論
家
は
公
的
な
事
柄
を
扱
う
の
で
あ
る
か
ら
、
古
い
事
柄

に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
記
憶
、

E
Z
u
c
Zル

E
Bの
権
威
、
国
家
を
支
配
し
て
い
る
道
理
や
原
理
、
そ
れ
に
準
じ
る
重
要
な
事
柄
を
熟
知
し
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
は
、
弁
論
家
が

E
白
色

2
Z
を
必
要
と
す
る
事
件
と
呂
田
口
E
Z
以
外
の
法
の
知
識
が
問
題
に
な
る
事
件
の
目
録
と
で
も
い
う
べ
き

も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弁
論
家
が
弁
護
人
と
し
て
法
的
な
紛
争
に
か
か
わ
る
と
き
、
た
と
え
そ
れ
が
卑
属
や
隷
従
関
係
に
つ
い
て
の
問

題
で
あ
っ
て
も
、
彼
は
百
四
丘
己
-
帽
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

E
田
丘
三
ぽ
で
は
な
く

Z
目

℃

C
E
H
2
E
を
必
要
と
す
る
の
は
、

E
E口
E
M
E
E山
口
問
、
民
会
、
元
老
院
に
か
か
わ
る
訴
訟
で
あ
る
。

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
さ
ら
に
、

『
弁
論
家
論
』
を
引
用
す
る
。

のい
n
R
0
・
宕

o
E
Z吋
∞
ご
∞
H
L
S
-
H
g
・
頭
絡
に
か
か
わ
る
事
件
は
、
次
の
事
件
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
法
廷
手
続
で
扱
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
上
の
貴
族
、
最
良
の
人
間
で
あ
る
前
執
政
官
、
ガ
イ
ウ
ス
・
マ
ン
キ
ヌ
ス
が
ヌ
マ
ン
テ
ィ
ア
人
と
ま
ず
い
条
約
を
結
ん
だ

た
め
、
祭
紀
宮
は
元
老
院
議
決
に
基
づ
い
て
彼
を
ヌ
マ
ン
テ
ィ
ア
人
に
引
き
渡
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ヌ
マ
ン
テ
ィ
ア
人
が
彼
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た

の
で
、
マ
ン
キ
ヌ
ス
は
祖
国
に
戻
り
、
跨
跨
せ
ず
元
老
院
に
復
帰
し
た
。
マ
ル
ク
ス
の
息
子
で
あ
る
護
民
官
プ
ブ
リ
ウ
ス
・
ル
テ
ィ
リ
ウ
ス
は
マ
ン

キ
ヌ
ス
に
、
彼
は
市
民
た
る
身
分
を
否
定
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
元
老
院
か
ら
出
て
い
く
よ
う
に
命
じ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
古
く
か
ら
の
い
い
伝
え
に
よ

れ
ば
、
自
ら
の
家
長
が
売
却
し
た
者
、
民
会
が
売
却
し
た
者
、
あ
る
い
は
祭
紀
宮
が
〔
敵
に
〕
引
き
渡
し
た
者
は
市
民
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
国
家
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
事
柄
の
中
か
ら
、
前
執
政
官
の
身
分
、
市
民
と
し
て
の
地
位
、
自
由
、
頭
格
に
か
か
わ
る
こ
と
よ
り
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説

も
重
要
な
裁
判
上
の
論
争
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
こ
れ
ら
の
問
題
が
被
告
が
反
証
し
う
る
何
ら
か
の
罪
の
存
否
で
は
な
く

吉田

a
t
z
に
か
か
わ
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
よ
り
重
要
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
こ
れ
と
類
似
の
事
件
、
す
な
わ
ち
、
同
盟
国
で

市
民
だ
っ
た
者
が
ロ

l
マ
で
は
身
分
が
下
が
っ
て
奴
隷
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
解
放
さ
れ
て
祖
国
に
戻
っ
た
と
い
う
事
件
で
、
彼
は
復
帰
に
よ
っ
て

元
の
身
分
に
戻
り
ロ

l
マ
市
民
と
し
て
の
身
分
を
失
う
の
か
ど
う
か
、
が
我
が
父
祖
達
の
下
で
問
題
に
な
っ
た
。
さ
て
、
自
由
に
か
か
わ
る
裁
判
よ

り
重
要
な
裁
判
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
自
由
が
問
題
に
な
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
主
人
の
意
思
に
よ
っ
て
市
民
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
奴
隷
は

記
載
さ
れ
る
と
同
時
に
自
由
人
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
記
載
さ
れ
て
か
ら
五
年
経
つ
て
は
じ
め
て
自
由
人
に
な
る
の
か
、
が
問
題
に
な
る
と
き
は
、

包
凹

2
1
2
か
ら
論
点
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

『
カ
エ
キ
ナ
弁
護
論
』

論

で
は
、

敵
に
引
き
渡
さ
れ
た
結
果
、

あ
る
い
は
戦
場
か
ら
離
脱
し
た
者
や
市
民
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
者
が
売

却
さ
れ
た
結
果
、

の
こ
の
箇
所
は
そ
れ
と
完
全
に
対
応
し

日
田
口
守
口
叩
に
よ
っ
て
自
由
が
失
わ
れ
る
、

と
さ
れ
て
い
た
が
、

『
弁
論
家
論
』

て
い
る
。

市
民
の
自
由
や
頭
格
に
か
か
わ
る
事
件
は

E
m
a
i
z
を
基
礎
と
し
て
判
決
さ
れ
う
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

し
、
こ
の
呂
田
丘
三
ぽ
は
た
と
え
ば

キ
ケ
ロ
は
宮
田
丘
三
芯
を
い
つ
で
も

「
拘
束
力
の
あ
る
準
則
」

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、

法
廷
に
も
ち
出
す
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
重
宝
な
も
の
と
考
え
て
い
る
官
。
な

a
s包
含
円
夕
、

o
z
a
g回申口
Oロ
g
E
F
O
)か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
種
の
事
件
は
い
つ
吉
田
口
守
口
∞
の
通
用
領
域
に
属
す
る
の
か
。
と
り
わ
け
マ
ン
キ
ヌ
ス
の
事
件
は
、
問
題
が
元
老
院
の
構
成

員
と
し
て
の
地
位
に
か
か
わ
る
だ
け
に
、

吉
田
℃
ロ

E
F
2
5
が
適
用
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
い
に
対
す
る
答
え
は
、

キ
ケ
ロ
の
叙
述
の
中
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ケ
ロ
は
「
頭
格
に
か
か
わ
る
事
件
は
:
:
:
し
ば
し
ば
法
廷
手
続
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
:
と
く
に
こ
れ
ら
の
問
題
が
:
:
:
何
ら
か
の
罪
の
存
否
で
は
な
く

E
m
丘
三
ぽ
に
か
か
わ
る
場
合
に
:
:
:
呂
田
丘
三
Z
か
ら
論
点
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
は
百
円
ユ

B
g由
と

Z
E
g
g
s
-
F
の
対
比
に
よ
っ
て
ま
ず
第
一
に
事
実
(
の
存
否
の
)

問
題
と
法
の
問
題
だ
け
を
対
比
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
事
件
が
「
何
ら
か
の
罪
の
存
窓
口
」
に
で
は
な
く
通
常
の
法
廷
手
続
に
お
い
て

E
田町

H
i
z
か
ら
生
じ
る
論
争
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
あ
り
え
な
い
。

判
決
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、

北法41(3・36)1086
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エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
こ
と
は
共
和
政
期
の
史
料
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
帝
政
期
の
史
料
に
は
、

P

H
由

。

H
J
『
即
日
。

(
拍
)

は
特
定
の
法
領
域
だ
け
を
包
括
す
る
、
と
明
示
的
に
い
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
古
典
期
の
法
学
者
(
た
と
え
ば
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
)
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
呂
田
丘
三
回
申
は
、
証
書
作
成
、
解
答
活
動
、
訴
訟
行
為
と
い
っ
た
法
学
者
の
実
践
的
活
動
の

(悶〕

基
礎
と
な
る
法
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
の
活
動
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
法
で
あ
っ
た
。

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

(
引
)
∞
・
呂
町
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
掲
げ
る
の
お
句
0
・
。
巳
0

5

包
O
円

S
・g-
∞
E
E田
N
S己
主
∞
包
げ
ロ
回
目
目
印

N
L
E
も
参
照
。

(
臼
)
∞
・

8
町
内
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
掲
げ
る
の
広
角
0
・
4
0宮

g
タ
音

ozzzご
∞
∞
-
0
2
5
ユ
M
0
・∞

E
吉田

ω自
ら
参
照
。

(
臼
)
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
全
体
の
脈
絡
か
ら
考
え
て
こ
の
部
分
は
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る

3
・N30
な
お
、

F
0
5
版
で
も
こ
の
部
分

は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

(
日
〉
∞
・
包
-

(
日
)
本
稿
第
一
節
つ
己
を
参
照
。

(
印
)
本
稿
第
一
節
(
三
)
で
み
た
よ
う
に
、
『
案
出
論
』
で
は
、
解
釈
問
題
と
事
実
問
題
(
吋

g
g
の
問
題
)
が
分
け
ら
れ
、
後
者
は
事
実
、
名
称
、

性
質
、
訴
権
の
い
ず
れ
か
に
か
か
わ
る
と
さ
れ
、
法
の
問
題
(
法
源
論
)
が
性
質
(
宮
田

E
S
)
の
論
点
の
中
に
生
じ
る
こ
と
を
エ

i
ル
リ
ッ
ヒ

は
重
視
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
法
の
問
題
」
は
い
わ
ゆ
る
「
法
律
問
題
」
(
解
釈
問
題
)
で
は
な
い
。
「
自
由
に
か
か
わ
る
訴
訟

に
は
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
困
難
な
法
の
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
呂
田
口
三
Z
の
知
識
が
い
か
に
必
要
か
、
を
示
す
こ

と
だ
け
が
キ
ケ
ロ
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
事
実
(
の
存
否
の
)
問
題
で
は
な
く
法
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
こ
そ
宮
田

2
i
z
が

必
要
で
あ
っ
た
」
(
∞
・

8
)
と
い
う
叙
述
に
お
け
る
「
法
の
問
題
」
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
∞
・
ω
N
・

(
回
)
ロ
-
H

・H

・H
-
N

(
印
)
∞
-
宮
内
・

(
d
q
Sロ
己
由
)
・

こ
の
法
文
を
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
ど
う
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一
二
節
お
よ
び
第
一
四
節
を
参
照
。

:Jt法41(3・37)1087



5党

四

同
u円
。
同

UHa255ω
己
己
】
∞
の
通
用
領
域

且Z弘、
届岡

ロ
ー
マ
で
主
と
し
て
法
学
者
逮
が
発
展
さ
せ
た
慣
習
法
か
、
も
っ
ぱ

ら
法
学
者
達
の
活
動
に
よ
っ
て
成
立
し
た
法
原
則
や
法
準
別
で
あ
る
法
曹
法
か
、
そ
れ
と
も
法
学
か
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
キ
ケ
ロ
以
降

E
田
2
4
F
Z
と
い
う
表
現
は
、
理
論
的
な
法
の
営
み
と
実
践
的
な
法
の
営
み
と
い
う
二
義
的
な

ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
が
宮
田

zizと
い
う
表
現
で
考
え
て
い
た
の
は
、

吉
田
丘
己
目
。
は
法
学
の
勉
強
、
助
言
、
法
学
者
の
解
答
活
動
、
学
問
的
活
動
を
意
味

意
味
を
も
っ
て
い
た
。
と
く
に
キ
ケ
ロ
に
お
い
て
は
、

す
る
。
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
次
の
よ
う
な
「
こ
と
ば
の
遊
び
」
も
こ
の
二
義
性
に
よ
る
。

Q
S円0
・門目。。円巳
O
吋冊目
H
4
0
い
我
々
の
親
友
で
あ
る
:
:
:
プ
ブ
リ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
と
く
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
私
は
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
プ
ブ
リ
ウ
ス
・
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
と
兄
弟
で
あ
っ
た
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
に
し
ば
し
ば
次
の
よ
う
に
い
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
は
豊
か
な
弁
論
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば

E
田
口
守
口
申
に
お
い
て
十
分
に
そ
の
才
能
を
発
僚
で
き
な
い
、
と
。
・

そ
し
て
、
自
分
〔
ク
ラ
ッ
ス
ス
〕
は
呂
田
丘
三
ぽ
を
学
ぶ
前
に
友
人
の
事
件
を
引
き
受
け
て
訴
訟
を
行
な
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
、
と
。

」
の
よ
う
に
、

吉
田
丘
三
芯
は
理
論
的
な
法
の
営
み
と
し
て
の
法
学
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
と
同
時
に
、
実
践
的
な
法
の
営
み
と
し
て

の
法
曹
法
、
慣
習
法
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

(
一
)
「
法
学
」
と
い
う
意
味
で
の

E
田
口
守
口
市

前
述
の
『
弁
論
家
論
』
の
ほ
か
に
、
次
の
法
文
で

E
m
i
t
-∞
は
「
法
学
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ロ-
H

・ω
-
E
(の
巴
田
口
凹
)
い
あ
る
法
律
の
全
体
を
見
通
さ
ず
に
そ
の
法
律
の
一
断
片
を
提
示
し
て
判
決
し
あ
る
い
は
解
答
す
る
こ
と
は

E
m
a
Z∞
で
は

な
し

北法41(3・38)1088



ロ・印。・コ

-
N
C
N
2
2
0
-
2
5
)
一
宮
町
内
回
〈
己
申
に
お
い
て
は
い
か
な
る
定
義
も
危
険
で
あ
る
。

さ
ら
に
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
本
稿
第
二
節
で
み
た

「
法
律
を
知
ら
ず

E
田
丘
三
ぽ
に
つ
い
て
は
習
熟
し
て
い
な
い
」
あ
る
い
は

「
習
得
さ
れ
る
べ
き

E
m
n
F
i
g
と
知
ら
れ
る
べ
き
法
律
」
と
い
う
キ
ケ
ロ
の
用
語
法
か
ら
、
法
律
が
単
な
る
認
識
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ

吉
田
口
守
口
市
は
学
問
的
な
研
究
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

知
る
こ
と
で
は
な
く
法
学
を
習
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、

E
Z田
2
5
-
H回
目
。
広
三
日
は
法
律
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
法
学
に
通
じ
て

い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

E
ユ
m
n
F
S
E
E
m円
右
ロ
ロ
仰
と
い
う
表
現
も
み
ら
れ
る
。
同
様
に
、

E
丘
町
丘
三
口

m
Bユ
吉
田
唱
沼
市
立
江
田
巴

E
5
は

法
律
に
通
暁
し
て
い
る
者
で
は
な
く
法
学
に
通
暁
し
て
い
る
者
で
あ
っ
た
る
。

て
い
る
の
に
対
し
て
、

呂
田
口
守
口
叩

E
m
g円
。
は
法
律
を

呂田

2
i
r
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
呂
田

丘
三
Z
は
、
著
作
の
内
容
で
は
な
く
著
作
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
の

E
田
口
守
山
田
は
次
の
史
料
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
、

吉
田
口
守
口
申
司

z
i
E
E
B
と
い
う
よ
う
に
法
学
者
の
著
作
が

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

り
い
い

-N・
s-品

H

・
s-怠
(
】
U

。自問
}
O
ロ
呂
田
)
い
そ
の
後
、
プ
ブ
リ
ウ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
、
ブ
ル
ト
ゥ
ス
、
マ
ニ
リ
ウ
ス
が
出
て
、
呂
田

2
4
F
Z
の
基
礎
を

築
い
た
O
i
-
-
-
そ
の
後
、
プ
ブ
リ
ウ
ス
の
子
で
あ
り
大
神
宮
で
あ
る
ク
イ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
が
出
て
、
類
型
ご
と
に
一
八
巻
に
分
類
し
た

E
m

丘
三
ぽ
を
著
し
た
。
:
:
:
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
、
こ
の
い
わ
ば
屈
辱
的
な
で
き
ご
と
〔
ク
イ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
に
罵
倒
さ
れ
た
こ
と
〕
に
よ
っ
て

発
奮
し
、
苦
労
し
て
呂
田

2
i
z
を
勉
強
し
た
。
:
:
:
〔
ト
ゥ
ベ
ロ
は
〕
貴
族
で
、
法
廷
弁
論
術
か
ら
呂
田

2
2
F
に
転
向
し
た
人
で
あ
る
。

(
二
)
「
法
曹
法
」
と
い
う
意
味
で
の

E
m
丘
三
芯

帝
政
期
の
法
学
者
達
に
お
い
て
は
、
宮
白
色
〈
己
申
は
通
常
、
専
門
用
語
と
し
て
「
法
曹
法
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

可申告
M
F
E江
田
口
守
口
広
が
実
定
法
の
準
則
で
は
な
く
法
曹
法
の
準
別
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ

れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
印
円
m円己
E同ロ由ロ己仲
Eロ目巴吋ユ仲田口丘仲守〈
5H己E-ロH5白.
司

E釦巴巴一

斗
広
ザ
h

。
V

。
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説

ロ
・
企

-
M
-
E
(
C
8
3ロロ田
)

υ

栢
続
財
産
に
関
す
る
訴
訟
の
主
体
は
、
多
く
の
号
宮

B
8
2
5
2
1
m
n
Z
E聞
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
相
続
人
で
は
な
く
被
相
続
人
で
あ
る
。

り
・
合
-
H

・H
-

官
・
〈
C
5
5ロ
5
)

い

2
2
5
E
E
S己
目
白
に
よ
れ
ば
、
相
続
人
お
よ
び
そ
の
他
の
遺
産
承
継
人
は
罰
金
訴
権
に
拘
束
さ
れ
な
い
。

論

ま
た
、
次
の
法
文
で
は
、
伝
来
の
法
準
則
が
法
律
上
の
根
拠
を
示
す
こ
と
な
く

E
田
口
宮
口
市
に
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ロ・企・
ω-Nω
・育・

2
2
0
-
2
5〉
一
同
じ
物
を
時
効
取
得
す
る
期
間
が
一
定
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
合
理
で
あ
り
、
宮
田
市
F
4
己
申
に
も
違
反
す
る
。

り
b
-
N印
H
・H
-
N
2
巳
5
ロ
ロ
田
〉
一
複
数
の
人
間
の
打
撃
に
よ
っ
て
一
人
の
奴
隷
が
傷
つ
け
ら
れ
死
亡
し
た
が
、
そ
の
奴
隷
を
死
に
至
ら
し
め
た
の
は

誰
の
打
撃
か
、
が
明
か
で
な
い
場
合
は
、
す
べ
て
の
者
が
ア
ク
ィ
リ
ア
法
訴
権
に
よ
っ
て
績
害
賠
償
義
務
を
負
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
先
人

達
の
考
え
に
も
一
致
す
る
。
:
:
:
以
上
の
よ
う
な
我
々
の
ル
l
ル
を
不
合
理
だ
と
考
え
る
者
は
、
〔
共
同
不
法
行
為
者
は
〕
両
方
と
も
損
害
賠
償
義
務

を
負
わ
な
い
、
あ
る
い
は
一
方
だ
け
が
慣
害
賠
償
義
務
を
負
う
、
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
我
々
の
ル
l
ル
よ
り
は
る
か
に
不
合
理
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
〔
両
方
と
も
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
と
す
る
と
〕
不
正
が
ま
っ
た
く
罰
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
〔
一
方
だ
け
が
損

害
賠
償
義
務
を
負
う
と
す
る
と
〕
ど
ち
ら
が
〔
ア
ク
ィ
リ
ア
〕
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る
煩
害
賠
償
義
務
を
負
う
者
か
を
ほ
と
ん
ど
確
定
し
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。
呂
田

a
i
z
が
法
の
厳
格
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
共
通
の
利
益
の
た
め
に
多
く
の
こ
と
を
採
用
し
て
き
た
こ
と
は
無
数
の
場
合
に
つ
い
て

確
認
で
き
る
が
、
そ
の
中
か
ら
一
つ
の
ケ
l
ス
を
引
用
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

さ
己
「
噴
習
法
」
と
い
う
意
味
で
の

E
m
n
E
Z

狭
義
の
慣
習
法
は
、
法
学
者
が
創
造
し
た
法
で
は
な
い
が
、
法
学
者
が
承
認
し
発
展
さ
せ
定
式
化
し
た
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
明
ら
か
に
、

法
学
者
の
著
作
が
慣
習
法
を
知
り
そ
れ
を
伝
え
る
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
法
曹
法
と
慣
習
法
を
分
け
る
線
は
一
定

で
は
な
く
、
ロ
ー
マ
人
が
法
曹
法
と
慣
習
法
を
明
確
に
区
別
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
逆
に
、
狭
義
の
慣
習
法
が
吉
田

2
i
z
と
呼

ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
定
に
は
大
い
に
蓋
然
性
が
あ
り
、
ま
た
実
際
そ
の
よ
う
な
用
語
法
が
み
ら
れ
る
。

ペ
ル
ニ

l
チ
ェ
は
、
近
親
婚
の
禁
止
、
未
成
熟
補
充
指
定
の
許
可
、
夫
婦
問
贈
与
の
無
効
と
い
う
三
つ
の
私
法
上
の
関
係
が
慣
習
法
に
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よ
っ
て
成
立
し
た
と
し
、
ブ
リ

i
は、

そ
の
ほ
か
に
、
未
成
年
者
が
債
務
を
負
う
際
の
後
見
人
の
同
意
も
慣
習
法
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と

す
る
。① 

近
親
婚
の
禁
止

司

S
E
m
-
同

5
・
?
親
子
は

E
聞
の
H

三
芯
に
よ
り
婚
姻
し
え
な
い
。

未
成
熟
補
充
指
定
の
許
可

② ロN

∞-∞・

8
・官・

(HUE-cm)い

H
5
2〈
己
申
に
お
い
て
も
同
様
に
、
〔
未
成
熟
者
が
〕
成
年
に
達
し
た
と
き
に
こ
の
〔
未
成
熟
者
補
充
指
定
の
〕
遺
言

は
効
力
を
失
w

っ。

③ 

未
成
年
者
が
債
務
を
負
う
際
の
後
見
人
の
同
意

ロ
-E・4

・8
(司
E
-
E
)
一
後
見
人
の
同
意
が
な
い
場
合
は
宮
田
口

E
Z
に
よ
り
被
後
見
人
は
債
務
を
負
わ
な
い
。

夫
婦
問
贈
与
の
禁
止

④ 

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

ロ
-E-H
・ω-HN(己
目
立
自
己
目
)
一
夫
〔
債
権
者
〕
が
債
務
者
に
対
し
て
妻
に
支
払
え
と
命
じ
た
場
合
に
、
〔
弁
済
さ
れ
た
〕
金
は
彼
女
の
も
の
に
な
る
か

ど
う
か
、
債
務
者
は
免
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
が
問
題
に
な
っ
た
。
ケ
ル
ス
ス
は
『
学
説
大
全
』
第
一
五
巻
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

債
務
者
は
免
除
さ
れ
、
弁
済
さ
れ
た
金
は
夫
の
も
の
に
な
り
、
妻
の
も
の
に
は
な
ら
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
な
ぜ
な
ら
、
宮
田
丘
三
戸
市

に
よ
っ
て
〔
夫
婦
問
〕
贈
与
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
事
柄
の
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
、
金
は
ま
ず
債
務
者
か
ら
汝
〔
債
権
者
〕
に
移

り
、
次
に
汝
か
ら
妻
に
移
る
こ
と
に
な
る
〔
が
、
夫
婦
問
の
贈
与
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
金
は
汝
か
ら
妻
に
は
移
り
え
な
い
〕
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
遺
言
、
婚
姻
、
離
婚
、
養
子
、
水
利
も
慣
習
法
に
よ
っ
て
成
立
し
た
、
と
す
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、

こ
の
四
つ
の
ほ
か
、

⑤ 

離
婚

ロ
-E-N・己・耳・
(
d
J
Zロ
5
)
一
法
律
は
「
自
ら
の
保
護
者
と
婚
姻
し
た
被
解
放
女
性
は
離
婚
を
な
し
え
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、

に
よ
っ
て
婚
姻
が
解
消
さ
れ
る
離
婚
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

H
E
田口
7
ι
-
o

北法41(3・41)1091



説

⑥ 

養
子

ロム・
4

・N

叶
(
弘
己
包
ロ
ロ
白
)
・

5
凹
2
i
z
に
お
い
て
は
養
子
の
子
は
養
孫
の
身
分
を
得
る
。

自命

⑦ 

水
干IJ

ロ
-B・
s-H・4
(

C

】
官
同
ロ
ロ
凹
)
い
水
と
泉
に
つ
い
て
の
こ
の
特
示
命
令
は
、
水
源
か
ら
引
か
れ
た
水
だ
け
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
場

所
か
ら
出
る
水
に
つ
い
て
は
妥
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

HZ
田口
H
i
z
に
よ
れ
ば
、
水
源
か
ら
引
か
れ
た
水
だ
け
に
役
権
を
設
定
し
う
る
か
ら
で

あ
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
以
上
の
分
析
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
す
な
わ
ち
、

ロ
i
マ
人
は
、
法
学
、
法
学
者
の
著
作
の
中
で
承
認
さ
れ
た
慣

習
法
、
法
学
者
が
創
造
し
た
法
曹
法
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
呂
田
丘
三
ぽ
と
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
制
定
法
が

E
m
巳
三
宮
と
呼
ば

れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
、
と
。

(的)∞・印印『・

(
白
山
)
エ

i
ル
リ
ッ
ヒ
は
「
法
学
の
勉
強
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
の
ぽ
R
0・
宕

o
z
g吋
O
Z
0・
HE---ご
ω印・

ω
E
Z
m
u
g
-
官
。
冨
ロ
円
g
p

E-Nω
を
、
「
助
一
言
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
宕

E
g
Z
E
u
g
-
-
∞
ア
号
。
円
包
2
O
E
O
-
匂吋
0ζ
ロ
「
吉
田

NN
を
、
「
解
答
活
動
」
を
意
味

す
る
も
の
と
し
て
宕

O
B
Z吋
冊
目
包
を
、
「
学
問
的
活
動
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
晋

O
E
Z『
申
ご
斗
0・5
4・N
g
を
引
用
す
る
(
∞
・

ω由)。

(
位
)
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
り
・

5
・日

-
U
2巳
FEss-
ロ
・
怠

-N0・4
・官・(同
M
g
E目
)
も
参
照
。

(
前
)
こ
の
用
語
法
は

C
2
8噂

$
0
0
2
Z
E
ご

g
に
み
ら
れ
る
(
∞
・

ω叶)。

(
倒
)
∞

-S・

(
町
)
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
の
同

2
5・
晋

2
巳
O
円曲目

-
E
Nも
参
照
。

(
槌
)
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
り

-M∞・印・
4

日
(
ピ
江
口
巳
E
河口町
E
C凹)@】
U
S
E
m
-
H〈
∞

-NO
を
引
用
す
る
(
∞
・

8
)
。

(町

)HU・たい
2
・同
C
B
2
n
y
o
河
申
円
吉
田
君
岡
田
凹
恒
国
田
口

}
g
p
N
E
-
N
O
E
仏

OH-
河。
H
U

ロ
E
F
L
・、
Hag--
∞。ュ
5
・
ES--
∞・

M
g町内・
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説

意

味

と

こ

5
2
i
z
に
基
礎
を
も
っ
」
と
い
う
意
味
で
二
義
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

2
4
2聞
が
雑
種
的

な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
い
つ
も
意
識
し
て
い
た
法
学
者
が
古
典
期
に
も
い
る
こ
と
を
示
す
史
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

吾"Aa岡

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
用
語
法
は
と
く
に
相
続
法
に
お
い
て
、
さ
ら
に
訴
権
法
や
婚
姻
法
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。

(
一
)
相
続
法

E
m
i
i
z
上
の
相
続
権
と
い
う
表
現
は
、
帝
政
後
期
の
史
料
に
お
い
て
は
通
常
、
無
遺
言
相
続
人
の
相
続
権
と
遺
言
相
続
人
の
相
続
権

の
両
方
を
意
味
す
る
が
、
ガ
イ
ウ
ス
は
『
法
学
提
要
』
の
二
箇
所
で
呂
田
口
守
口
。
上
の
相
続
人
(
遺
言
相
続
人
)
と
法
定
相
続
人
(
無
遺
言

相
続
人
)
を
対
置
し
て
い
る
。

。
伊
丹

5
・ロ

E
∞
-
E
?
最
初
か
ら
不
適
法
に
作
成
さ
れ
た
遺
言
書
、
あ
る
い
は
適
法
に
作
成
さ
れ
た
後
で
破
棄
さ
れ
ま
た
は
失
効
し
た
遺
言
書
に

従
っ
て
遺
産
占
有
を
行
な
う
者
は
、
呂
田

2
2
Z
に
よ
っ
て
そ
の
者
が
相
続
財
産
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
実
効
あ
る
遺
産
占
有
を
行
な
い
、

呂
田
己
己
Z
に
よ
っ
て
そ
の
者
が
相
続
か
ら
排
除
さ
れ
う
る
場
合
に
は
実
効
な
き
遺
産
占
有
を
行
な
う
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
の
遺
言
ま
た
は
第
二
の

遺
言
に
よ
り
呂
田
丘
三
宮
上
の
相
続
人
に
指
定
さ
れ
て
い
る
者
、
あ
る
い
は
無
遺
言
相
続
の
場
合
に
法
定
相
続
人
で
あ
る
者
は
、
遺
産
占
有
者
か
ら

相
続
財
産
を
取
戻
し
う
る
が
、
呂
田

2
2
Z上
の
相
続
人
が
一
人
も
い
な
い
場
合
は
、
遺
産
占
有
を
し
て
い
る
者
が
相
続
財
産
を
保
持
す
る
こ
と
が
で

き
、
法
定
相
続
人
で
な
い
印
族
は
遺
産
占
有
者
に
対
し
て
い
か
な
る
権
利
も
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

。mtg・-ロ
ωAYω
叶
い
〔
遺
産
占
有
を
得
て
も
相
続
財
産
を
取
得
し
な
い
場
合
(
実
効
な
き
遺
産
占
有
)
が
あ
る
。
〕
適
法
に
作
成
さ
れ
た
遺
言
に
よ
っ
て

相
続
人
に
指
定
さ
れ
た
者
が
相
続
財
産
を
取
得
し
た
が
、
遺
言
書
に
従
っ
た
遺
産
占
有
の
申
請
を
欲
せ
ず
、
呂
田

2
2
Z
上
の
相
続
人
で
あ
る
こ
と

に
満
足
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
〔
呂
田

2
E∞
上
の
指
定
相
続
人
が
い
る
〕
に
も
か
か
わ
ら
ず
遺
言
を
作
成
し
な
い
で
死
亡
し
た
者
の
遺
産
占

有
に
召
喚
さ
れ
る
者
は
遺
産
占
有
を
申
請
し
う
る
。
〔
し
か
し
、

E
田口

E
Z
上
の
指
定
相
続
人
は
遺
産
占
有
者
か
ら
相
続
財
産
を
取
戻
し
う
る
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
は
実
効
な
き
遺
産
占
有
で
あ
る
。
〕
あ
る
者
が
無
遺
言
で
死
亡
し
た
が
、
そ
の
自
権
相
続
人
が
遺
産
占
有
の
申
請
を
欲
せ
ず
、

法
定
相
続
人
で
あ
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
ガ
イ
ウ
ス
が

E
m
丘
三
宮
上
の
相
続
人
と
法
定
相
続
人
を
厳
格
に
対
置
し
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は

北法41(3・44)1094



な
い
。
、
ガ
イ
ウ
ス
が
こ
の
二
箇
所
以
外
で
は
一
度
も
両
者
を
対
置
せ
ず
、
法
定
相
続
人
を
呂
田

2
t
z
上
の
相
続
人
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は

重
要
で
は
な
い
。
時
代
が
異
な
れ
ば
用
語
法
も
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ガ
イ
ウ
ス
の
『
法
学
提
要
』
は
、
明
ら
か
に
後
の
時
代

に
か
な
り
手
が
加
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
お
そ
ら
く
共
和
政
期
に
由
来
す
る
模
範
を
も
と
に
書
か
れ
た
書
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
書
か
れ
た
法
文
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
用
語
法
を
示
す
の
で
あ
る
。
遺
言
相
続
人
が
専
門
用
語
と
し
て

E
m
丘
三
ぽ
上
の
相
続
人
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
無
遺
言
相
続
は
十
二
表
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ロ

l
マ
法
学

(
回
)

の
作
品
の
一
つ
で
あ
る
銅
衡
遺
言
は
呂
田
口
守
口
∞
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
結
論
が
正
し
い
こ
と
は
次
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
法
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

ロ
ー
マ
人
は
法
定
相
続

人
と
遺
産
占
有
者
、
法
定
相
続
と
遺
産
占
有
を
し
ば
し
ば
対
置
す
る
が
、
こ
こ
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
つ
ね
に
制
定
法
上
の
相
続
権
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
法
源
に
基
づ
く
相
続
権
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

ロ・包・
4

・ω
・胃・

(
E
2
2
5
)
い
あ
る
者
が
遺
言
を
作
成
せ
ず
に
小
書
付
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
信
託
遺
贈
を
行
な
っ
た
。
「
私
の
未
来
の
相
続
人
あ

る
い
は
遺
産
占
有
者
が
誠
実
で
あ
れ
ば
私
は
次
の
物
を
与
え
る
」
と
。
こ
の
場
合
、
信
託
遺
贈
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
遺

言
能
力
を
も
ち
な
が
ら
小
書
付
を
書
い
た
家
長
は
、
法
定
相
続
人
あ
る
い
は
遺
産
占
有
者
と
な
る
べ
き
す
べ
て
の
者
を
相
続
人
に
指
定
し
た
も
の
と

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ロ-
N

∞-
A
・
H
・也

(
d
-
1
2
5
)
い
我
々
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
遺
言
相
続
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
無
遺
言
相
続
人
と
し
て
相
続
財
産
を
占

有
す
る
者
は
、
法
定
相
続
人
と
し
て
占
有
し
て
い
る
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
〔
遺
産
占
有
者
と
し
て
占
有
し
て
い
る
〕
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
:
:
:
そ
れ
ゆ
え
、
法
務
官
告
一
不
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
法
定
相
続
人
が
相
続
財
産
を
占
有
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
無
遺
言
相
続
人
が
遺
産

占
有
を
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
略
奪
者
が
無
遺
言
相
続
人
と
し
て
遺
産
を
占
有
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
権
原
を
作
出
し
て
相
続
財
産
を
占
有
し

て
い
る
場
合
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
用
語
法
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

ロ
ー
マ
人
は
吉
田

2
2
U
上
の
相
続
と
い
う
表
現
を
法
定
相
続
お
よ
び
狭
義
の

E
田
口
守
口
∞
上

の
相
続
(
遺
言
相
続
)
と
い
う
こ
義
的
な
意
味
を
も
っ
雑
種
的
な
概
念
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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5見

(
二
)
訴
権
法

号'A
a問

セ
ウ
ェ
ル
ス
朝
時
代
の
史
料
に
お
い
て
は
、
有
O
同)江口

B
呂田

2
2
Z
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
法
律
に
よ
っ
て
基
礎
づ

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
訴
権
は

R
5
uロ
m
m
a
z
g
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
訴
権
に
は
法
律
に
よ
る
も
の
と

E
凹

2
2
Z

に
よ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ロ

l
マ
人
が
い
つ
も
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

日

-u
・5
・H

い
[
O
E仲間主
5
ロ
2

〕

2
2
-
g
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
呂
田
丘
三
Z
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

日

-
P
?
?
以
上
に
示
し
た

s
t
oロ
冊
目
お
よ
び
こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
は
、
法
律
ま
た
は

E
田
n
E
Z
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。

」
の
二
法
文
は
、

仰の江
O
ロ
伯
由
。
宮
口
白
田
は
法
律
ま
た
は

E
m
i
i
r
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
訴
権
で
あ
り
、
仰
の
江
O
口
市
田
町
。
ロ

0
3
ユ
g

は
名
誉
法
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
訴
権
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
に
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
史
料
に
お
い
て
支
配
的
な
の
は
こ
の

よ
う
な
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
そ
の
中
か
ら
比
較
的
古
い
部
分
を
取
り
出
す
こ
と
は
決
し
て
不
可
能

で
は
な
く
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
続
法
に
お
け
る
用
語
法
と
類
似
の
発
展
が
訴
権
法
に
お
け
る
用
語
法
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
、
と
す
る
。

ま
ず
第
一
に
、
次
の
こ
と
が
検
証
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

E
t
oロ
g
Zロ
0
3
ユg
は
虫
色
O
ロ
2
2
4己
申
回
に
対
置
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、

R
t
oロ
g
z
E
E
B
B
や

2
t
oロ冊目

E
2田口

E-は
と
も
対
置
さ
れ
る
が
、

m
w
o
江
O
ロ
m
m
y
oロ
0
5
ユg
に
対
置
さ
れ
た
場
合

は
、
次
の
史
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

z凹

-z巾肉恒F
丘

ε同

ヲ
匂
。

ロ
・
也
い
い
-
H
N
(
C
8
5ロ
己
的
)
い
網
で
吊
さ
れ
て
い
た
嚢
が
網
か
ら
落
ち
て
何
ら
か
の
鏑
害
が
発
生
し
た
場
合
に
も
同
じ
こ
と
が
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
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る
、
な
ぜ
な
ら
こ
の
場
合
は
白
2
5
Z
M
1
t
g
叫
)
も
法
務
官
法
上
の
訴
権
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
と
〔
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
〕
解
答
し
た
。

ロ
留
や
お
い

(
M
M
0
5
3
E
E
)
い
用
役
権
者
が
あ
る
作
業
を
行
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
雨
水
が
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
と
い
う
場
合
、
恒
司
江
o

zm吋

ERH吋
の
被
告
に
な
る
の
は
〔
土
地
の
〕
所
有
権
者
で
あ
る
が
、
用
役
権
者
が
雨
水
阻
止
訴
権
に
準
じ
る
訴
権
の
被
告
に
な
り
う
る
か
、
が
問

題
に
な
っ
た
。

第
二

ι、
mwntoロ
m
m
gロ
O
E
ュg
と

R
P
oロ叩
m
E江
田
口
〈
日
田
は
次
の
二
箇
所
の
法
文
で
対
置
さ
れ
て
い
る
。

ロ・申・品

-S-官・

(
E
-
5
2凹
)
一
複
数
の
者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
る
奴
隷
が
窃
盗
を
な
し
、
共
有
者
全
員
が
悪
意
で
そ
の
奴
隷
は
自
分
遠
の
支
配

下
に
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
場
合
、
法
務
官
は
日
ロ

t
o
g
-
m
n守
告
団
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
:
:
:
法
務
宮
の
訴
訟
の
被
告

に
な
る
の
は
原
告
が
選
ん
だ
者
で
あ
る
。

ロ
ム
甲
山
・

5
・H(HUOBHUOロ
呂
田
)
い
〔
甲
は
甲
の
土
地
で
乙
が
種
を
蒔
き
収
穫
す
る
こ
と
を
乙
に
許
し
た
の
に
、
乙
が
収
穫
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と

い
う
場
合
に
、
乙
は
〕
日
2
3
2江
田
三
司
王
∞
を
も
た
な
い
、
な
ぜ
な
ら
〔
乙
に
〕
事
実
訴
権
が
与
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
か
ら
、
と
ア

リ
ス
ト
は
い
う
。
し
か
し
、
〔
法
務
官
法
上
の
〕
悪
意
の
訴
権
は
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、

ユ
リ
ア
ヌ
ス
や
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
は
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
や
パ
ウ
ル
ス
が

m
H
2
5
a
t
-
-聞
と
い
う
表
現
で
考
え
て
い

法曽法の歴史的基礎づけ(1)

た
こ
と
と
同
じ
こ
と
を

ω
2
5
2
コm
2
2
-
U
と
い
う
表
現
で
考
え
て
い
る
、
と
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
後
の
時
代
に

確
認
さ
れ
る
用
語
の
意
味
を
前
の
時
代
の
用
語
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

法
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
や
パ
ウ
ル
ス
の
用
語
法
と
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
に
お
い
て
は

o
E仲
間

E
5

丘
三
-
2
は

m
5
5
7
0ロ
0
3吋
日
で
は
な
く

o
Z
F
m
m
E
O
ロ
巳
己
巴
は
に
対
置
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
に
お
い
て
も
同
様
に
、

s
t
o

ユ
リ
ア
ヌ
ス
や
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
の
用
語

2
2ロ
田
は
裁
判
上
訴
求
し
う
る
訴
権
を
意
味
す
る
。

m
n
t
o
Eユ∞

si--田
が
ユ
リ
ア
ヌ
ス
や
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
に
お
い
て
す
で
に
専
門
用
語

と
し
て
法
務
官
法
上
の
訴
権
と
対
立
し
法
律
上
の
訴
権
を
含
む
表
現
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
や
パ
ウ
ル
ス
が
同
じ
概
念
を

表
わ
す
の
に
別
の
表
現
を
用
い
て
い
る
の
は
何
故
か
、
し
か
も
、

ユ
リ
ア
ヌ
ス
や
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
に
お
い
て
す
で
に
別
の
意
味
を
与
え
ら
れ
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吉見

て
い
る
表
現
を
用
い
て
い
る
の
は
何
故
か
、
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
と
ば
の
意
味
は
こ
の
よ
う
に
恋
意
的
に
変
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
確
認
で
き
る
史
料
も
な
い
。

==-，6. 
6岡

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、

ルロ田

2
4
F
Z
が
古
典
期
ま
で
専
門
用
語
と
し
て
法
曹
法
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
仰
の
t
o
E江田

丘
三
E
m
は
「
法
曹
法
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
訴
権
」
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
ユ
リ
ア
ヌ
ス
や
ポ
ン
ポ

ニ
ウ
ス
の
法
文
に
完
全
に
調
和
す
る
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

ω
2
5
5
F
2
Eロ
ロ
守
口
広
は
周
知
の
よ
う
に
ロ

l
マ
法
学
の
作
品
の
一
つ

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

ア
リ
ス
ト
が
「
こ
の
場
合
、
訴
権
は
法
曹
法
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

リ
ア
ヌ
ス
が
「
こ
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
法
曹
法
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
訴
様
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
に
は
そ
れ
な

り
の
理
由
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
法
務
官
が
規
準
と
し
て
用
い
る
べ
き
だ
と
ユ
リ
ア
ヌ
ス
が
考
え
た
訴
権
は
、
加
害
訴
権
で
は
な
く
「
原

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
本
来
は
共
有
者
全
員
が
被
告
と
な
る
べ
き
加
害
訴
権
に
、
原

告
が
選
ん
だ
者
に
対
す
る
訴
権
」

告
は
共
有
者
の
中
の
誰
を
被
告
に
選
ん
で
も
よ
く
、
選
ば
れ
た
被
告
に
は
損
害
全
体
に
つ
い
て
の
責
任
が
あ
る
、
と
い
う
形
態
を
も
ち
こ
ん

ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
法
曹
法
に
よ
っ
て
も
ち
こ
ま
れ
た
こ
の
訴
権
を
意
識
的
に

ω
2
5
E江
田
の
守
口
広
と
呼
ん
で
、

仰の丘
O

ロ
O
H
巳
2
Z
E
t
g
m
と
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
の
は
法
曹
法
で
あ
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
訴
権
法
の
分
析
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
専
門
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
古
田

-o
性
t
E
C
B
に
由
来
す
る

mwnto
…7H吋
仲
間
山
円
一

F4昨
日
仲
間
山
ル
}

訴
権
は

mw円
t
o
Z肉
E
B
m
w
と
、
吉
田
氏
三
日
申
に
由
来
す
る
訴
権
は

m
W
2
5
5ユ
田
円
宮
医
師
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

印立
5
z
m
F
t
B
m
は
、
セ
ウ
ェ
ル
ス
朝
以
前
の
時
代
に
は
、
相
続
法
と
同
様
、
専
門
用
語
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

セ
ウ
エ

ル
ス
朝
以
前
の
時
代
の
法
学
者
が
セ
ウ
ェ
ル
ス
朝
時
代
に
も
登
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
用
語
法
に
つ
い
て
セ
ウ
ェ
ル

ス
朝
時
代
に
も
な
に
が
し
か
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
相
続
法
と
訴
権
法
の

E
白
丘
三
宮
と
い
う
概
念
は
、
古
典
期
の
法
学
者
に
と
っ
て
は
、
℃
吋
O

有
E
E
吉
田

2
4門
戸
市
お
よ
び
法
律
に

北法41(3・48)1098
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よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
相
続
法
と
訴
権
法
を
統
一
的
に
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
統
一
的
な
概
念
の
中
に
は
二
つ

「問、

の
構
成
部
分
が
あ
る
こ
と
を
彼
ら
は
い
つ
も
意
識
し
て
い
た
、
と
。

会
己
婚
姻
法

ロ
ー
マ
で
は
、
法
学
者
も
非
法
学
者
も
、
婚
姻
を
ヨ
旦
コ
ヨ

oロ
E
g
E凹
E
H
F
E
2
2
ロ
C
1
5∞
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
れ
と
並
ん
で

E
Z
E
Z∞肉片付片岡ロ
2
・

5
E
Z
E
o
E
z
s
z
m
F
t
H
H
g
B
と
い
う
表
現
も
み
ら
れ
る
が
、
日
叩
性

t
E
5
と
い
う
形
容
詞
が
専
門
用
語
の
中
で

つ
ね
に
卑
俗
的
に
用
い
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、

B
Eコ
日

oロ
E
5
2
z
z
g
と
自
己
ユ
目
。
ロ

E
B
Z
E丘
自
己
ロ

が
同
義
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

ロ
ー
マ
の
婚
姻
が
テ
ク
ニ
カ
ル
な
意
味
で
法
律
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
想
定
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
仮
に
あ
る
制
度
が

Z
m
E自
己
凹

れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
制
度
が
法
律
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ

そ
の
制
度
が
あ
る
法
律
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も

Z
包

Z
F
g
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
有
効
な
婚
姻
の
要
件
は
、

一
部
は

E
田
口
守
口
市
に
よ
っ
て
、

一
部
は
ユ
リ
ア
法
、
パ
ピ
ア
法
、
そ
の
他
の
ア
ウ
グ
ス

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

ト
ゥ
ス
の
立
法
、
と
り
わ
け
姦
通
に
関
す
る
ユ
リ
ア
法
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
来
の
自
己
コ

5
0ロ
5
5
2田
E
E

の
概
念
規
定
に
お
い
て
も
、
法
学
提
要
の
中
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

B
巳
ユ

B
O
E
C
B
E由
E
B
の
概
念
規
定
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
法

律
は
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
の
時
代
に
は
少
な
く
と
も
、
最
低
ユ
リ
ア
法
や
パ
ピ
ア
法
が
決
め
て
い
る

で
あ
る
。

要
件
に
合
致
し
て
い
る
婚
姻
だ
け
が
有
効
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

5
3同ロ
5
・
〈
ゲ
ド

ω
L
E
E
S
自
己

E
5
0ロ
E
B
か
ら
出
生
し
た
子
は
親
の
権
力
に
服
す
る
。
呂
田

Z
5
5伊
丹
コ
ヨ

oロ
2
5
の
要
件
は
、
婚
姻
を

約
束
し
た
男
女
の
あ
い
だ
に
婚
姻
権
が
あ
る
こ
と
、
男
は
成
熟
期
に
、
女
は
適
齢
期
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
双
方
が
自
権
者
で
あ
る
場
合
は
両
者
が
、

他
権
者
で
あ
る
場
合
は
両
親
が
婚
姻
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
婚
姻
権
と
は
、
呂
田
に
よ
っ
て
妻
を
め
と
る
権
能
で
あ
る
。
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説

ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
が
ユ
リ
ア
法
と
パ
ピ
ア
法
を
扱
っ
て
い
る
の
は
ま
っ
た
く
別
の
場
所
で
あ
る
。

三ι
伝聞

g立
S
5・M
内
〈
同
N

一
夫
婦
の
一
方
が
他
方
か
ら
遺
産
を
受
け
取
ら
な
い
場
合
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ユ
リ
ア
法
お
よ
び
パ
ピ
ア
・
ポ
ッ
パ
エ
ア
法

に
違
反
し
て
婚
姻
が
結
ぼ
れ
た
場
合
、
た
と
え
ば
、
生
来
自
由
人
が
〔
娼
婦
、
そ
の
周
旋
人
、
姦
通
者
の
ご
と
き
〕
下
品
な
女
と
結
婚
し
た
場
合
、

あ
る
い
は
元
老
院
議
員
が
被
解
放
女
性
と
結
婚
し
た
場
合
で
あ
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
有
効
な
婚
姻
の
要
件
に

関
す
る
規
定
が
古
来
の
慣
習
法
、
す
な
わ
ち
専
門
用
語
と
し
て
の

E
田口
H
S
Z
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
自
己
ユ
自

o
E
C
E
呂
田

E
B
が

E
白
色

i
z
上
有
効
な
婚
姻
で
あ
り
、
法
律
の
規
定
に
関
係
し
な
い
婚
姻
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
自
己
HaHBOロ
E
B
]由
性
江
自
己
目
は

E
白
丘
三
宮
上
有
効
で
あ
る
だ
け
で
な
く
法
律
上
も
有
効
で
あ
る
婚
姻
で
は
な
い
か
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
法
律
だ
け
に
合
致
す
る
婚
姻
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
定
が
容
易
に
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
離
婚
に
関
し
て
は
少
な
く
と
も
、

す
で
に
掲
げ
た
法
文
に
お
い
て

E
田
口
守
口
叩
と
法
律
が
そ
の
意
味
で
対
置
さ
れ
て
い
た
。
婚
姻
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
ロ

σ
O
E
m
o
g中

門
吉
田
吉
田

2
i
z
ρ
E
g
m
E
と
ロ

σ叩
江
田

2
c
E古
B
Y
E
-恒
常
国
心
己

g
m
E
が
次
の
法
文
に
お
い
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。

有
効
な
婚
姻
の
要
件
を
論
じ
る
際
に
ユ
リ
ア
法
や
パ
ピ
ア
法
が
考
慮
さ
れ
な
い
の
は
、

〈
mw
仲・

3
・・

5
∞
(
d
q
gロ
ロ
田
)
い
〔
こ
の
子
は
)
こ
れ
ら
の
法
律
〔
ユ
リ
ア
法
と
パ
ピ
ア
法
〕
に
よ
っ
て
吉
田
吉
田
〔
な
婚
姻
か
ら
生
ま
れ
た
子
〕
で

あ
る
と
み
な
さ
れ
る
、
と
考
え
る
者
も
い
る
。
神
皇
マ
ル
ク
ス
帝
と
ル
キ
ウ
ス
帝
も
ア
プ
ロ
ニ
ウ
ス
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ヌ
ス
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
勅

答
し
て
い
る
。
「
汝
は
汝
が
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
り
三
人
の
宮
田
吉
田
〔
な
婚
姻
か
ら
生
ま
れ
た
〕
子
を
も
つ
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
も

す
ぐ
れ
た
男
で
あ
る
法
務
宮
マ
ニ
リ
ウ
ス
・
カ
ル
ボ
l
は
汝
の
〔
後
見
人
の
〕
免
除
を
許
す
で
あ
ろ
う
」
と
。
し
か
し
、
こ
の
勅
法
が
「

E
由
吉
田
〔
な

婚
姻
か
ら
生
ま
れ
た
子
〕
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
三
回

2
3
Z
に
よ
っ
て
〔
Z
m
z
m
な
婚
姻
か
ら
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
と
〕
み
な
さ
れ
る
子
の
こ

と
で
あ
る
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(
叩
叩
)
。
貯
叩
円

0
・
0
『包
O
円

H
N
O
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言兎
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/¥ 

有
名
門
E
B
E
m
巳
i
z
の
前
史
推
定

圭A
U岡

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
前
節
ま
で
の
叙
述
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
と
す
る
。
第
一
に
、

呂田

2
2
Z
は
法
学
、
法
曹
法
、
慣

習
法
を
意
味
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
こ
れ
に
対
し
て
法
律
、
元
老
院
議
決
、
勅
法
は
、
名
誉
法
と
同
様
、

こ
と
、
第
三
に
、
呂
田
丘
三
日
唱
の
対
象
は
法
学
者
の
活
動
(
証
書
作
成
、
解
答
、
訴
訟
行
為
)
が
及
ぶ
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
で
あ

る
。
ェ

l
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
百
回

2
2
Z
と
法
律
、
元
老
院
議
決
、
勅
法
の
関
係
は
、
い
わ
ば
、
英
米
法
に
お
け

る

g
B
B
Oロ
】
仰
ぎ
と
回

g
z
g
z
d『
の
関
係
に
相
当
し
、
名
誉
法
は
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る

2
5
q
に
該
当
す
る
。

E
m
n
Z
H
Z
に
は
数
え
ら
れ
な
い

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
キ
ケ
ロ
以
前
の
史
料
が
な
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
田
丘
三
Z
の
前
史
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
最
初
に

次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
単
に

E
E
i
c
E
と
い
わ
れ
る
と
き
、

E
E
O
E
E
吉
寸
ロ
2
日
を
意
味
す
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
呂
田
は
法
務
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
る
通
常
訴
訟
手
続
(
と
く
に
そ
の
場
所
)
を
意
味
し
、
後
に
は
ロ
ー
マ

以
外
で
法
務
官
の
訴
訟
手
続
を
模
倣
し
て
つ
く
ら
れ
た
裁
判
所
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。

E
m
が
そ
れ
以
外
の
種
類
の
裁
判
所
を
表
わ
す

表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
、
吉
田
と

E
仏
丹
江
口

E
が
対
立
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
あ
る
。

続
い
て
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
が
考
察
さ
れ
る
。

同州『
H
2
0
江
口
白
色
町
田
門
品
ロ
ロ
三
日
e

円

N
N
ハ
被
告
が
、
こ
の
訴
訟
は
適
切
な
時
期
に
提
起
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
原
告
は
〔
訴
権
を
も
た
な
い
か
ら
〕

変
更
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
あ
る
い
は
審
判
人
が
変
更
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
場
合
、
論
点
は
可
同
ロ
己
主
芯
に
か
か
わ
る
。
ギ
リ
シ
ア

人
は
〔
書
面
の
解
釈
が
問
題
に
な
る
〕
論
点
の
中
の
可
州
自
己
主
5
の
部
分
を

E
E
n
E
B
で
扱
う
。
我
々
は
こ
の
部
分
を
呂
田
[
丘
三
-o]

で
扱
う
の

が
普
通
で
あ
る
が
、
宮
円
四
回
2
z
g
で
扱
う
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
家
が
所
有
す
る
銀
の
壷
を
私
有
地
か
ら
も
ち
去
っ
た
と
し
て
横
領
罪
で
告

発
さ
れ
た
者
は
、
窃
盗
と
は
何
か
、
横
領
と
は
何
か
、
を
ま
ず
定
義
し
て
、
〔
本
件
に
お
い
て
原
告
は
〕
横
領
で
は
な
く
窃
盗
の
訴
権
を
用
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
書
面
の
解
釈
が
問
題
に
な
る
論
点
の
う
ち

北法41(3・52)1102 



の
可
胆
ロ
m-巳
5
の
部
分
が
稀
に
百
円
r
n
E
B
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
恒
三
5
胃
F
Z
E
に
お
い
て
は
、
抗
弁
が
法
務
官
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
て
い
て
、
原
告
は
訴
権
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
敗
訴
す
る
の
に
対
し
て
、
。
ロ
忠
由

t
o同
u
z
E
F
g
に
お
い
て
は
、
被
告
に
有
利
な
よ
う
に
、

原
告
に
つ
い
て
の
審
理
、
す
な
わ
ち
原
告
が
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
否
か
、
の
審
理
が
あ
ら
か
じ
め
行
な
わ
れ
る
、
と
法
律
が
決
め

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

キ
ケ
ロ
の
『
案
出
論
』
の
次
の
箇
所
は
、
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
の
こ
の
箇
所
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

の
な
叩
『
0
・
r
u
z
E
5
5
ロ
印
4

・
印
?
訴
訟
の
変
更
な
い
し
移
送
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
原
告
が
訴
権
を
も
た
な
い
場
合
、
被
告
が
適
切
で

な
い
場
合
、
裁
判
所
に
管
轄
が
な
い
場
合
、
〔
原
告
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
〕
法
律
が
規
定
し
て
い
な
い
場
合
、
〔
原
告
が
主
張
す
る
〕
罪
や
罰
が

適
切
で
な
い
場
合
、
適
切
な
時
期
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
間
題
は

8
5吾
E
F
O
可
g
m
g
t
g
と
呼
ば
れ
る

0

・

我
が
国
で
は
通
常
、
比
較
的
稀
に
し
か
可
胆
ロ
凹
F
t
o
の
問
題
が
法
廷
で
論
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
法
務
官
が
定
め
た
抗
弁
に
よ
っ
て
多

く
の
訴
訟
が
排
除
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
二
つ
に
は
適
切
な
や
り
方
で
訴
訟
を
提
起
し
な
か
っ
た
原
告
は
敗
訴
す
る
と

E
m
n
Z己
申
が
決
め
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
〔
こ
の
宵
日
ロ
包
己
怠
の
問
題
は
〕
宮
町
で
扱
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

zmで
は
抗
弁
が
出
さ
れ
、
原
告

に
訴
訟
能
力
が
与
え
ら
れ
、
宮
内
虫
色
ロ
日
間
E
Z
E
B
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
す
べ
て
の
書
式
が
作
成
さ
れ
る
。
稀
に
可
胆
ロ

m
g
z
o
の
問
題
が

Z【
同

5
2
5
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
事
柄
の
性
質
上
そ
の
問
題
自
体
か
ら
確
定
的
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
骨
円
笹
田
己
主
5

の
問
題
は
そ
の
ほ
か
の

g
g
E
E
F
O
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
者
が

E
S
E
C
B
で
毒
殺
の
罪
で
告
発
さ
れ

た
が
〔
告
発
状
に
は
〕
「
親
殺
し
の
罪
に
よ
り
」
と
書
か
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
件
が
特
別
訴
訟
手
続
に
移
送
さ
れ
た
が
:
:
:
。

『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
と
『
案
出
論
』
を
比
較
し
て
ま
ず
最
初
に
眼
に
つ
く
こ
と
は
、
前
者
に
お
い
て
は
吉
田
丘
三
Z
が

E
E
n
E
B

が
苫
佳
江
口
自
に
対
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
直
前
の

に
対
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
お
い
て
は

E
m

「
:
:
:
と
呂
田
口
守
口
叩
が
決
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
、

E
田
口
同
三
戸
市
と

E
門口。
E
E
は
対
置
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
宮
田
と
呂
田
丘
三
円
。
が
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
想
定
は
可
能
で
あ
る
。

zmnp」
江
戸
市
は

E
田

に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
法
だ
け
を
意
味
し
、
宮
田
で
は

E
m
丘
三
宮
が
決
め
て
い
る
よ
う
に
訴
訟
を
提

す
な
わ
ち
、

北法41(3・53)1103 



5見

つ
ま
り
、
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
と
『
案
出
論
』
と
で
は

E
m
丘
三
Z
の
意
味
が

異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
に
お
け
る

E
m
丘
三
日
目
が

E
Eの
E
B
宮
j
E
F
2
5
に
対
置
さ
れ
る
「
法
務
官
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
法

廷
手
続
」
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
お
け
る

E
凹

2
三
日
叩
は

E
聞
に
お
い
て
判
決
が
宣
言
さ
れ
る
際
の
規
準
と
な
る
「
法
曹
法
」

を
意
味
す
る
。

zmo守
口
∞
の
多
義
性
を
こ
こ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
案
出
論
』
以
外
の
著
作
に
お
い
て
は
、
百
回

2
2
Z
と

E
門虫色

E
出回)ロ

E
F
2
5
の
対
立
が
比
較
的
し
ば
し
ば
み
ら

れ
る
。

起
し
な
け
れ
ば
敗
訴
す
る
、
と
い
う
想
定
で
あ
る
。

吾A
面岡

Q
n
o吋
O
噌
宮
〈
∞
円
2
5
2
t
o
-
H
H
H
O∞・
5
∞
一
ウ
ォ
コ
ニ
ア
法
に
は
「
な
す
べ
き
で
あ
る
」
「
な
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い
う
表
現
は
な
い
。
い
か

な
る
法
律
も
過
去
〔
の
行
為
〕
を
と
が
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
自
体
が
有
害
で
不
正
で
あ
る
た
め
に
、
た
と
え
法
律

で
規
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
何
と
し
て
も
回
避
す
べ
き
で
あ
っ
た
事
柄
は
別
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
法
律
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
が
、
法
律
が
制
定
さ
れ
る
前
に
な
さ
れ
た
行
為
は

Z
E
2
5ロ
で
審
理
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
民
会
は
、
遺
言
と
貨
幣
の
偽
造

に
関
す
る
コ
ル
ネ
リ
ア
法
や
そ
の
ほ
か
の
多
く
の
法
律
に
お
い
て
、
新
し
い
関
係
を
何
も
規
定
せ
ず
、
必
ず
不
正
で
あ
る
と
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て

は
一
定
の
期
聞
を
お
い
て
民
会
が
審
理
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
者
が
宮
田
口
守
口
帽
に
つ
い
て
何
か
新
し
い
こ
と
を
定
め
た
場
合
、

過
去
に
な
さ
れ
た
行
為
の
す
べ
て
が
有
効
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
彼
は
受
け
入
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ア
テ
ィ
ニ
ア
法
、
フ
リ
ア
法
、

フ
ス
ィ
ア
法
、
そ
し
て
私
が
言
及
し
た
ウ
ォ
コ
ニ
ア
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
。
こ
れ
ら
の
法
律
は
す
べ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
法
律
も
、

zm

a
s
Z
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宮
内
申
田
宏

E
z
a
i
z
に
つ
い
て
は
、
別
の
箇
所
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

Q
2
5唱
明

U

円
。
∞
色
σ
o
N
H
一
我
が
父
祖
逮
の
も
と
で
、
遺
言
に
関
す
る
フ
リ
ア
法
、
妻
の
相
続
に
関
す
る
ウ
ォ
コ
ニ
ア
法
、

【

2
2
2
E
5
2
が
規
定
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
無
数
の

Z
m
g

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、

『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
と
『
弁
論
家
論
』
と
『
ウ
ェ
レ
ス
訴
追
論
』

に
お
い
て

E
m
a
2
Z
と
い
う
表
現

は
同
じ
も
の
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

通
常
吉
田
と
呼
ば
れ
る
法
務
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
る
訴
訟
手
続
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
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『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
の
作
者
と
キ
ケ
ロ
は
、
宮
田
と

E
E口
E
B
の
区
別
と
同
じ
意
味
で
百
田
口
守
口
四
と

E
門日付

E
B

U
E
σ

ロ
2
5で
の
訴
訟
手
続
を
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

す
な
わ
ち
、

「
あ
る
者
が

E
田
口
守
口
∞
に
つ
い
て
何
か
新
し
い
こ
と
を
定
め

た
場
合
」
と
い
う
部
分
は
「
法
務
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
る
通
常
手
続
訴
訟
で
判
断
さ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
何
か
新
し
い
こ
と
を
定
め
た
場

合
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

u
m
g
P
2
2
ロ
ル
ヱ
ロ
は
「
法
務
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
る
通
常
訴
訟
手
続
で
判
断
さ
れ
る
事
柄
に
か
か
わ

ウ
ォ
コ
ニ
ア
法
は
す
べ
て
こ
の
種
の
法
律
で
あ
る
。
『
へ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁

論
書
』
の
作
者
と
キ
ケ
ロ
が
法
務
官
の
も
と
で
の
法
廷
手
続
だ
け
を
民
事
訴
訟

(
H
吉
田
口
守
口
申
)
と
し
て
考
察
し
こ
れ
を

E
E口
呂
田
に

る
法
律
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ア
テ
ィ
ニ
ア
法
、

フ
リ
ア
法
、

対
置
し
て
い
る
理
由
は
、

ほ
ぼ
自
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ケ
ロ
の
時
代
に
は
ま
だ
、

E
E
n
E
B
は
ほ
と
ん
ど
法
的
に
規
律
さ
れ
て
い

そ
こ
で
は
、
私
人
が
法
務
官
の
命
令
に
沿
っ
て
証
拠
を
評
価
し
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

E
m
に
と
っ

て
(
リ
法
務
官
に
と
っ
て
)
は
、
法
律
は
判
決
の
規
準
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
百
円
口
口

2
5
に
と
っ
て

(
H
審
判
人
に
と
っ
て
)
は
、

な
い
陪
審
裁
判
で
あ
り
、

法
務
官
の
命
令
が
法
律
に
優
先
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
以
上
の
考
察
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

rM回
の
い
〈
戸
∞

法曹法の歴史的基礎づけ(1)

は
本
来
、
法
務
官
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
訴
訟
手
続
を
意
味
し
、
苫
〔
位
。

E
E
u
c
σ
ロ
2
5
か
ら

E
E口
E
E
が
派
生
し
た
の
と
同
様
に
、

(
川
)

E
m
は
吉
田
丘
三
円
。
か
ら
派
生
し
た
、
と
。

キ
ケ
ロ
が
こ
の
意
味
で
吉
田
丘
己
ぽ
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
例
と
し
て
、

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
さ
ら
に
次
の
史
料
を
掲
げ
る
。

ロ口市吋
0
・

門

r
a
m
i
a
-
-コ
出
口
奴
隷
を
売
却
す
る
際
に
売
主
が
〔
買
主
に
〕
通
知
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
も
し
そ
れ
を
通
知
し
な
け
れ
ば

呂田

a
i
z上
売
主
が
奴
隷
を
引
き
取
る
義
務
が
生
じ
る
回
収
庇
だ
け
か
、
そ
れ
と
も
、
〔
そ
の
奴
隷
は
〕
嘘
つ
き
か
、
博
打
好
き
か
、
盗
癖
が
あ
る
か
、

酒
好
き
か
、
と
い
う
こ
と
ま
で
通
知
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
。
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こ
の
箇
所
で
は
、
吉
田

s
t
z
(法
学
者
)
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
「
秘
匿
の
罰
金
」
が
容
易
に
想
起
さ
れ
る
が
、

吉
田
丘
三
宮
は
「
訴
訟
手
続
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
こ
の



説

。
5
2
0
・
官
。
。
窓
口
恥
口
曲
、

a-云・
4
?
と
こ
ろ
で

E
m
n
F
2
Z
と
は
何
か
。
:
:
:
も
し
、
手
中
物
に
か
か
わ
る
法
に
よ
っ
て
君
の
財
産
に
属
す
る
物
を

君
が
保
持
し
う
る
か
否
か
、
が
不
確
実
で
あ
れ
ば
、
ま
た
、
呂
田
丘
三
Z
が
不
確
定
で
あ
れ
ば
、
ま
た
、
国
家
が
制
定
し
た
法
律
に
よ
っ
て
他
人
の

権
利
か
ら
〔
自
分
の
権
利
を
〕
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
相
続
に
よ
っ
て
父
か
ら
取
得
し
た
建
物
や
土
地
、
あ
る
い
は
別
の
方
法
で
正

当
に
取
得
し
た
物
を
所
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
〔
君
に
と
勺
て
〕
い
っ
た
い
ど
ん
な
意
味
が
あ
ろ
う
O
i
-
-
-
私
の
い
う
こ
と
を
信
じ
て
ほ
し
い
。

我
々
は
誰
も
が
少
な
か
ら
ぬ
相
続
財
産
を
得
て
い
る
が
、
〔
実
際
に
〕
そ
の
財
産
を
遺
し
て
く
れ
た
人
か
ら
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り

も
、
法
と
法
律
か
ら
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
者
は
遺
言
に
よ
っ
て
あ
る
土
地
を
私
の
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
も
し
吉
田

2
i
z
が
な
け
れ
ば
、
私
は
自
分
の
物
と
な
っ
た
そ
の
土
地
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
父
は
土
地
を
遺
贈
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
土
地
の
使
用
取
得
、
す
な
わ
ち
、
訴
訟
の
不
安
と
危
険
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
も
の
は
、
父
で
は
な
く
法
律
の
遺
産
で
あ
る
。

父
は
引
水
権
、
汲
水
権
、
通
行
権
、
放
牧
権
を
遣
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
に
有
効
な
権
威
を
与
え
る
の
は
宮
町

2
己
芯
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
父
祖
逮
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
、
す
な
わ
ち
法
と
い
う
公
の
遺
産
を
、
君
達
は
自
分
の
私
的
な
財
産
と
ま
っ
た
く
同
様
に
注
意

深
く
保
持
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
呂
田
口
H
E
Z
に
よ
っ
て
私
的
な
財
産
が
保
護
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。

財
産
を
放
棄
し
て
も
一
人
が
不
利
益
を
蒙
る
だ
け
で
済
む
が
、
法
を
放
棄
す
れ
ば
国
家
は
必
ず
大
き
な
不
利
益
を
蒙
る
か
ら
で
も
あ
る
。

号A
民間

す
で
に
み
た
『
カ
エ
キ
ナ
弁
護
論
』
の
用
語
法
と
は
違
っ
て
、
こ
の
箇
所
で
は
法
学
者
の
こ
と
は
論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
呂
田

丘
三
ぽ
が
法
曹
法
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
掲
の
笥
所
で
は
、
キ
ケ
ロ
は
吉
田
丘
三
日
叩
を
承
認
し
よ
う
と
し
な
い
者
を
論

駁
し
て
、
法
学
者
が
正
当
な
ら
ば
彼
ら
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
で
は
、
キ
ケ
ロ
は
一
歩
進
ん
で
、
国
家

に
と
っ
て

E
田
丘
三
Z
が
い
か
に
必
要
か
、
を
論
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
法
の
素
人
は
、

法
学
の
必
要
性
を
簡
単
に
は
受
け
入
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
キ
ケ
ロ
は
法
学
の
必
要
性
を
説
く
。
た
だ
、
法
学
が
な
け
れ
ば
国
家

は
存
続
し
え
な
い
と
は
、
法
学
者
で
さ
え
も
容
易
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
、
キ
ケ
ロ
の
弁
論
の
聞
き
手
は
素
人
の
裁
判
官
で
あ
る
。

そ
こ
で
キ
ケ
ロ
は
、
詑
弁
(
キ
ケ
ロ
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
的
な
や
り
方
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
)
を
用
い
る
。
す
な
わ

ち
、
我
々
は
相
続
財
産
を

E
凹
丘
三
宮
か
ら
で
は
な
く
法
と
法
律
か
ら
受
け
取
る
、
と
い
っ
た
後
で
、
キ
ケ
ロ
は

E
田
丘
三
Z
を
第
二
の
意
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味
、
す
な
わ
ち
「
法
廷
手
続
」
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
法
廷
手
続
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
だ
、
と
容
易
に
い
え

る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
吉
田
丘
三
Z
に
は
「
法
律
行
為
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
呂
田
丘
三
宮
が
法
律
行
為

(
H
吉
田
の
宮
己
申
)
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
権
利
の
法
廷
手
続

(
H
E田
口
守
口
市
)
に
お
け
る
保
護
を
も
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
o

E
白
色

2
Z
は
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
「
法
曹
法
」
で
は
な
く
「
法
廷
手
続
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
詑
弁
を
用
い
る
キ
ケ
ロ
も

や
は
り
キ
ケ
ロ
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
キ
ケ
ロ
の
詑
弁
を
指
摘
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
キ
ケ
ロ
が
法
律
を

E
m
a
i
u
に
置
き
換
え
る
こ

と
を
ま
っ
た
く
思
い
つ
い
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
は
、
「
ま
た
、

不
確
定
で
あ
れ
ば
、
ま
た
、
国
家
が
制
定
し
た
法
律
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
か
ら
〔
自
分
の
権
利
を
〕
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば

:
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

E
聞
の
円
三
】
叩
が

法
学
文
献
に
お
い
て
は
、
キ
ケ
ロ
以
降

E
由
丘
三
芯
は
法
廷
あ
る
い
は
法
廷
手
続
と
い
う
意
味
で
は
用
い
ら
れ
な
く
な
る
が
、
非
法
学
文

(
川
)

献
に
お
い
て
は
こ
の
意
味
で
の

E
m
丘
三
芯
が
二
世
紀
に
入
っ
て
も
み
ら
れ
る
。

「
法
務
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
る
法
廷
手
続
」
と
い
う
意
味
で
の
呂
田

s
i
zと
、
「
法
学
」
と
い
う
意
味
で
の

E
田
2
4
F
Z
と
に
密
接
な

法曹t去の歴史的基礎づけ(1)

関
係
が
あ
る
こ
と
は
検
証
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
節
で
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
百
田
口
守
口
。
と
呼
ば
れ
た
の
は
「
ロ

l
マ
市
民
が

自
己
の
財
産
を
維
持
す
る
た
め
に
」
役
立
つ
法
学
だ
け
で
あ
り
、
「
ロ

l
マ
市
民
に
か
か
わ
る
訴
訟
に
お
い
て
」
通
用
す
る
法
学
だ
け
で

であ
あ っ
る@た

つ
ま
り
、
法
務
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
る
法
廷
手
続

(
H
E田
口
守
口
市
)
に
か
か
わ
る
法
学
だ
け
が

E
m
g
s
z
と
呼
ば
れ
た
の

法
発
展
の
初
期
の
段
階
で
は
、
ど
の
民
族
も
法
と
法
学
と
訴
訟
を
区
別
し
な
い
。
す
べ
て
の
法
は
慣
習
法
で
あ
り
、
法
を
知
る
者
は
慣
習

法
を
守
り
、
法
学
を
担
い
、
訴
訟
を
指
揮
・
形
成
し
、
そ
の
結
果
法
と
法
学
と
訴
訟
の
区
別
は
な
く
な
り
、
す
べ
て
が
一
体
的
な
も
の
と
考

ロ
ー
マ
で
も
ま
さ
に
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
体
的
な
法
を
司
っ
て
い
た
の
は
神
官
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
十
二
表

え
ら
れ
る
。

jヒ法41(3・57)1107



説

法
制
定
以
前
か
ら
、
宗
教
的
な
部
分
と
世
俗
的
な
部
分

(
H
E
m
n
E
H
O
)
の
分
離
が
始
ま
る
。
後
者
に
属
す
る
の
は
、
慣
習
法
上
の
実
体

吾d込
a冊

法
と
訴
訟
法
、
訴
訟
、
法
学
、
す
な
わ
ち
神
宮
の
法
活
動
の
う
ち
の
世
俗
的
な
事
柄
を
対
象
と
す
る
部
分
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
の
法
は
ロ
ー

マ
市
民
間
の
訴
訟
に
関
係
し
た
た
め
に

E
m
丘
三
Z
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
法
律
お
よ
び
国
家
組
織
法
は
、
民
会
の
共
有
財
産
で
あ

っ
て
神
宮
の
法
活
動
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

E
m
n民
主
目
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
。
十
二
表
法
制
定
後
も
根
本
的
な
変
化
は
な
く
、

E
m
丘
三
Z
は
十
二
表
法
の
解
釈
と
い
う
形
式
を
と
る
慣
習
法
、
法
学
で
あ
っ
た
。
法
が
世
俗
化
し
た
後
、
証
書
作
成
、
解
答
、
訴
訟
行
為

と
い
う
従
来
の
法
学
者
の
活
動
領
域
に
著
作
活
動
が
加
わ
る
が
、
吉
田
丘
三
宮
の
内
容
に
も
名
称
に
も
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
キ
ケ
ロ
以
降
、

法
廷
お
よ
び
法
廷
手
続
と
い
う
意
味
で
の

E
田
丘
三
Z
は
姿
を
消
し
て
い
き
、
帝
政
期
に
は
こ
の
意
味
で
の
吉
田
丘
三
Z
は
み
ら
れ
な
く
な

〈
叩
)ヲ。。

百
聞
の
同
〈
昨
日
∞
は
玉
虫
色
の
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
立
物
と
し
て
何
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か
、

E
回
目
仰
の

2
5
か、

E
m
吉
Z
F
2
5

か、

U
H

吉田

F
O口
O円
R
E
B
か
、
に
よ
っ
て

E
m
n
E
Z
の
内
容
は
変
わ
る
。
し
か
し
、
『
ト
ピ
カ
』
の
中
で

か
、
吉
田
内
恒
三

E
B
か、

キ
ケ
ロ
が

E
町
内
守
口
帽
を
列
挙
に
よ
る
定
義
(
ガ
mw

ユE
O
)
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

Q
n
R
0・
斗
O
宮

g-N∞
い
定
義
に
は
列
挙
に
よ
る
定
義

Q
R
5
5
)
と
区
分
に
よ
る
定
義
(
E
2
2
0
)
が
あ
る
。
列
挙
に
よ
る
定
義
と
は
対
象
と
な
っ

て
い
る
事
柄
を
構
成
部
分
に
分
け
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

E
m
江

i
z
は
法
律
、
元
老
院
議
決
、
判
決
、
法
学
者
の
権
威
、
政
務
官
告
示
、

習
律
、
衡
平
か
ら
成
り
立
つ
、
と
定
義
す
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
区
分
に
よ
る
定
義
は
、
定
義
さ
れ
る
事
柄
の
類
に
属
す
る
す
べ
て
の
穏
を
含
む
。

ペ
ル
ニ

l
チ
ェ
は
こ
の
宮
田
丘
三
日
唱
を
「
現
行
法
」
と
い
う
意
味
に
解
す
る
が
、

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
そ
の
説
に
反
対
す
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
呂
田

2
5
Z
は、

E
ユ
聞
広
三
ロ
m
m口
広
三
百
あ
る
い
は

E
m
丘
三
宮
仏

2
2
2
と
い
わ
れ
る
場
合
の
吉
田
丘
三
日
申
と
同
様
、

「
法
学
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
キ
ケ
ロ
が
吉
田
口
守
口
町
を
列
挙
に
よ
る
定
義
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
列
挙
に
よ
る
定
義
と
は
、
あ
る
事
柄
を
構
成
し
て
い
る
要
素
を
一
つ
一
つ
数
え
る
こ
と
で
あ
り
、
区
分
に
よ
る
定
義
と
は
、
あ
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る
一
つ
の
類
に
属
す
る
種
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
数
え
る
こ
と
で
あ
る
。

E
m
n守
口
∞
が
「
現
行
法
」

で
あ
れ
ば
、
キ
ケ
ロ
は
吉
田
丘
三
ぽ
を

列
挙
に
よ
る
定
義
で
は
な
く
区
分
に
よ
る
定
義
の
例
と
し
て
挙
げ
て
、
法
律
以
下
、
現
行
法
の
種
を
す
べ
て
数
え
挙
げ
て
現
行
法
の
概
念
を

定
義
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
キ
ケ
ロ
は

E
田
口
守
口
∞
を
列
挙
に
よ
る
定
義
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
吉
田
口
守
口
m
が
法
学
を
意

味
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
は
「
法
学
と
は
、
法
律
、
元
老
院
議
決
、
判
決
、
法
学
者
の
権
威
、
政
務
官
告
示
、
習
律
、
衡
平
に

基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
る
」
と
い
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
『
ト
ピ
カ
』
が
さ
つ
と
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え

山
口
田
口
守
口
曲
が
法
学
を
意
味
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ケ
ロ
は
、
宮
町
丘
三
宮
と
は
何
か
、
を
知
ら
な
い
人

ト
ロ
回
口
守
口
叩
と
は
法
学
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

るム」、
に

E
田
口
守
口
∞
の
概
念
を
説
明
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

吉田

O
F
i
u
は
こ
の
箇
所
で
は
現
行

(
帥
)

法
を
意
味
す
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
列
挙
に
よ
る
定
義
の
例
を
こ
の
箇
所
の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ペ
ル
ニ

l
チ
ェ
は
エ

l
ル
リ
ッ
ヒ
の
『
法
源
論
』
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
あ
い
だ
に
出
た
別
の
論
文
の
中
で
、

ロ
ー
マ
人
(
ト
ゥ
レ
パ
テ
ィ
ウ
ス
)
に
列
挙
に
よ
る
定
義
の
例
を
挙
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
ト
ピ
カ
』

の
こ
の
箇
所

法欝j去の歴史的基礎づけ(1)

の
吉
田
丘
三
宮
は
ロ
!
マ
人
が
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
法
(
現
行
法
)
で
あ
り
、
そ
の
法
は
法
律
以
下
の
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
解
す

る
。
ェ

l
ル
リ
ッ
ヒ
は
『
法
源
論
』
の
巻
末
で
、
ペ
ル
ニ
!
チ
ェ
の
そ
の
よ
う
な
見
解
を
再
度
批
判
す
る
。

Q
g『
タ
寸
O
同

UFgN∞
・
臼
・
区
分
に
よ
る
定
義
は
、
定
義
さ
れ
る
事
柄
の
類
に
属
す
る
す
べ
て
の
種
を
含
む
。
:
:
:
し
た
が
っ
て
、
類
が
例
外
な
く
区

分
さ
れ
た
も
の
、
そ
れ
が
種
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
呂
田
を
法
律
、
習
律
、
衡
平
に
分
け
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

ぺ
ル
ニ

l
チ
ェ
は
、
前
掲
の
箇
所
で
は
「
現
行
法
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
こ
の
箇
所
で
は

て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
つ
の
箇
所
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
ペ
ル
ニ

l
チ
ェ
は
列
挙
に
よ
る
定
義

と
区
分
に
よ
る
定
義
の
違
い
を
見
落
し
て
い
る
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
箇
所
で
は
、
法
律
、
習
律
、
衡
平
が

E
凹
と
い
う
概
念
の

種
(
門
司
自
由
・

4
2芯
白
)
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
前
掲
の
箇
所
で
は
、
法
律
、
習
律
、
衡
平
(
さ
ら
に
元
老
院
議
決
、

「
法
」
そ
の
も
の
が
問
題
に
な
っ
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説

判
決
、
法
学
者
の
権
威
、
政
務
官
告
示
)
が
呂
田
丘
三
Z
と
い
う
概
念
の
構
成
部
分

Q
R田
)
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
す
る

論

と
、
吉
田
丘
三
Z
(
現
行
法
)
の
概
念
は

E
回
(
法
)
の
概
念
よ
り
も
単
に
狭
い
だ
け
だ
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら

キ
ケ
ロ
は
構
成
部
分
と
種
を
同
じ
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
は
、
キ
ケ
ロ
自
身
が
両
者
の
混
同
を
戒
め
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

呂
田
丘
三
Z
は

E
m
と
は
ま
っ
た
く
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

r
H
田口
H
4
己申

は
法
学
で
あ
り
、
法
律
、
元
老
院
議
決
、
判
決
、
法
学
者
の
権
威
、
政
務
官
告
示
、
習
律
、
衡
平
は
法
学
の
構
成
部
分
で
あ
る
。
呂
田
は
現

行
法
で
あ
り
、
法
律
、
習
律
、
衡
平
は
現
行
法
の
種
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
法
律
、
元
老
院
議
決
、
告
示
、
か

E
凹

口
同
三
宮
に
含
ま
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
、

と
い
う
反
論
が
容
易
に
可
能
で
あ
る
が
、

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、

う
ま
で
も
な
く
法
学
は
自
ら
の
「
構
成
部
分
」
に
「
基
礎
を
お
く
」
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『
卜
ピ
カ
』
は
キ
ケ
ロ
の
友
人
で
あ
り

法
学
者
で
あ
る
ト
ゥ
レ
パ
テ
ィ
ウ
ス
に
捧
げ
ら
れ
た
書
物
で
あ
り
、
列
挙
に
よ
る
定
義
と
区
分
に
よ
る
定
義
は
キ
ケ
ロ
が
法
学
の
問
題
に
適

官
、
日
と
は
対
象
物
を
構
成
し
て
い
る
部
分
で
は
な
く
、
概
念
規
定
の

用
し
よ
う
と
し
た
修
辞
学
上
の
証
明
の
種
類
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

個
々
の
要
素
、
つ
ま
り
弁
論
家
が
立
証
す
る
個
々
の
部
分
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
は
こ
の
意
味
で
「
列
挙
に
よ
る
定
義
と
は
対
象
と
な
っ
て
い
る

事
柄
を
構
成
部
分
に
分
け
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「

E
m
丘
三
円
。
は
法
律
、
元
老
院
議
決
、
判
決
、

法
学
者
の
権
威
、
政
務
官
告
示
、
習
律
、
衡
平
か
ら
成
り
立
つ
」
と
い
う
部
分
は
、
「

E
m
丘
三
宮
は
法
律
、
元
老
院
議
決
、
判
決
、
法
学

者
の
権
威
、
政
務
官
告
示
、
習
律
、
衡
平
の
学
問
的
な
加
工
で
あ
る
」
と
翻
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。

(
田
)
∞
・
白
色
・

(
船
)
ロ

-H
・H
-
H
H
(
p
g
z
m
)
一
E
m
〔
と
い
う
用
語
〕
は
呂
田
(
判
決
)
が
宣
言
さ
れ
る
場
所
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
。

(
引
)
∞
・
白
色
・
エ
l
ル
リ
ッ
ヒ
が
引
用
す
る
司

Z
E
E
-
冨

g
g
n
F
5
2
2
を
参
照
。
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ココ〈
-c
・5
3山
知
科

(怠)8.68f. 

(85) 吋ー弐=、ト以後T1f'度郁子。 Cicero，de oratore 1 182 .，.;l総区。

(雪)8.69f. 

(三)j~翠(獄 1 i意)Cicero， de officiis III 65 ~総蜜。

(雪)8.72. 

(言) j~~霊(総!滋) Cicero， pro Caecina 65-70~$座。

(吾)S.73f. 

(吉)吋ー弐=トトムJU -'1í ~~tJ8~同蛍下)8 ius civile :1!' Tacitus， Annales XIII 27， Petronius， 8atirae 13， Hyginus， de 

limitum controversia， P.134 LUぐ'S>認心 (8.74)。
(室)8.74f. 

(吉)8.75ff. 

(言)A.Pernice， a.a.O. 8.143ff. 

(言)S.8lf. 

(言)A.Pernice， Nachtrag uber Gewohnheitsrecht und ungeschriebenes Recht， 8Z XXII， 1901， S.61 

(ヨ)Cicero， Topica 31. 

(言)S.246ff. (
-
)
会
'
や
恕
捕
富
似
闘
(
口
組
細
川
和
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Eine historische Begrundung des Juristenrechts (1) 

一一 DieRechtsquellenlehre Eugen Ehrlichs一一

Makoto ISHIKAWA' 

ln der Literatur， die sich mit Eugen Ehrlich beschaftigt hat， ist die romische 

Rechtsquellen1ehre Ehrlichs t) kaum eingehend untersucht， obwoh1 sie， um 

die Struktur und Systhematik seines ganzen Werkes zu erfassen， a1s sehr 

wichtig angesehen ist. Manfred Rehbinder2l erk1art zum Beispie1 die Rechts-

quellen1ehre Ehrlichs fur unwichtig oder sinn1os， dabei beruft er sich auf 

Fritz Schu1z. 

Zwar hat Schu1z3
) geschrieben， Ehr1ich sei abzu1ehnen. Der Grund 1iegt 

aber in den fo1genden. Erstens: W ahrend Ehr1ich das Vorbild der k1assischen 

Termino1ogie nicht in den juristischen， sondern in den phi1osophisch -rhetori-

schen Schriften sehen will， ist die Rechtswissenschaft fur Schu1z von den 

anderen Wissenschaften， vornehm1ich von der Rhetorik unabhangig. Zweitens: 

Das ius civi1e stellt fur Ehrlich das Juristenrecht dar， fur Schulz bedeutet es 

dagegen das Recht zwischen den romischen Burgern. 

lnzwischen hat sich jedoch der Forschungsstand geandert. Nun sind， im 

Gegensatz zu Schu1zes Ansicht， immer mehr die Gemeinsamkeiten zwischen 

der Rechtwissenschaft und der Rhetorik betont. Zum Beispie1 ist Dieter Norr'l 

zu nennen. Auch Max Kaser5l steht auf seiner Seite. Daher ist heute anzu-

nehmen， es sei fragwurdig， sich auf Schu1z berufend Ehrlich abzu1ehnen. 

Noch wichtiger ware es aber fo1gendes. Was Norr durch seine Forschung 

事Dr.iur.，Wiss. Assistent an der Juristischen Fakultat der Hokkaido Universitat 

1) E. Ehrlich， Beitrage zur Theorie der Rechtsquellen， 1. Teil， das ius civile， ius 

pulicum， ius privatum， 1902. 

2) M. Rehbinder， Die Begrundung der Rechtssoziologie durch Eugen Ehrlich， 

1. Aufl.， 1967， 8.53， 2. Aufl.， 1986， 8.62. 

3) F. 8chulz， Geschichte der romischen Rechtswissenschaft， 1961， 8.87， Anm.3， 

History of Roman Legal 8cience， 1946， P. 72， note 5. 

4) D.N凸rr，Divisio und Partitio， 1972. 

5) M.Kaser， Zur Ploblematik der romischen Rechtsquellenlehre， in: Festschrift 

fur Werner Flume zum 70. Geburtstag， Bd.l， 1978. 
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behaupten will， stimmt im Grunde mit der Rechtsquellenlehre Ehrlichs 

uberein. Denn was Nor・I・unterdem Gewohnheitsrecht versteht， ist nichts 

anders als was Ehrlich schon im ius civile gesehen hatte. Nるrrspricht von 

der Rechtsquelle ohne Verbindlichkeit?l Ehrlich hatte auch das Juristenrecht 

nicht als Befehl， sondern Belehrung angesehen;l 

In dieser Abhandlung will ich quellenmasig erklaren， was Ehrlich im 

romischen Recht， vor allem in den rethorischen Schriften Ciceros gesehen 

hattte. Das ware nicht nur fur die sogenannte Ehrlich-Forschung， sondern 

auch fur die romische Rechtsgeschichte nicht unwichtig. 1m vorliegenden 

Heft sollen 6 Absatze der Rechtsquellenlehre Ehrlichs behandelt werden， die 

sich haupts邑chlichauf die Terminologie ius civile beziehen. 

6) Daruber darf man die Einrede Werner Flumes nicht vergessen. Vgl. W.Flume， 

Gewohnheitsrecht und romisches Recht， 1975. 

7) E.Ehrlich， Freie Rechtsfindung und freie Rechtswissenschft， 1903. 
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